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俺様常務の甘い策略










思わぬ再会




「秋あき月づき沙さ羅らです。風かざ間ま物産で秘書をしています」

　目の前にいる三十五歳前後の男性を見ながら挨あい拶さつすると、彼は穏やかに頬ほおを緩めた。

「風間物産かあ。大手だね。沙羅さんはキレイだからモテるんじゃないの？」

「いいえ、全然モテないです。田た口ぐちさんこそＩＴ企業の社長さんですから、すごくモテるんじゃないですか？　ここにいらっしゃるのが不思議なくらいですよ」

　田口さんからもらった名刺を見て柔らかな笑みを浮かべると、私はシャンパングラスをゆっくり口に運ぶ。

　私は今、大学時代の友人が開いた婚活パーティーに参加している。

　通常の婚活パーティーだと、異性の参加者全員と五分前後お話して、その後のフリータイムで気に入った相手ともっと話をし、最後に意中の人を指名し合う。でも、この婚活パーティーは立食形式で、食事を楽しみながら自由気ままに話したい人と話すだけだ。

　会場は赤坂にある有名ホテル。スワロフスキーのシャンデリアが印象的でふかふかの絨じゅう毯たんが敷かれた豪華な小広間。

　季節は六月下旬。パーティーの前までずっと降っていたうっとうしい雨はやんで、気分がいい。

　これは何かいいことが起こる前兆だろうか？　期待に胸が膨らむ。

　二十八歳、独身。有名商社で秘書をしていて、顔は自分で言うのもなんだけど、二ふた重えで目鼻立ちがハッキリしていて、美人な部類に入ると思う。一度も染めたことのないサラサラの長い黒髪は私の自慢だ。

　欠点を挙げるとすれば、身長が百六十八センチと高めなことと、有能すぎることだろうか。

　私のように仕事も容姿も完璧で隙すきのない女は男ウケしない。それは、今まで何度か婚活パーティーに出席してよくわかった。

　背が低くて、ほんわかしたイメージの女の子のほうがよくモテる。男性の庇ひ護ご欲をそそるのだろう。

　だから今日は、いつものクールなイメージを捨てて、長いストレートの黒髪をコテで巻いてフェミニンな感じにし、普段は絶対に着ない男ウケしそうなシフォン素材のピンクのワンピを着てきた。

　今まで、結婚したいと思えるような素敵な男性に巡り会ったことはないけど、今日こそ、ここで未来の旦だん那な様が見つかるかもしれない。

　パーティーを主催した友人は大企業の社長令嬢だけに顔が広くて、今日の男性参加者のほとんどは有名企業の役員や医者、弁護士といった勝ち組の人たち。参加者は五十名ほどで、超セレブが集まるこのパーティーに、目の色が変わる。

「はは。なかなか出会いがないからね。沙羅さんのような素敵な人に出会えて嬉しいよ」

　田口さんが私の目を見て微笑する。

　顔は全体的に彫が浅く、目は一ひと重えで歌か舞ぶ伎き役者のようにスッキリした印象。美形とは言えないけど、背は百七十五センチくらいで落ち着いた雰囲気があって、合格ラインギリギリといったところだろうか。

　いや、待って。私の身長を考えると、もうちょっと身長が欲しい。私が相手の身長を気にせずにヒールの靴を履はくには、百八十以上はないと。

　それに、この顔に自分からキスできる？　う～ん、厳しいかもしれない。

　私は笑みを返しながら、心の中で自分に言い聞かせる。

　毎日顔を見るなら、やっぱりイケメンがいい。『人は顔より性格』って言う人もいるけど、私にとって容姿は重要だ。顔も性格もいい人だっているし、焦あせって適当なところで妥協する必要はない。もっといい優良物件がほかにいるはずだ。

「私もです。お腹が空すいたので、ちょっと何か探してきますね」

　私はニコッと愛あい想そ笑いをすると、この場を離れた。

　ええ～と、優良物件、優良物件……。どこかにイケメンでお金持ってそうな人はいないかな？

　私がキョロキョロ辺りを見回すと、フルーツ盛りの前に、背の高い男性を見つけた。

　百八十センチくらいだろうか。まずは条件をひとつクリア。

　私はすかさず彼に近寄り、にこやかに声をかける。

「何かお取りしましょうか？　嫌いな物はありますか？」

　日頃の営業スマイルで鍛えた頬の筋肉が、今日は役に立つ。ふわりとした笑みを浮かべれば、初対面での印象はいい。これは、私の最大の武器だ。

「ああ、パイナップルがちょっと苦手で」

　男性が少し照れながらポリポリと頭をかく。

　メガネをかけているけど、草食系でかわいい感じ。私より年下だろうか？　理系っぽいし、この人もＩＴ系かな？

　私は皿を手に取ると、パイナップルを避けてメロンやマンゴーを軽く盛りつけた。

「私もパイナップルはあまり好きじゃないです。はい、どうぞ」

　柔らかな笑みを作って皿を手渡すと、彼は私の目を見て微ほほ笑えんだ。

「ありがとうございます。僕は和わ久く井い幸こう太たといいます。和久井製薬で研究員をしてるんですが、こういう立食パーティーってあまり慣れなくて」

　和久井製薬っていったら有名じゃない！　名みょう字じと社名が同じだし、ひょっとして御曹司？

　思わぬ獲物につい目が輝いてしまう。

　研究者だけど、将来は跡を継ぐとか？　だとしたらかなりおいしい。優しそうだし、研究者なら研究に没頭して浮気もしないかも。

「私もです。誰に話しかけていいのか、困ってしまいますよね。私は秋月沙羅といいます。風間物産で社長秘書をしています」

　私は和久井さんに向かって、クスッと笑ってみせる。

「秘書ですか。だからそんなにおキレイなんですね」

　和久井さんは私をまっすぐな目で見て、頬をほんのり赤く染める。

「お上手ですね」

　私がフッと微笑すると、和久井さんはポッと顔を赤らめた。

　何？　この反応……かわいすぎる。母性本能をくすぐられて、尽くしたくなっちゃう。顔は整ってるし、なかなかいいかもしれない。ああ～、早く名刺くれないかしら。

　私が期待の眼まな差ざしで和久井さんをじっと見つめていると、彼が「あっ」と慌ててポケットから名刺入れを取り出した。

「あの……これ、僕の名刺です」

　和久井さんが名刺入れから名刺を一枚抜いて、私に差し出す。

「ありがとうございます。うわあ、博士号も持ってるんですね。すごい！」

　私はいつもより高い声で、和久井さんを持ち上げた。

「いえいえ、そんなことはないです」

　和久井さんが首を左右に振って謙けん遜そんするが、その姿にスレたところはなくて微笑ましい。

「勤務先は国くに立たちみたいですけど、ご自宅もその辺りなんですか？」

「ええ、会社の寮が国立にありまして」

　会社の寮……か。

　その言葉に少しテンションが下がる。

　やっぱり高級マンションで優雅な生活……とはいかないか。でも……浪費家ではなさそう。ちょっとキープかな。

「すみません。友達が呼んでるみたいなので、これで失礼しますね」

　口角を上げてニコッと笑うと、私は壁際まで歩いてひとりになり、今日の収穫を一枚一枚じっと眺めた。

　収穫とは、今日の参加者からもらった名刺のことで、全部で四枚ある。

　開業医に、食品メーカーの幹部に、ＩＴ企業の社長に、製薬会社の御曹司らしき研究員。

　う～ん、『絶対にこの人！』っていうのがいない。

　三十歳前後で背が高くて、顔が整っててお金持ちで、仕事がデキる人なんてそうはいない。そういう人はすでに結婚しているか、恋人がいる。

「やっぱり、どこかで妥協しないといけないの？」

　ハーッと、思わずため息がこぼれる。

　女の二十八歳は決して若くない。私の友人のほとんどは結婚していて子供もいる。

　自分だけが取り残されたような気がして、焦りを感じずにはいられない。

　私だって、カッコよくてお金持ちの人と結婚して、幸せに暮らしたい。人は私を見て勝手にキャリア志向だって言うけど、おひとりさま街道を突つっ走る気はない。

　秘書とはいえ、事務職の給料なんてたかが知れている。私の力だけでは優雅な暮らしなんてできないのだ。

「貧乏生活なんて、もうごめんだわ」

　ポツリと呟つぶやきながら、和久井さんの名刺をじっと見る。

　イケメンだし、性格もよさそうだし、浮気もしなそう。会社も安定してるし……。四人の中では、彼が一番妥当かな？

　でも……望む条件のすべては満たしていない。決め手にかけるのよね。会ってすぐ身体にビビッと電流が走るくらいの、運命的な人が現れないかな。

　名刺を見つめながら、じっと考え込んでいると、前方から不意に男性の声がした。

「和久井は三男だけど、いいのかな？　会社は副社長の長男が継ぐと思うよ」

　聞き覚えのあるその声に、ゾゾッと背筋が震ふるえて私の身体は石化した。

　……嘘うそでしょう？　まさか、あいつがここにいるはずがない。だって、あいつはアメリカにいるはず。

　でも……私があいつの声を聞き間違えるはずがない。声に反応して鳥肌まで立っているんだから。

「和久井は高校時代に、テニスやってた時の後輩なんだ。それに、和久井の前に秋月が話していたＩＴ企業の社長は日本支社の雇われ社長だから、業績によっては明日クビになるかもしれない。いい相手が見つからないなら、俺が血統書付きのヤツを紹介しようか？」

　名刺から目を離して恐る恐る顔を上げてみれば、正面にあったのは嫌味なくらいキレイなあの顔で……。

　私は心の中で悪態をついた。

　藤とう堂どう颯そう介すけ……なんであんたがここにいる！

　藤堂は春の陽射しのような爽やかな笑みを浮かべていた。

　こいつのこの胡う散さん臭い笑顔を見ていると、顔が歪ゆがむ。

　身長百八十五センチ、やや長めのダークブラウンの髪に、切れ長でミステリアスな二重の目。俳優顔負けのその端整な甘いルックス。

　ベージュのテーラードジャケットに、デニムという彼の洋服の組み合わせは、まるでファッション雑誌のお手本のようだ。カジュアルでも品があって、知的な大人の男性の雰囲気を醸かもしている。

　こいつとは高校と大学が一緒だった。高校三年間はずっと同じクラスで、大学も同じゼミ。

　藤堂は文武両道で大学は有名私立大の経営学部を首席で卒業、高校時代はテニス部に所属していてインターハイでベストフォー入りの実績を持つ。剣道、空手、合気道などの武術にも長たけていて、オールマイティーな人間。

　そのうえ、こいつの実家は代々政治家で父親は現職の国会議員。歴史の教科書を広げれば政治家だった曾そう祖そ父ふの名前が出てくるという血統書付きのお坊っちゃまだ。

　ああ～、何もかもが完璧すぎてムカつくのよ、この男！

「結構よ。あんたの知り合いなんて、女癖悪いのばっかりじゃない」

　藤堂も日替りランチのように女を取っ替え引っ替えしてたけど、こいつの友人たちも類友なのか、かなりの女ったらしだった。

　藤堂と関わるのが嫌で軽くあしらうが、こいつはそんな私の態度を面白がるように見て、私との距離を詰めてくる。

「でも、秋月が欲しいものを持ってるけど。金とか地位とか」

　私を蔑さげすむような視線。

　こいつは私が裕福でないのをよく知っている。だから、実家が貧乏な私が玉の輿こしを狙っていることも、お見通しなのだろう。

「自分の男ぐらい自分で見つけるわよ！　誰があんたの世話になるか！」

　藤堂に冷やかされるのが悔しくて啖たん呵かを切る。

「どうかな？　せっかく年とし甲が斐いもなくピンクのワンピース着て、かわいさをアピールしてるようだけど、たいした結果は得られていないんじゃないかな？　端はたで見ていて痛々しいよ」

　藤堂の目は私をバカにしたように笑っていて、その秀麗な顔で毒を吐く姿に私はムッとした。

「痛々しくて悪かったわね！」

　男って甘いテイストの女に弱いじゃないの！　かわいい女を演じて何が悪いのよ！

「俺に接するみたいに、もっと素で勝負したら？　案外、もの好きがいるかもよ。『蓼たで食う虫もなんとか』って言うしね」

　藤堂の目がいたずらっぽく光る。

　人をおちょくるのも、いい加減にしなさいよ！

「あんたのアドバイスなんかいらないわよ。あっちに行って。あんたがいたら、いい男が寄ってこないじゃない！」

　私は左手でシッシッと藤堂を振り払う仕し草ぐさをする。

「猫なんか被かぶってて、本当にいい男が捕まると思ってるのか？」

　人を見下したような藤堂の態度に、頭にカッと血が上る。

「あんたに邪魔されなきゃ、見つかるわよ！」

　私は今いる場所も忘れ、藤堂に噛かみつかんばかりに声をあげた。

　ヘビの天敵がマングース……いや、この例えはやめよう。まるで私がヘビみたいだ。

　ええと、キレイな私に似つかわしい例え……そう、私が蝶ちょうで、その天敵をクモとするなら、クモは目の前にいるこの男……藤堂。

　もともと私の家は普通のサラリーマン家庭だったけど、私が中三の時に父が失業。父の再就職はなかなかうまくいかず、母がファミレスでパートの仕事をしていた。でも、一家三人が暮らしていくには無理があった。高校進学もままならない状況で、私はあの時、悲嘆にくれていた。

　中卒なんかじゃ、ろくな仕事にもつけないし、周囲にもバカにされる。

　そんな時、担任の先生が紹介してくれたのが、有名私立高校の皇こう極ぎょく学園だった。偏差値が高くて難関だが、エスカレーター式で大学まであり、全寮制で特待生になれば学費も寮費も全額免除。

　ほとんどの生徒は良家の子女や子弟だったけど、選より好みできる状況ではなかった。

　勉強ができた私は倍率十倍の超難関試験を見事パスして、皇極の特待生になった。

　でも、そこで目の前に立ちはだかったのが藤堂だったのだ。

　中学では成績はいつも首位を独走していたのに、この高校に入ってからというもの、トップはいつも藤堂で私は次席に甘んじていた。

　私がコツコツ努力して勉強するタイプなら、この憎き藤堂は女の子と遊んでいても、全教科満点を取ってしまうような天才。

　外国の王子様のような端整な容姿で、女の子に絶大な人気があったけど、私はこいつのことが嫌いだった。

　藤堂の美しい外見に騙だまされてはいけない。顔はキレイでも、中身はあらゆる意味でモンスターだ。勉強ができるだけのお坊っちゃまではなく、こいつがひと睨みするだけで、不良連中が尻尾を巻いて逃げた。

　先生のいないところで、素行の悪い不良たちに何かしら制裁を加えていたに違いない。実際にその場を見たわけではないけど、不良たちは藤堂の姿を見るだけで怯おびえていたから、こいつを本気で怒らせるのは危険だと本能で感じていた。

　あまり関わりたくなかったのに、藤堂は私によく絡んできた。生徒会長になった藤堂は私の意思を無視して勝手に副会長に指名し、私に生徒会の雑務を押しつけたのだ。

　奴隷のように藤堂にこき使われていた日々。テストがあろうがなかろうが、私はこいつに山のような量の仕事をやらされた。

　それでも、高校までは心の奥で藤堂のことを尊敬していた。生徒会の仕事はそつなくこなすし、私が仕事を終えるまで、彼が下校することはなかったからだ。

　でも、そんな私が藤堂の顔も見たくないと思うようになったのは、大学に入学してすぐにある、ゼミでの親睦を深めるために行われるオリエンテーション旅行の時。

　山梨の宿泊先のホテルでジュースを買おうと自動販売機を探していると、数人の男子の話し声が聞こえてきた。

『うちのゼミで一番人気は、やっぱ秋月沙羅かあ。美人だし、スタイルいいもんな。藤堂もやっぱり秋月狙いか？』

　自分の名前が出てきて、私はハッと足を止めた。

『まさか。あいつは高校の頃から化粧してて、肌はボロボロですっぴんはひどい。おまけに、脱ぐとそれは貧相な身体でね。悪いことは言わない。今夜誘い出すなら別の女にしておいたほうがいい』

　藤堂の嘲ちょう笑しょうは、私の胸をグサリとえぐった。

『へえ。そうなんだ。藤堂に聞いてよかった。じゃあ、俺は加か奈なちゃんを狙おうかな』

『賢明だね。秋月は勝ち気な女だし、お前には似合わないよ』

　すっぴんがひどくて……貧相な身体？

　藤堂の言葉にショックを隠せず、もうほかの男子の声は耳に入らなかった。

　なんでこの私が、藤堂にここまでコケにされなきゃいけないんだ。

　高校の時はずっとすっぴんだったし、今だってファンデに口紅くらいしか塗ぬっていない。藤堂の前で服を脱いだことだってないのに……。

　私が何をしたって言うのよ！

　握った拳こぶしがブルブルと震え、男子の声が遠ざかっても、私は怒りでしばらくその場から動けなかった。

　結局、ジュースを買わずに部屋に戻った私。それからは、藤堂が私に絡んできても、無視し続けた。

　大学でもずっと首席だった藤堂は、卒業式の挨拶を済ませると、私に近づいて耳打ちした。

『お前は一生、俺には勝てないよ』

　楽しそうに言う藤堂にはらわたが煮えくり返ったけど、私が彼に一度も勝てなかったのは事実。私は悔しさに唇くちびるを噛みしめるだけで、何も言い返せなかった。

　そして藤堂は大学卒業後、アメリカの石油会社に就職。

　あの憎たらしい顔を永遠に見ずに済む。これで私の人生に邪魔者はいなくなった。そう思って安心してたのに……。なんで今になって現れるのよ。

　ギッと忌いま々いましげに目の前の藤堂を睨みつけた。

「アメリカにいても、お前の噂うわさが聞こえてきたよ。ホームパーティーの時とかに、高校や大学時代の仲間が、お前の話で盛り上がっててさ。必死に婚活してて、最近は金持ちの男を取っ替え引っ替えしてるって。それで、男に貢がせてるとか。身につけてるのはほとんどがブランド物っぽいし、まんざら嘘でもないか」

　藤堂がどこか値踏みするような目で私を見ると、私に近づき、私のカールした髪をひと房つかむ。

「この髪型も似合ってないんじゃないか？　お前らしくないよね？」

　私は厄介なハエを追い払うように、藤堂の手をバシッと振り払った。

　玉の輿は狙ってるけど、男に貢がせたことはない。自分が身につけてる物は全部自分のお金で買ったものだ。文句を言われる筋合いはない。

「気安く触るな！　髪が腐る。私をからかう暇があるなら、ほかの女の相手でもして今夜の相手を見つけたら？」

「軽くあしらうのも面倒で逃げてきたんだけど。俺は付き合いで参加しただけだから、本気で婚活してると勘かん違いされても困るし。だから、秋月がしばらく相手してよ。お前なら絶対に勘違いしないしね」

　誰がお前の相手などするか！　相手するだけ婚期が遅れる。

「全然よくない！　もう帰る」

　もう今日は撤収だ。帰りにコンビニでビールでも買って、ヤケ酒を飲んでやる！

　ムカムカしながら藤堂を避けて帰ろうとすると、突然彼に腕をつかまれた。

「待てよ。六年ぶりに会うんだ。少し付き合うくらい、いいよね？」

　藤堂は真っ白な歯を見せて爽やかな笑みを浮かべるが、その笑顔はどこか妖あやしげで気持ち悪い。

「藤堂と話したってなんのメリットもないわよ！　その手、放しなさいよ」

　学生時代のように面倒なことに巻き込まれるのが嫌で、私は藤堂の手をペシッと叩たたいた。

「メリットねえ」

　藤堂は微かすかに口角を上げると、そのキレイな顎あごに手を当てながら、何か意味ありげな視線を私に向ける。

「何よ」

　私がキッと目を細めると、彼は口元をほころばせながら、私に向かってとんでもないことを口にした。

「上司と親交を深めるのは、秋月にとっても悪い話じゃないと思うけど」

　藤堂の言葉に、思わず絶句する。

『上司』？

　確かに藤堂はそう言った。

　はあ？　何言ってんの、こいつ？　そもそも私と同じ会社じゃないでしょ。

「いつからあんた風間物産の社員になったわけ？」

　私は腕を組むと、藤堂に冷ややかな視線を投げた。

　こいつは私が風間物産で働いていることを知っている。こいつの親友が風間にいるからだ。

「今月末からだよ」

　藤堂はゆっくりとした口調で私の質問に答える。

　……嘘だ。そんな話、社長から聞いてないし、社内にも通達されていない。

　私を冷やかして楽しむ腹積もりなのだろう。

「人をからかうのも、いい加減にしなさいよ！」

「からかってはいないよ。風間物産の社長の風間隆たか行ゆきが俺の母方の祖父だ、って言ったら信じてくれるかな？」

　憎らしいほど悠然とした態度で私を見み据すえ、藤堂は一言一句ハッキリと告げた。

　社長の孫が藤堂だあ？

　トランプのババ抜きで、最後にジョーカーを引かされた気分だ。寝耳に水の話に、ショックで口をあんぐり開けたまま言葉を失った。

　そんな私の様子を面白そうに眺めながら、藤堂は悪魔のように妖よう艶えんに口元に笑みをたたえる。

「これからまたよろしく頼むよ、秋月」

　私の顔から、サーッと血の気が引いていく。

　逃げ場がないように、私の周囲にクモの糸が綿密に張り巡らされていくような感じがするのは気のせいだろうか。

　またこいつの奴隷になれっていうの？　あの悪夢が再び？

　これからのことを想像すると目の前が真っ暗になって、総毛立った。










新しい常務




　次の日の月曜日、私はいつもより十五分早い八時に出勤して、社長が出社するまでに社長室の掃除やメールチェックを済ませると、給湯室でお気に入りのフレーバーティーを淹いれてひと息ついた。

　藤堂がうちの会社にやってくるというだけで落ち着かなくて、今朝は五時に目が覚めてしまった。

　今日の私はお気に入りのアイボリーのスーツに、七センチの高いヒールという出で立ち。デキる女に見せるための戦闘服といっていい。

　今朝は珍しく雲ひとつない晴天だというのに、藤堂のせいで私は臨戦態勢を強いられている。

「社長が来たら、開口一番に聞いてやるんだから」

　マグカップの中のフレーバーティーをじっと見つめながら、ポツリと呟く。

　藤堂の冗談であってほしい。あいつの話なんて信じたくない。

「ああ～、早く社長来ないかな」

　社長が出社するのはいつも八時三十分。うちの会社の始業時間は九時だけど、社長はそれよりも早く出社する。

　社長秘書歴、三年の私。入社した当初は専務付きだったけど、前の社長秘書がすったもんだの末に辞めて、私が次の社長秘書になった。

　前の社長秘書……お局つぼねとは冷ややかなバトルが絶えなかったなあ。

　お局はうちの取引先の専務の娘でお嬢様育ち。高慢でワガママでとても扱いづらかった。私がお茶やコーヒーを淹れると、よく難癖をつけてきて、社長の予定を押さえようとしてもなかなか押さえてくれず、秘書室はいつも冷戦の場だった。

　虎の威を借るなんたらで、彼女は私たちのような平社員だけでなく社長以外の幹部にも横柄だったけど、気の弱い総務部長は彼女の態度に目をつぶっていた。

　態度だけならまだよかったけど、お局はあろうことか会社のお金を横領。小さなものではタクシーチケットの私的使用、大きなものではホストクラブの飲食代を『立て替え払い』と言って経費で落としていた。

　私は総務部長にその事実を伝えたけれど、見て見ぬフリをされたので、証拠を集めて社長に直談判した。黙ってはいられなかったのだ。

　社長は私の話を聞くとすぐにお局と話をして、翌日から彼女は会社に来なくなった。

　私と社長との関係は良好で、奥様ともたまに一緒に食事をさせていただいている。お互い気心が知れていて、私が奥様のように社長を叱って注意することもあるし、社長のほうも私を『沙羅くん』と、下の名前で親しげに呼んでくれる。

　仕事は楽しくて充実していたのに、なぜあいつはまた私の前に現れるの!?

　ああ～、藤堂のことを考えるだけでイライラする。

　もうひと口フレーバーティーを飲もうとマグカップを口に運んでいたその時、警備室から社長が入ったと内線があった。

「さあて、行きますか」

　マグカップをデスクの上に置いて席を立ち、社長のために煎せん茶ちゃを淹れると、スケジュール帳とお茶と新聞を持って、社長室のドアをコンコンとノックする。

「はい」という社長の声がしてドアを開けると「失礼します」と言って中に入り、スタスタと歩いて、社長のいる執務用のデスクの前に立つ。

　持っていたお茶と新聞を無造作にドンとデスクの上に置くと、私は前置きなしに藤堂の件を問いただした。

「社長、お孫さんが今日赴任してくるって本当ですか！」

「沙羅くん、おはよう。今朝はまたすごい剣幕だね。はて、どの孫かな？」

　社長はニコニコ顔で挨拶すると、面白そうに私を見た。

　ひょうひょうとした感じの社長だが、こう見えてなかなかのクセ者だ。でなきゃ、日本で三本の指に入る総合商社の社長なんてできない。

　風間物産は全世界にあるネットワークを利用して、ミネラルウォーターから通信衛星まで幅広い商品やサービスの販売、事業投資など様々なビジネスを展開する大企業だ。国内に二十ヶ所、海外に百三十ヶ所の事業所があり、この三十五階建ての丸まるノの内うち本社ビルでは、約八百人の社員が勤務している。

　その大企業のトップに君臨しているのが、今、目の前にいるこのおとぼけじいさんだ。最上階にある約二十畳ほどの広い社長室で、人のよさそうな笑みを浮かべ、豪華な黒革の椅子にチョコンと座っている。

　その社長の孫が藤堂。社長に恨みはないが、昨日のことを思い出すと、つい社長に当たりたくなる。




　昨日の藤堂の衝撃発言のあと、あいつに無理やり隠れ家的なバーに連行され、店が閉店になるまで三時間も相手をさせられた。

　なんで政治家にならないのかと尋ねれば、兄が父の跡を継いで政治家になるからと言って、ヤツはフッと笑った。

　その時の藤堂の目が、なんとなく暗く陰って見えたのは気のせいだろうか？

　そもそも大学卒業後にアメリカに行ったのは、親の七光りを避けてのことらしい。

『自分の実力を試したかった』って藤堂は言ってたけど、それならなんで日本に戻ってきたのよ？

　藤堂が就職したアメリカのアダムス石油といったら、世界最大の石油会社だ。その年間売上高はマレーシアのＧＤＰを軽く超え、企業であるのに小国を圧倒するほどの財力と政治力を持つ。

　そのアダムス石油の本社にいて、ＣＥＯのジョージ・スコット氏にも気に入られているという話を、高校時代の友人から聞いていたのに……。

　辞めた理由を尋ねたけど、藤堂は笑ってごまかすばかりで、私の質問に答えなかった。

　それから、なぜかアメリカでの藤堂の食生活の話になり、そこから私の食生活の話になって、私の家に炊飯器がないと正直に話すと、『女として終わってるね』とかなり呆あきれられた。

　でも、炊飯器なんかなくたって、今はレトルトパックを電子レンジでチンすれば、美お味いしいご飯が食べられる時代だ。

　私がそう反論すると、藤堂は『お前、将来子供産むんなら、少しは料理覚えたほうがいいよ』と蔑むような目で見られて、延々三十分は説教された。

　今思うとまんまと藤堂の策にハマり、話をすり替えられたような気がする。

　そんなくだらない話をしているうちに閉店時間になり、バーを出ると藤堂はタクシーを呼んで私を乗せ、『また明日』と手を振って私をにこやかに見送った。

　私は女としては見られていないし、送り狼おおかみにならなかったのは藤堂らしい……というか、なられても困る。まあ、あいつは天敵だしね。

　タクシー代は藤堂が払ったけど、あいつのせいで昨日はいい獲物が釣れなかったのだから当然だ。




「私の孫はみんなかわいくてね。一番上の孫が議員秘書の修しゅう一いち、二番目が公務員の紗さ由ゆ美み、三番目が琴こと音ねだったかな？　それとも美み知ち留るだったかな？」

　う～ん、と社長は顎に手を当てながら悩ましげな顔をする。

　もう、社長はもったいぶって！

「社長に何人、お孫さんがいるのか存じませんが、藤堂颯介さんのことです」

　じっと恨めしげに社長を見据えると、彼は目を細めて笑った。

「はは。誰かから聞いたのか？　それとも沙羅くんは颯介とは知り合いなのかな？」

「高校と大学が一緒だったんです。それだけですよ」

　あまり突っ込んで聞かれたくはなくて、私は最低限の情報しか社長に言わないでおいた。

「なるほど。それは奇遇だねえ」

　社長は茶飲み話でもしているかのように、のんびりと相あい槌づちを打つ。

「藤堂颯介さんが社長の孫というのは、本当なんですか？」

　私は社長の態度にイラつきながら、強い口調で聞いた。

「ああ。颯介は私が一番かわいがってる孫だよ」

　社長があいつを孫と認めても、あいつに知らされた時のような衝撃はない。

　うっすら目を細め、じとっと社長を見据える。そして社長から目を外し、彼に聞こえないように小声で悪態をつく。

「あいつのどこがかわいいんだ。あんな見た目だけ麗しい意地悪な悪魔」

「ん？　沙羅くん、何か言ったかな？」

　社長が小首を傾かしげるが、私は首を横に振った。

「いいえ。そのお孫さんはいつ赴任してくるんでしょうか？」

「田た崎さき常務が一身上の都合で辞めることになってねえ。颯介には来週からそのポストに就ついてもらうよ」

　田崎常務？　ちょっと気が弱そうな存在感の薄い人で、ここ一週間ほど体調が悪くて休んでいたけど……重い病気にでもなったのだろうか。

「一身上の都合って？」

「ここだけの話、うちの顧客情報をライバル会社に流していたんだよ。ライバル会社が、それをアダムス石油に売ろうとして事件が発覚した。アメリカにいた颯介がそれに気づいたからよかったものの、気づかなければうちは北米での販路を他社に取られていた。信用を失うところだったよ」

　社長は急に表情を変え、声を潜める。

　アダムス石油と風間物産は、エネルギー開発で業務提携している。アメリカにいた藤堂が、いち早くその情報のリークに気づいたのは運がよかったかもしれない。

「……知りませんでした。なぜもっと早く教えてくれなかったんですか？」

　田崎常務は小心者に見えていたけど、いろいろとしでかしてくれたらしい。

「秘密裏に処理したからね。幹部連中で知ってるのも、副社長と専務だけだ。今日の役員会議で颯介を紹介するから、ほかの社員も君と同様、今日知ることになるだろうがね」

　絶妙なタイミング。社長の孫である藤堂の登場で、田崎常務の件は払ふっ拭しょくされるだろう。ほんと、社長は策士だ。

「私は社長の担当を外されるんでしょうか？」

　藤堂の言っていた、〝上司〟という言葉が引っかかる。単に取締役幹部というニュアンスならまだいい。でも、常務付きになってあいつに奉公するなんてごめんだ。

「いや、沙羅くんがいないと私が困るからね。でも、未来のことは誰にもわからないよ。私が会長になったら沙羅くんは会長秘書になるかもしれないしなあ。あはは」

　社長がとぼけた調子で言いながら、煎茶をズズッと啜すする。

　あはは……じゃない！　……なんかお茶を濁にごされたような気がするんですけど……。この古ふる狸だぬき、何か企んでない？

　訝いぶかしげな視線で社長をじっと見る。

「沙羅くん、目が怖いよ。それで、今日の予定はなんだっけ？」

　社長は遠慮がちに先を促す。

　藤堂の話はこれでおしまいだと言いたいのか。

「九時から副社長と打ち合わせ、十時から役員会議です。会議は珍しく午後一時まで時間を取ると思ったら、常務が替わるからなんですね。お孫さんを後継者としてお披ひ露ろ目めするおつもりなんでしょう？」

　ランチ付きの会議だから、どれだけ議題があるのかって不思議に思ってはいたんだ。

　社長は八十歳近いし、周囲は誰が次の社長になるかと騒いでいる。

　私はてっきり社長の娘むすめ婿むこである副社長かと思ってたけど、どうやら読みは外れたらしい。副社長は温和な性格でイマイチ決断力に欠けるところがあるから、経営者としてはどうかなって不安を感じてはいた。

　でも、社長には藤堂という、とっておきの切り札があったわけだ。

　恨めしげに聞くと、社長は私の質問には答えずに微笑みながらこう言った。

「あれのこともよろしく頼むよ」

　否定しなかったってことは、やっぱり次の社長は藤堂なわけね。

　藤堂は明言しなかったけど、あいつは風間物産を継ぐために日本に戻ってきたんだ。あいつの経営手腕は未知だけど、有能なのは私が一番よく知っている。

　私……就職先間違えたかも。藤堂の親族を気にとめていなかった自分を恨みたい。あいつの父親が政治家ってことばかり頭にあって、あいつの母方の家系についてはすっかり忘れていた。

　そういえば高校の時に、女子たちが藤堂の母方の祖父が風間物産の社長って噂してたような気がする。詰めが甘かったわ。転職先探したほうがいいかな？

　この状況では、今は違っても、そのうち藤堂の秘書にされてしまうかもしれない。

「沙羅くん、もういいじゃないか。そんなに睨まないでくれないか？　年寄りには優しくせんとなあ」

　このじいさんは……。そんな弱々しげな顔をしたって、騙されませんよ。

　社長がとぼけたことを抜かすなら、こっちにも考えがある。

「自分で言いますか！　三時に水みず谷たに製鉄の社長がお見えになりますが、役員会議が終わったら三時までに、たまりにたまった決裁の書類に目を通していただきますからね。社長は今日もおやつ抜きですよ！」

「そんなあ。沙羅くん、考え直さないか？　今度、出張の時に沙羅くんの好きな三みつ葉ば亭ていのイチゴ大福買ってくるから」

　社長は甘い物に目がなく、秘書室にある冷蔵庫には社長の大好きなチョコが常備されている。でも、最近そのチョコは私たち秘書のおやつになっている。社長の奥様から、社長の〝おやつ禁止令〟が出たからだ。

　社長は高齢で、病院通いが増えている。奥様からお願いされたら断れない。それに社長の体調管理も、社長秘書としての私の大事な仕事だ。

「ダメですよ。奥様からも言われてるんです。甘い物は控えるようにって。そんなにおやつが欲しいなら、煮干しでも出しましょうか？　喜んでお昼休みに買ってきますよ。骨が強くなっていいかもしれませ――」

　突然、ドアのほうから「ククッ」という笑い声が聞こえてハッとした。

　聞き覚えのあるこの嫌な笑い声。

　パッと後ろを振り返ると、そこにはいつの間にか壁にもたれかかりながら腕を組んでいる藤堂がいた。

　見るからにオーダーメイドとわかる、ダークグレーのスーツを優雅に着こなしていて、一分の隙もない。

　ああ～、朝からこの顔見るなんて最悪。これが、これからも続くのかと思うと頭が痛い。

　社長も藤堂が部屋に入ってきたのを、教えてくれればいいものを……。

「藤堂……じゃなかった。藤堂さん、ノックぐらいしてくれませんか？」

　眉をひそめて刺とげ々とげしい声で注意するが、藤堂はいつもと変わらず面白そうに私を見る。

「ノックしたんだけど、秋月が熱弁振るってて気づかなかったんだよ」

　藤堂が私の目を見てニヤリとする。

「社長にそんな説教できるのも、秋月くらいじゃないかな。朝から面白いものを見せてもらったよ」

「私は仕事をしてるだけです。見世物じゃありません」

　冷ややかな視線を藤堂に向けるが、彼は余裕の笑みを浮かべた。

「感心してるんだよ。やっぱり、秋月は変わらないね」

　藤堂の言葉に、再び眉根を寄せる。

「褒ほめられてる気がしないんですけど……」

　むしろ、おちょくられてるような。

「そうかな？」

　私をからかうような視線は相変わらずだ。

　でも、大学の時はもっとスリムで女みたいにキレイな顔をしてたけど、アメリカに行っている間にすごく精せい悍かんな顔つきになった。

　藤堂を見たら、きっと秘書課の女の子たちは色めき立つだろう。

　イケメンだし、頭も切れるし、金持ちだもんね、こいつ。

　でも、私は絶対に藤堂にはひれ伏さない。学生時代の私とは違う。こいつのペースに巻き込まれてたまるか！

「社長とお話があるようなら、私はこれで失礼します」

　これ以上の無駄話は無用だ。私は背筋をピンと伸ばして正面を見据え、ドアの前まで素早く移動する。

　ドアノブを握ろうとすると、藤堂に声をかけられた。

「秋月、美味しいコーヒーをひとつ頼むよ」

　美味しいコーヒーだあ？

　藤堂のセリフに片眉を上げる。

　こいつに言われると、なんか腹立たしい。ウェイトレスじゃないわよ！って言い返したいところだけど、グッとこらえた。

　藤堂が社長室にいる限り、私がこいつにコーヒーを淹れなければならない。社長室を訪れる者にお茶を出すのは、社長秘書の仕事なのだから。

　怒りをこらえながらまた藤堂に目を向けると、こいつは私の目を見て笑った。

　ああ～、この笑顔を見てるだけでイライラする。

　私は無言で社長室を退出して、隣にある秘書室に入った。

　秘書室のドアを開けて右側には、来客用のソファとテーブルが置いてあって、衝つい立たてを挟んで向こう側に給湯室、ドアを開けて左側に秘書のデスクが四つ、その奥に秘書課課長の席がある。

　自席のデスクに手に持っていたスケジュール帳をバンと叩きつけるように置くと、思ったより大きな音がして、近くにいた秘書三人の身体がビクッとなった。

「ちょっと、秋月さん。ビックリさせないでくださいよ」

　うちの秘書室には、私を含めて秘書が四人。制服はなくて、それぞれ好きな服装で働いている。昔は制服があったらしいが、前の社長秘書が制服を嫌って廃止したらしい。

　秘書室に入って手前左側の席で、黄緑のワンピースを着て子犬のごとくキャンキャン吠えているのは、私の三年後輩でコネ入社の田た中なか美み鈴すず。担当は常務だから、藤堂の担当も多分彼女になるだろう。

　父親が有名ホテルチェーンを経営していて、実家がお金持ちで無駄にプライドが高く、社長秘書の私を目の敵にしている。彼女は社長秘書という肩書きが欲しいのだ。

　セミロングの茶髪で男ウケする甘めのかわいい顔だが、性格はかなりキツイ。

「沙羅先輩、何かあったんですか？」

　淡いピンクのスーツ姿でそう優しく声をかけてくれるのは、田中さんの右隣の席にいる四年後輩の鈴すず木き夏なつ海み。彼女は専務担当だ。

　四年後輩の彼女が専務担当なのは、専務がしっかりしていて仕事がデキて、年数が浅い秘書でもサポートしやすいからだ。

　夏海ちゃんは目がくりくりしていて童顔で、髪の毛も顎までのゆるふわパーマでとってもキュート。性格もおっとりしていて私の癒いやし的存在。

　私の婚活スタイルは彼女をお手本にしている。

「社長室でちょっとね」

　新しい常務の話は、直属の上司である沢さわ口ぐち課長から報告があるだろうし、私は言葉を濁した。

「社長がごねたにしては荒れてない？」

　夏海ちゃんの向かいの席で、ブルーのストライプのスーツを着て落ち着いた声で話しかけてくるのは、私の十年先輩の大おお塚つか佐さ和わ子こさん。

　彼女は副社長の担当で、既婚者で二児のママ。私の尊敬する先輩で、秘書のいろはを教えてくれた。前の社長秘書に私がいびられていた時、陰ながら私を助けてくれたのも彼女だ。

　ボブが似合う優しいママで、控えめでリーダーシップを取るタイプではないけど、社長秘書の私を温かく支えてくれる。

「そのうち、わかると思います」

　自然とハーッとため息が出る。

「朝からため息なんてやめてくれません？」

　田中さんが私に冷ややかな視線を向ける。

　私のやることなすこと、いちいちイチャモンつけなきゃ気が済まないのか、この女は！

　そう言い返したいところだけど、相手をするのも億おっ劫くうで、田中さんを無視して秘書室の奥にある給湯室に向かう。

　藤堂のためにコーヒーを淹れるなんて、考えるだけでもイライラする。

「あー、めんどくさ」

　担当ではないにしろ、これから社長との打ち合わせがあれば、私がお茶を出さなければならない。

　田中さんは藤堂を見たら、きっと目の色を変えてあいつに奉仕するだろう。藤堂のような美形で仕事のデキるヤツが彼女のタイプなのだから。

　私はあんな性格に難ありのヤツなんて、お断りだけどね。

　藤堂が社長と社長室で打ち合わせする時は、『忙しいから』と理由をつけて、田中さんにお茶出しを押しつけようかな。

　藤堂をゲットするつもりなら、お茶ぐらいお安いご用だろう。

「社長にはさっき煎茶を出したし、もうコーヒーはいいわね。トイレ近くなっちゃうから」

　カップを取り出すと、私は自分の分を含めて二杯分のコーヒーを丁寧に作る。

「淹れてやりますとも、美味しいコーヒー」

　藤堂には、苦くてマズいコーヒーでも出してやろうかと思ったがやめた。いくら小間使いのように扱われても、ここでキレたら私の負けだ。

「そのうち藤堂に『まいった』って言わせてみせるわよ」

　私は藤堂の敗北宣言を想像し、ひとりほくそ笑んだ。
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　秋月がムッとしながら社長室を退出すると、俺はクスッと笑った。彼女と話していると、六年ぶりに日本に帰ってきたんだと実感する。

「沙羅くんとは親しいのか？」

　社長であるじいさんが口元に笑みをたたえながら、面白そうに俺に聞いてくる。

「向こうはどう思ってるか知りませんけど、俺が認めるライバルですよ」

「ほお。それは、興味深いね」

　じいさんの目がキラリと光る。

　さては、俺と秋月をくっつけようと画策しているな。会うたびに俺に『早く結婚しろ』ってせっつくし、秋月と親しいことはじいさんにとって好都合なのだろう。なぜなら、じいさんは秋月を相当気に入っているように見えるから。

　さっきのふたりのやり取りを見ていて思った。秋月に叱られている時のじいさんの、あのなんとも嬉しそうな表情。あれは秋月に叱られるのを楽しんでいるな。

　経済界のドンとまで言われるじいさんの心をつかむとは、さすがは秋月と言うべきか。

「まあ、俺を楽しませてくれる貴重な存在です。変な気を回して邪魔をしないでくださいね」

　俺はニッコリ笑ってじいさんに釘を刺す。

「努力はするが、私もそろそろお前の子供を抱きたいんだがね。お前ももう二十八だろ？」

「ひ孫なら、たくさんいるでしょう？　俺に変なプレッシャーをかけるのはやめてください。でないと、ここを辞めてさっさと転職しますよ」

　意地の悪い笑みを浮かべ、最強の脅し文句を口にすると、じいさんは拗すねたような顔で俺を見た。

「ふん、私を脅す気か。まあ、せいぜい沙羅くんに逃げられないようにするんだな」

　じいさんはへそを曲げて、嫌味を言った。

「俺はそんなヘマはしませんよ。逃げるなんて考えが浮かばないくらい、俺に夢中にさせてみせます。彼女は俺に対抗意識を持ってますからね。俺の挑発には必ず乗りますよ」

　俺はじいさんに向かって企み顔で微笑む。

「……つまり、逃げられないようにお前が何か仕向けるわけか。沙羅くんもかわいそうに。とんだヤツに気に入られたものだな」

「好きに解釈するのは結構ですが、余計な真似だけはしないでください。俺が楽しめなくなりますから」

　お節介なじいさんに、俺はもう一度念を押す。

　このじいさん、いろいろ先走りすぎて余計なことをしでかさないとも限らない。くだらないことを考えないように、適度に仕事をしてもらわないとな。そこは、秋月にしっかり監視してもらう必要がある。

「うちの会社のために帰国したのかと思えば……。若いっていいなあ」

　じいさんが遠い目をして、しみじみと呟く。

　……ほんと、年寄りってのは人をいじるのが好きだな。

「もうこの話はおしまいです。恋愛のためだけに、帰国したりしませんよ。この会社のために戻ってきたんです。それに、会社のトップに立つのも面白いと思って」

　俺はじいさんの目を見て、フッと微笑する。

　じいさんはわかっているだろうが、本当のことは言わない。じいさんが心配だから戻ってきたとは……。じいさんにだってプライドがあるから、それは守ってやらないとな。

　人生にはいろんな選択肢がある。

　俺は代々政治家の家に生まれたが、兄貴が小さい頃から親父に憧れて政治家を目指していたから、俺は親父と同じ道を歩むつもりはこれっぽっちもなかった。だが、これというものがなくてずっと道を模索していた。勉強はできたし、なろうと思えば医者にも弁護士にもなれたと思う。そんな俺が選んだ道はビジネスマンだった。

　大学生の時に読んだアダムス石油ＣＥＯの、ジョージ・スコットの著書が俺の未来を決めた。一代で世界に帝国を築き上げたジョージ・スコット。彼のもとで働きたくて、俺はアダムス石油に入社した。

　本社の経営企画部に配属された俺は、入社二年目にＣＥＯのジョージ・スコットの目にとまり、その後は彼の手足となってアフリカやアラブの産油国の上層部の人物と交渉をしてきた。

　命がけで紛争地域に行ったことも何度もあるし、政府との交渉が決裂して危うく拘束されそうになったこともある。兵に護衛されていながら、移動中に危険な目に遭ったことも何度も。スパイ映画の世界を地でいっていた。

　慌ただしい日常。ジョージに新たなポストを約束されていたが、ちょうど田崎常務の顧客情報流出の事件があって、俺は風間物産に入ってじいさんの跡を継ぐことを決意した。

　じいさんにとって、幹部の裏切りは少なからずショックだったはずだ。俺がそばにいて支えてやらなければいけない。

　じいさんには娘が三人いるが息子がいない。娘はみな経営に興味はなく、風間物産の跡を継ぐ者がいなかった。だから、じいさんは長女の息子である俺に『私の跡を継いでくれ』と会うたび口にしていた。俺は次男だったし、継がせるにはちょうどよかったのだろう。

　それに、小さい頃、両親が選挙活動で忙しい時、よくじいさんの家に預けられていたせいか、俺は彼にかなり気に入られていた。

　最初はアメリカでの仕事も忙しかったから、じいさんの誘いをむげに断っていたが、じいさんも、もう七十八だ。じいさんひとりに会社を背負わせるわけにはいかない。

　秋月が風間物産に就職することは、大学卒業前に知った。

　高校の時に彼女をこき使いすぎたせいか、彼女は大学時代、俺と関わるのをあからさまに避けていた。俺の挑発にも乗らず、いつもまっすぐ前を見据えたまま突っ走っていた秋月。

　当時はそれでもいいかと思っていたが、少しもの足りなかったのも事実。

　卒業式に、風間物産への就職を決めた秋月に『お前は一生俺には勝てないよ』と告げたのは、あいつが対抗心むき出しで俺にまた向かってくる姿が見たかったからだ。

　今思うと、風間物産にいずれ入ることを、俺はあの時決めていたのかもしれない。じいさんの刷り込みの効果があったわけだ。

　秋月の情報はアメリカにいても俺の耳に入ってきたから、彼女の動向は常に知っていた。

　俺と秋月は高校、大学が同じだったから共通の知り合いも多い。仲間で集まれば、誰かが必ずと言っていいほど秋月の話題を口にする。

　一番の情報源は間違いなく俺の親友の渡わた辺なべ誠せい司じだろう。俺が聞きもしないのに秋月のことをアメリカ出張のたびに報告してくる。

　誠司は風間物産に就職して、今は海外事業部の課長。あいつとは小学生の頃からの付き合いで、高校の時は生徒会で一緒に仕事をした。頭が切れる誠司は弱冠二十七歳にして、うちの花形部署の海外事業部の課長になり、たった一年で欧米での収益倍増に大きく貢献。

　風間物産では異例の出世だったらしい。父親は有名な造船会社の社長で、今は風間物産に武者修行に来ている。
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　あれは三年前、誠司がアメリカ出張でニューヨークにやってきた時。あいつの宿泊先のホテルのバーで一緒に飲んでいたら、誠司が『お局で有名だった社長秘書が辞めて、秋月が次の社長秘書になったぞ』と面白そうに話しだした。

　あの時は秋月らしいって思った。彼女は有能だし、入社して短期間で社長秘書になってもおかしくない。

　高校時代に俺があいつを副会長に指名したのも、あいつが使える人間だったからだ。勉強もスポーツもできたし、男女問わず、みんなに信頼されていて、誰もが納得の人選だった。

　つい最近も、誠司がニューヨークにやってきた時、いつものようにバーで酒を一緒に飲んでいると、ヤツは秋月が婚活中だと唐突に話しだした。

「ふ～ん？　秋月の婚活がそんなに面白いかな？」

　俺は冷ややかな目で、興味なさげに誠司に言葉を返す。

　秋月の婚活の話なんて聞きたくもない。不協和音のように耳障りに感じる。

「〝秋月の話が〟っていうよりは、お前の表情が面白いな」

　誠司が俺の目を見てニヤニヤする。

　俺の表情が面白い？　何を言ってるんだ、こいつは？

「わけがわからないな。それになんで俺と会うたび、秋月の話をするんだ？」

　眉をひそめて聞けば、誠司は俺の言葉に驚き、目を丸くした。

「お前……ひょっとして自覚ないのか？」

「何が？　意味がわからない」

　正直に答えると、誠司は心底呆れたような目で俺を見た。

「何がって。お前、秋月のこと、好きだろう？　お前の周りの人間はみんなそう思っていて、秋月には絶対に手を出さないぞ。お前の報復が怖いからな」

　誠司は俺の顔を見ながら、「ハハッ」と声に出して笑う。

「好き？　ライバルと認めてはいたが……」

　誠司の意外な言葉に、今度は俺がギョッとした。

「学生時代、秋月に近づく男を、ことごとく排除していたのは誰だっけか？」

　誠司の目が面白そうにキラリと光る。

　こいつにこんな目で見られるとムカつく。

「男慣れしていない秋月が、変な男に引っかからないようにしてただけだよ。ライバルがいなくなるのは寂しいからね」

　くだらない男に騙される秋月の姿なんて、見たくもない。

　俺が冷淡に答えると、誠司は俺の額を軽く小突いた。

「この鈍感！　ライバルってお前にとっては都合のいい言葉だな。お前、秋月以外の女は眼中にないだろ？」

「秋月とほかの女を比べるのが間違ってるよ」

　俺の容姿にしか関心のない愚かな女どもと、秋月は違う。

　あいつはいつだって俺に屈することなく、あのキラキラした目で俺に挑んでくる。

「秋月はいつだってお前の聖域にいるもんな。もし、仮にだ、お前が認めるいい男が秋月と結婚するなら、お前は素直に祝福できるか？」

　秋月が……ほかの男と結婚？　そんなことは考えたこともなかった。いや……考えたくなかったのかもしれない。秋月が結婚なんて、そんなのあり得ないだろ？　ほかの男のものになるなんて……そんなの絶対に許せない。あれは……俺のだ。

　そう考えて……ハッと気づく。

　俺以外の男が秋月に触れるのは許せない。想像するだけでイライラしてくる。

　これは……独占欲なのか？

「その表情。『祝福なんかできない』って言ってるぞ」

　俺が無言でいると、誠司が面白そうに俺をからかう。

　図星だが……こいつの前で認めるのはなんだか癪しゃくだ。

「うるさいよ」

　そう言って、誠司をギロッと睨みつける。

「はは。真実は耳に痛いか？　素直に認めろよ、秋月が好きだって。でないとほかの男に取られるぞ。今まで秋月に近づこうとした男は、彼女の背後にお前の気配を感じて、ほとんどが逃げていった。お前を敵に回すと怖いからな。だが、それがいつまでも通用するかな？」

　この六年の間に秋月が結婚しなかったのは、たまたま運がよかっただけなのかもしれない。

　だったら、のんびりしてはいられない。

「……通用しないだろうな。そろそろ俺が本気で仕かけないと」

　誠司の目を見て俺が口角を上げると、こいつはヒューッと口笛を吹いた。

「素直でよろしい」

「気づかせてくれたことに感謝する。日本に戻ったら、必ず秋月を俺のものにするよ」

　仕事は充実していたのに、どこか虚むなしさを感じる自分がいて……なぜなのかって常々疑問に思ってはいた。だが、誠司のおかげでやっとわかった。

　俺の今の生活には秋月がいない。だから、もの足りなさを感じる。俺の人生にはあいつが必要だ。

「お前が全力でいくと怖いから……まあ、ほどほどにな」

　誠司が苦笑しながら、俺の肩をポンポンと軽く叩く。

「怖いってなんだよ。俺は化け物か？」

　片眉を上げながらそうツッコむと、「この世に悪魔っていうのがいるなら、それはお前のことだ。キレイな顔で口元に笑みをたたえながら、誰にもできないようなことをたやすくやってのけるんだからな。全力でいって秋月を怯えさせるなよ」と誠司に忠告された。

　それなら、じっくり時間をかけて、俺のものにすればいいわけだろ？　秋月が気づいた時には、すでに逃げられないように……。望むものは必ず手に入れてみせる。




　それから風間物産の常務の事件に気づき、奇くしくも日本に帰国することになった。

　高校時代の知り合いから婚活パーティーに誘われ、最初は断るつもりだったが、秋月が参加すると聞いて出席することにした。

　パーティー当日、俺の家柄や経歴を知った女たちがウヨウヨ寄ってきたが、俺は愛想笑いをしながら適当にあしらっていた。

　俺はこんな金目当ての女に捕まるほど愚かではない。パーティーに来た目的は、秋月に会うため。知り合いと談笑しながら、彼女を目で追っていた。

　六年ぶりの再会。艶つやのある美しいストレートの黒髪でクールな印象だった彼女が、髪をカールさせて必死にかわいい女を演じている姿は、見ていて滑こっ稽けいだった。

　秋月は全然わかっていない。普段の自分がどれほど魅力的かということに。秋月はありのままで充分美しい。

　結婚相手を探すのに必死なのはわかるが、彼女が話していた相手はどれもたいした相手じゃなかったし、彼女にも釣り合っていなかった。

　秋月に近づき、俺が素直にそのことを伝えると、彼女は憤慨。そんな秋月を相手にしているとワクワクした。

　玉の輿を狙っているのに、俺のことは対象外にしているせいだろうか。彼女の俺に対する態度には下心がない。いつも挑戦的な目で俺を楽しませてくれる。

　嫌がる秋月の手を引いてパーティーを抜け出し、強引にバーに連れていって、まずは俺との再会を彼女に印象づけた。

　秋月に手を出さなかったのは、俺への警戒心を解くため。欲しいのは秋月の身体じゃない。秋月自身だ。

　あのキレイな漆黒の瞳が、俺を見て挑戦的な光を宿すのを、ずっと近くで見ていたい。それは、俺の勝手なワガママ。

　俺が日本に戻ってきた今、彼女は俺のテリトリーにいる。

　秋月には悪いが彼女に逃げ道はない。悪い男に捕まったと諦あきらめてもらうしかない。いや……俺のことを、本気で好きにさせてみせる。




　＊　＊　＊




「藤堂さん、コーヒーお持ちしました」

　秋月の無愛想な声が耳に届いて、ハッと我に返る。

「ああ、ありがとう」

　いつの間にか秋月がコーヒーを持って戻ってきていた。

　俺はソファに座り、カップを手に取って口に運ぶ。香りもいいし、味も苦味がなくて美味しい。

「さすが秋月だね。美味しいよ」

　俺が心から褒めると、秋月は得意げな顔で俺を見た。

　ほんと、わかりやすい性格。高校の時と変わらない。秋月は俺を屈服させたいのだ。

　だが、俺の次の言葉を聞いて、彼女はあからさまに顔をしかめた。

「これから毎日、秋月にコーヒーを淹れてもらおうかな？」

「……常務の担当秘書は、もっと美味しいコーヒーを淹れてくれると思いますよ」

　頬をピクピクさせながら無理やり作り笑いをする秋月を見て、思わず口元が緩む。

　俺に奉仕するのはよほど嫌らしい。

　だが、こういう反応をされると、もっといじめたくなる。

「そうだね。俺の秘書は優秀でないとね」

　ニッコリ微笑んでそう返す。

　秋月は訝しげな視線で俺をじっと見て、「ごゆっくり」と小さく呟いて退出した。

　今の秋月に俺が〝好きだ〟と言ったら、どういう反応をするだろう？　怯えた顔をして逃げるだろうか？　それとも、『きつい冗談』と言って笑い飛ばすだろうか。

「お前、楽しそうだな。顔がニヤついてるぞ」

　じいさんの指摘に、俺は口角を上げた。

「ええ、欲しいものを手に入れるためなら、その過程も有意義で面白いですよ」

　秋月が俺の運命の相手だとすれば、俺たちが出会った時から、もう歯車は動きだしていたのかもしれない。




　九時前に副社長が入ってきて挨拶をし、三人で今後の経営方針について少し話をしたあと、フロアの最奥にある社長室を出て、二十メートルほど先の常務室に入る。

　急な異動で、前任者の荷物が残ったままの、十二畳ほどの乱雑な部屋。奥にある執務用のデスクの上には書類が積み上げられ、棚には書類と本がごちゃ交ぜに入っている。

　前の田崎常務は整理整頓があまり得意ではなかったらしい。それにキレイ好きでもなかったようだ。

「下へ手たに机に近づけば、ほこりが舞い上がりそうだな」

　担当秘書は何をしていたのだろう。常務がいなくても、普通掃除くらいするんじゃないのか？

　潔癖性ではないつもりだが、ここで仕事をする気にはなれない。

「今日はどこか空あいている応接室か、会議室で仕事をするしかないか」

　魔法の杖でもない限り、ここを一瞬でキレイに片づけるのは無理だろう。

　社長は今日は挨拶だけでいいと言っていたが、そんな悠長にはしていられない。やることが山積みなのだから。

　フーッと軽くため息をつくと、ノックの音がして、俺の担当らしき秘書が入ってきた。

「田中美鈴です。これからよろしくお願いします」

　緊張した面持ちで、田中さんが軽く頭を下げる。

　背は百五十五センチくらいだろうか？　秋月と比べると小柄で、俺のタイプじゃないが、顔もかわいくて男ウケしそうだ。

　沢口課長の話では、彼女はコネ入社らしい。多少のことは多目に見てくれと言われたが、ワガママな女のお守りをするつもりは毛頭ない。俺だってコネ入社だし、彼女のことを差別する気はないが、だからこそ人一倍努力して周囲に何も言わせないくらいの気概が欲しい。

　田中さんが使える人材ならいいが……。

「藤堂颯介です。これからよろしく」

　俺がニッコリ微笑むと、田中さんの頬がポッと赤く染まった。

「何かあれば遠慮なくおっしゃってくださいね」

　田中さんははにかんでそう言うと、目を輝かせながら俺を見上げた。

　見慣れた光景。

　だが、いつまでそのかわい子ぶった表情でいられるだろうか。

「じゃあ早速で悪いけど、明日中にこの部屋の荷物を全部片づけてくれる？　前任者が使用していたデスクトップパソコンはいらない。代わりに最新のノートパソコンの手配を頼むよ。移動中でも仕事したいからね。あと、外付けのディスプレイを二台用意して。そのほうが仕事がしやすいんだ」

　ビジネスライクな口調でそう言えば、彼女の表情は一変した。

「……明日中に、ですか？」

　田中さんは信じられないといった表情で、目を丸くする。

「そう、明日中に。着任は来週からの予定だったけど、いろいろ仕事がたまっててね。今日から本格的に仕事をするから、よろしく頼むよ。あと、どこか空いている応接室か会議室があったら、今日と明日の二日間使いたいんだが」

　俺はニコッと作り笑いをして、田中さんの反応を待つ。

　二日もあれば、この程度の部屋の片づけなんてできるはず。

「あのう、すみません。これだけの荷物……その……二日では難しいのですが……」

　田中さんが困惑した表情で言葉を濁す。

　どこから手をつけていいかわからず、途方に暮れているといったところか。そんな顔をすれば、男はみんな許してくれると思っているのだろう。

　無理難題を突きつけたわけではないんだが……。俺が一番嫌いなタイプの女。

　心の中で吐き捨てるように呟く。

「無理かな？　田中さんの担当は僕だけみたいだけど。二日じゃあ足りない？　じゃあ、何日あればできる？」

　あえて意地悪く接してみる。

　彼女のようなタイプは、優しくしてもつけ上がるだけだ。時間を与えたところで、この部屋をキレイにはしないだろう。そういう女は今までたくさん見てきて知っている。

「それは……」

　田中さんは言葉に詰まり、黙り込む。見た目通りの使えない女。

　冷ややかな目で彼女を一いち瞥べつして、俺はデスクの上の電話に目を向ける。

「そう。じゃあ、秋月呼んでくれる？」

　俺は無表情で田中さんに言葉を投げて、電話を指差す。使えない女とこれ以上、話をする気はない。時間の無駄だ。

「……秋月さんですか？」

　急に秋月の名前が出てきて驚いたのか、田中さんは目を見開いた。

「そう。社長秘書の秋月沙羅。十時から社長と一緒に役員会議に出なくちゃいけないんだ。早くしてくれるかな？」

　俺は腕時計をトントンと指で叩いて、時間があまりないことを田中さんに伝える。

　俺の顔は笑顔だが、気分を害しているとさすがにわかったのだろう。田中さんは青くなってすぐに電話の受話器を取ると、慌てた様子で秋月を呼び出した。

「秋月さん、田中です。至急、常務室に来てくれませんか？　私ではちょっと……」

　田中さんが気まずそうに言葉を詰まらせる。

『今、役員会議の準備で手が離せないんだけど』

　秋月の声が受話器から微かに聞こえてくる。

「でも、常務も時間がないので至急来てください」

　田中さんの再度の要請に、電話がブチッと切れる音がした。

　秋月はかなりイラ立っているに違いない。

　秘書室が常務室の隣にあるせいか、秋月は田中さんが受話器を置いて一分も経たないうちに、ノックもせずに常務室に飛び込んできた。

「藤堂、どういうつもりよ！　担当秘書くらい大事に扱いなさいよ。私だって忙しいんですからね。あんたの小間使いじゃないのよ！」

　一気にまくし立てた秋月は、疲れたのかゼーハーと肩で大きく息をする。

　走ってきたのか髪が乱れてるし、すごい剣幕だな。

　思わず噴き出しそうになるのを必死でこらえる。

「俺はただ、この部屋を明日までに片づけて、最新のノートパソコン一台とディスプレイを二台手配してくれるように彼女に頼んだだけだよ。大騒ぎする話だと思う？」

　俺は壁にもたれかかりながら、秋月に向かって微笑む。

　俺の言葉に拍ひょう子し抜けしたのか、彼女は脱力した。

「はあ？　それだけ？　田中さん、そんなことで私を呼び出したの？」

　秋月が呆れ顔で田中さんに目をやると、田中さんはばつの悪そうな顔をした。

「秋月、お前ならできるよね？」

　秋月を見据えて、彼女を挑発するように声をかける。

　彼女の答えなんて聞かなくてもわかっている。俺の前では絶対に『できない』なんて言葉は口にしない。

「できるに決まってるでしょ。私を誰だと思ってるのよ」

　秋月は胸を張って答えるが、彼女の顔は引きつっていた。

「さすが、秋月だね。じゃあ、ついでにうちのシェールガス開発プロジェクトの資料も集めておいてくれる？」

　秋月を褒めておいて調子に乗せる。

　うちのシェールガス開発は他社に遅れを取っていて、このまま継続するか、撤退するか判断を迫られている。

　エネルギー関連に強い俺は、さっきその判断を社長に一任された。だが、判断しようにも手元にその材料がない。

　秋月なら社内の事情にも通じているし、資料を集めるくらいわけないだろう。

「お安いご用よ。私に不可能はないわっ……て、そんなのあんたの悪友の渡辺に頼めばいいじゃない！」

　やっぱり、そこはツッコむわけだ。俺のいいように乗せられてはくれないらしい。

　肩を上下させながら声をあげる秋月をじっと見ながら、フッと微笑する。

「誠司は今、イギリスに出張中でね。来週にならないと戻らない。時間がないんだよ。明日、関係者に会うから、今日の夕方までには欲しい」

「明日、関係者に会う？　藤堂が着任するのは来週からって社長から聞いてるわよ」

　俺のセリフに、秋月は首を傾げる。

「いろいろと仕事がたまっててね。来週までのんびりしてる余裕はない。社長ともその件でさっき話をした。で、秋月の力が必要なんだ。秋月は優秀だから、資料作成くらい朝飯前だよね？」

「もちろんよ！」

　キッと挑むような視線で彼女が俺を見る。

　かかった。秋月はこうでなくては。

「あのう……おふたりは知り合いなんですか？」

　蚊か帳やの外にいた田中さんが、遠慮がちに俺たちの間に割って入る。

　おそらく俺と秋月のやり取りに、呆あっ気けに取られたのだろう。常務である俺に対して秋月はタメ口でしゃべっているし、俺たちの関係が気になるのも無理はない。

「そう。知った仲だよ。とてもよくね」

　秋月に向かって意地悪く微笑むと、彼女は苦虫を噛みつぶしたような顔をした。

「その含みのある言い方、やめてくれない？　誤解を招くでしょう？　そこの常務とはただ、高校と大学が一緒だっただけよ。じゃあ、田中さん、あとの細かいことは私が確認するから、役員会議のお茶の準備しておいてくれる？」

　秋月が田中さんのほうを振り向いて指示を出すと、田中さんは唇をギュッと噛みしめながら、「はい」と小声で頷うなずいて部屋を退出した。

「藤堂、初日から面倒かけないでくれる？　こっちはただでさえ忙しいんだから。あんたのせいで、段取りが滅茶苦茶よ」

　ふたりきりになると、秋月が腰に手を当てて、強い口調で俺に抗議する。

「〝面倒〟ね。上司のサポートをするのが秘書の仕事だよね？　担当秘書ができないなら、別の秘書がフォローするのが当然だろう？　それができないなら、なんのために秘書室があるのかな？」

　俺が正論を言うと、秋月は怯ひるんだ。

「うっ……それはそうだけど、そんなことより……あんた変わったんじゃない？　以前は女の子を困らせるようなことは言わなかったのに。田中さん、オロオロしてたわよ。あんたみたいなお金持ち、彼女は大好物なのに」

　俺に反論しても勝てないと思ったのか、秋月は話題を変えてきた。

　大好物と言われても全然嬉しくない。……確かに以前は、女には誰にでも甘かったが今は違う。

　社会に出て、いろいろと経験を積んで変わったんだと思う。アメリカにいた時は〝仕事が恋人〟と言っていいくらい、女性との付き合いはなかったからな。

「仕事に女も男もない。でも、仕事がデキないからって罵ば倒とうはしていないよ」

「あんたは顔が笑ってても、目が怖いのよ」

　ほかのヤツらが口が裂さけても言えないことを、秋月は平気で口にする。

　それでこそ彼女だ。

「見かけだけの女には辟へき易えきしてるんだよ。仕事をしない秘書がそばにいても、邪魔なだけだ。まとわりつかれる前にわからせないとね」

「……あんたって、意外と人間不信よね？　金持ちで顔がいいと苦労するわね」

　秋月が同情の眼差しで俺を見る。

「それは、褒め言葉と受け取っていいのかな？」

　俺が面白そうに笑うと、秋月は興味なさそうに呟いた。

「どうとでも。好きにすれば」

　秋月が不意に俺から視線を逸そらす。

　そうやって俺をまた締め出す気か？　だが、俺はもうお前を逃がしてやるつもりはない。

「投げやりだな。秋月って、大学の時からずっと俺に冷たいし、俺のことを避けてるよね？」

　俺の問いに、秋月は数秒、間を置いてから答える。

「……別に」

「そうかな？　俺に怒ってる時は別だけど、俺を見ようともしない。昨日もそうだった」

　それは、質問ではなく断定。昨日の夜、バーに秋月を連れていった時も、彼女は必死に俺との距離を取って、隙があればすぐに逃げ帰ろうとした。

　俺の言葉が図星なのか、秋月が眉間にシワを寄せて黙り込む。

「どうしてかな？　気になるんだけど」

　秋月にゆっくり近づいて距離を詰めると、彼女は数歩後ずさった。

「ち、ちょっと……。藤堂、近い！」

　壁際に追い込まれた彼女に、逃げ場はない。

「何か理由があるから俺を見ないんだよね。なんでなの？」

　ドンと壁に手をついて秋月を追いつめると、彼女はハッと息を呑のむ。

「……気のせいよ。ほら、早くしないと役員会議が始まるわよ！」

　俺が秋月の顎をすくい上げるように持ち上げると、彼女は顔を歪めた。

「……うまく逃げるね。褒めてあげるよ。でも、大学の時のようにずっと俺を避けられると思ったら、大間違いだよ」

　俺が秋月の唇を親指の腹でゆっくりなぞると、彼女の身体はビクンと震える。驚いたように見開かれた彼女の瞳は揺れていて、もはや動揺を隠せない。

　そう、それでいい。もっと、俺のことを意識すればいい。

「と、藤堂～、人をからかうのもいい加減にしなさいよ！」

　強がってはいるものの、俺が顔を近づけると秋月の声が弱々しくなる。

　この程度のことで怯むとは……男とまともに付き合ったことがないんだな。

　クスッと笑って、乱れた秋月の髪を手て櫛ぐしでさっと整えてやると、彼女は警戒しながら俺を見た。

「秋月、髪が乱れてる。社長秘書ならドタドタ社内を走り回るなよ。ひょっとして、俺がお前にキスするとでも思った？」

　俺がいたずらっぽく微笑むと、秋月は唇を噛んで拳を握りしめる。

「藤ー堂ー、あんたなんかハゲろ！　早く会議に行け～！」

　秋月が顔を真っ赤にしながら、声を張り上げて怒る。

　彼女が腕を振り上げて俺の胸板を叩こうとしたので、すかさず彼女の腕をつかんだ。

「残念ながら、うちの家系にハゲはいないんだよね」

　俺の言葉に、秋月が悔しそうに歯ぎしりする。

「だったら、ハゲるように毎日神に祈ってあげるわよ！」

「そんな暇があったら、早く自分の結婚相手を見つけたら？」

　秋月の痛いところをついて彼女の腕を放すと、彼女は俺に噛みつくように叫んだ。

「うるさい！　あんたには関係ないわよ！」

「そう言ってられるのも、今のうち」

　秋月に聞こえないように小声で呟く。

「は？　なんか言った？」

「いいや、なんでもない。部屋の片づけと資料を頼んだよ。あと、田中さんにも言っておいたけど、念のため、空いてる応接室か会議室があったら、今日と明日の二日間、俺が仕事で使いたいから手配よろしく」

　クスクス声を出して笑いながら、後ろ手を振って部屋を出る。

　秋月がまだ何やら俺の悪態をついているようだが、よく聞こえない。

　懐かしい日常が戻ってきた。秋月には悪いが、彼女をからかうのは楽しい。アメリカにいた頃はずっと張りつめた緊張の中にいたのに、彼女といると自然と身体がほぐれ、その存在に癒やされる。

　秋月への気持ちに気づいた今、彼女を手離す気はない。

「さあて、まだまだこれからだよ」

　そのうち、絶対に俺のことを好きにさせてみせる。そのうちね。

　会議室に向かう間、俺はひとりほくそ笑んだ。

「もう逃げられないよ、秋月」










セクシーすぎる天敵




「沙羅先輩……なんか殺気立ってますね」

　その日の夕方、私の斜め前の席でメールの処理をしていた夏海ちゃんが、私のほうを見て恐る恐る話しかける。

「今日、私の天敵がうちの会社にやってきたせいで、私の仕事量が倍になったのよ。これから毎日あいつと顔を合わせるかと思うと憂ゆう鬱うつだわ」

　――カタカタ、カタカタ、バシャン。

　八つ当たりするように、パソコンのキーボードを力一杯叩く。

　私は今朝、藤堂に頼まれた資料を作りながら、ひとり荒れていた。

　常務室の片づけはまだ全部終わっていないが、それは明日でもいい。優先すべきはこの資料だ。

　ああ～、腹が立つ。まんまと藤堂に乗せられた。これじゃあ、高校時代となんら変わらない。そりゃあね、藤堂の言うように、担当秘書ができなきゃ、別の秘書がフォローするのが当然だけど、ほとんど私に丸投げじゃない。藤堂のヤツ、私を初日からこき使って！

　仕事がなくて暇なのか、私の前の席に座っている田中さんは「明日の天気は雨ですって」とネットの天気予報をのんびり見ながら、優雅にハーブティーを飲んでいる。イラ立たしいこの状況。

　私、あなたの分の仕事までしてるのよ！

　大声で叫んでも、きっと田中さんはなんとも思わない。自分が楽に過ごせれば、他人はどうでもいい……彼女はそういう性格だ。

「沙羅ちゃん、ほらアメでも舐なめて落ち着いて」

　隣の席に座っている佐和子さんが、ふわりと笑ってイチゴミルクのキャンディーを差し出してくれた。

「ありがとうございます」

　笑顔でキャンディーを受け取ると、私は包み紙を開けて口の中に放り込んだ。甘いイチゴの味に心が和む。

「〝天敵〟って常務のことですか？　イケメンだし、優しそうですけど。ほかの部署の女の子たちが早速、藤堂さんのこと噂してましたよ」

　私の表情が和らいだところで、夏海ちゃんが藤堂の話題に触れる。

　そう。今日藤堂がやってきたせいで、社内は大騒ぎ。女子社員に至っては独身貴族のあいつに色めき立っている。

　まあ、無駄にイケメンだし、社長の孫で将来の社長だし、玉の輿を狙う女にとっては恰かっ好こうの獲物だもんね。あんなヤツ、悪い女の餌え食じきにでもなればいいのに……。

「あいつはね、私が学生時代、どんなに頑張っても勝てなかった相手なの。顔は極上でも、すごく腹黒いんだから」

「藤堂常務のほうが何枚も上うわ手てだったってことじゃないですか？　あっ、このネックレスかわいい！」

　ブランド物のアクセサリーでも見ていたのか、田中さんがパソコンの画面を見てはしゃぐ。

　そんな田中さんを睨み、私は〝ちゃんと仕事をしろ〟と無言の圧力をかけた。

　課長が秘書室にいないと彼女はいつもこれだ。仕事があってもなくても、基本的に自分の仕事に責任を持たない。

　だから、いつも秘書室にいる私たちが彼女の仕事をフォローするハメになる。田中さんがクビにならないのが不思議なくらいだ。

　これで彼女とあまり給料が変わらないのだから、やってられない。

「沙羅先輩でも勝てないってことは、よっぽどすごい人なんですね。でも、そんな異性のライバルがいるってうらやましいな。お互い対等じゃないですか」

　目をキラキラと輝かせながら、夏海ちゃんが私を見る。

「対等ね……」

　夏海ちゃんが憧れるような関係では決してない。今日も……あいつの手のひらの上でうまく踊らされた。藤堂は絶対私のことを自分の下僕だって思っているに違いない。

　ああ～、ここに藤堂の顔をしたサンドバッグがあったら、ボコボコにしてやるのに。

「だって先輩のこと、藤堂さんは『秋月』ってすごく親しげにあの美声で呼んでて、信頼してそうだし」

「……信頼？」

　夏海ちゃんの意外な言葉に、目を丸くする。

　藤堂が私を信頼してる？　それは天地がひっくり返ってもあり得ないわ。……単に藤堂が私を女と思わず、遠慮がないからそう見えたんだろう。

「藤堂さんて、沙羅先輩と同級生だったんでしょう？　家柄もいいし、エリートだし、家同士で決められた婚約者っていないんですか？」

　夏海ちゃんの嬉々とした顔。

　やっぱ、どこでも女の子ってこういう話題好きだよね。……婚約者？　はて？

　夏海ちゃんに言われて「う～ん」と考えるが、あいつに婚約者がいるって話は聞いたことがない。

　常に女に囲まれていたけど、特定の相手はいなかった気がする。女なんて使い捨てって感じだったしね。

「さあ？　大学を卒業してからはずっとアメリカにいたし、いないんじゃない？」

　そもそもあいつに結婚する気などあるのか、甚はなはだ疑問だ。一生遊んで暮らしたいタイプじゃないだろうか。『結婚＝棺かん桶おけに片足突っ込む』くらいに考えていそうな気がする。

「じゃあ、私にもチャンスがあるということですね」

　田中さんが企み顔で微笑む。

『チャンス』ってあなた、今朝は藤堂に邪険にされていたじゃない。それなのに、あいつを狙うって……。懲こりないというか……立ち直りの早い女。

　それにしても、あいつ……今朝はなんであんな真似をしたのだろう。からかうにもほどがある。

　非の打ちどころのないモデルのようなキレイな顔、誰をも魅了するあの自信に満ち溢あふれた瞳。藤堂が顔を近づけてきた時、正直キスされるかと思った。

　だって数センチ先にあいつの唇があって……不覚にもすごくドキッとした。思い出しただけで、赤面する。

「ぎゃあ～。ああ～、もうやだ！　思い出しちゃった～！」

　髪の毛をかきむしりながら、ひとり奇声をあげる。

　落ち着け、落ち着くのよ。あの状況なら誰だってドキドキするわ。藤堂なんかに翻ほん弄ろうされてたまるか！　あいつはね、自分の武器の効果的な使い方をよく知ってる、女の敵よ！

「秋月さん、秘書室で変な声出さないでください」

　田中さんが、冷ややかな視線を私に向ける。

「悪かったわね。発狂するくらい忙しいんだから、仕方ないでしょう？」

　誰が常務室のパソコンの手配や、本の片づけをしたと思っているの！　しかも、藤堂の社内ＩＤやメールアドレスの申請、名刺の発注まで私にやらせて……。

「私が暇だって言いたいんですか？」

　田中さんが顔をしかめながら、私をキッと睨む。

　見るからに暇人じゃない。

　私が肯定の意味で無言で彼女を見据えると、彼女は口を尖とがらせた。

「私だって忙しいんですよ！　藤堂さんの歓迎会の準備で。やっぱり藤堂さんにはフレンチかしら？　社長やほかの幹部も出席されるし、豪華にしないと」

　田中さんが、いつの間にかプリントアウトしていたフレンチレストランのコピーを、私たちにヒラヒラと見せる。

　変なとこでやる気見せるな!!　本来の仕事を何もやってないじゃないの！　社会人としての責任とかプライドはないのか！

　藤堂の歓迎会なんて考えただけでもゾッとする。すでに初日から歓迎できない状況に追い込まれているし……。どうせ開くなら送別会にしてほしい。そしたら、終始笑顔で参加してやるわよ。

「どっかその辺のファミレスでも予約しとけば？　藤堂みたいなお坊っちゃんには新鮮でいいかもよ」

　高級な店なんてあいつのほうが知ってるし、意外性で攻めるほうがインパクトがあっていいのよ。

「何バカなことを言ってるんですか？　それじゃあ、私のセンスが疑われます！」

　……すでに無能ということを藤堂に知られてるでしょう。歓迎会くらいであいつがあなたを見直すとは思えないけど。

　私は心の中で冷ややかにツッコんだ。

「胃の中に入れば、なんだって同じよ」

　私は小声でボソッと呟くが、田中さんには聞こえていたらしい。

「藤堂さんの歓迎会ですよ。秋月さんが主役じゃないんですからね」

「まさか今日って、それだけしか仕事してないわけじゃないわよね？　そんなに藤堂がお気に入りなら、常務室に積んであるダンボールの箱を、台車で下の倉庫に運んでおいてくれない？」

　全部、私が空き時間に整理したものだけど、田中さんは結局、『服が汚れる』とか言って、何もしなかったんだよね。

「私、重たい物を運ぶと腰痛めちゃうんです。それに、仕事を受けたのは秋月さんでしょう？　最後まで責任持ってやってください」

　田中さんは私と目を合わせることもなく、つんけんした口調で返す。

　その言葉に呆気に取られた。

　あんたの口から〝責任〟って言葉が出てくるとは思わなかったわ。藤堂の担当はあんたでしょうが。面倒なことは全部私任せで、あんたは歓迎会の準備で点数稼ぎ？　ほんと、いいご身分ですこと。呆れてもう何も言えない。

「田中さん、常務の秘書はあなたなのよ」

　佐和子さんが田中さんを厳しく注意するが、田中さんは佐和子さんを無視した。

　田中さんは短時間勤務の佐和子さんを自分より格下に思っていて、佐和子さんが度々注意しても全く言うことを聞かない。

「みなさん、今週木曜の夜に藤堂さんの歓迎会をやりますから、担当幹部の予定を空けておいてくださいね」

　自己中女はこちらの了承も得ずに、勝手に予定を組んでひとり満足顔。

　社長の予定をスケジュール帳で見た私は、彼女に抗議した。

「木曜の夜は、社長と副社長は会食の予定が入ってるのよ。勝手に決められても困るわ」

「予定を調整するのが秘書の仕事でしょう？　もう終業時間なので私は帰りますね。あまり残業するとお肌によくなくて」

　意地悪く笑って、田中さんはさっさとパソコンの電源を落とし、秘書室を出ていく。

　その姿を見届けると、私はハーッと深いため息をついた。

　もっと常識を知ってほしい。社内のことよりも取引先との予定のほうが大事なのに。しかも社長が常務の予定に合わせるって……会社の上下関係も無視してるじゃない。

　……お気楽でいいわね。毎日、何しに会社に来てるんだか。

　三年前に女王様みたいな怖いお局がいなくなったと思ったら、彼女と入れ違いにこんなワガママ娘がコネで入ってくるんだもん。苦労が絶えないわ。

「田中さんにも困ったものね」

　佐和子さんも席から立ち上がり、いたわるように私の肩をポンと叩く。

「もう、どう教育していいのかわかりません」

　頭を抱えながら弱音を吐く私に、佐和子さんは年長者らしいアドバイスをした。

「気長にやるしかないわね。子育てもそうだけど、根気が必要だわ。私に何か手伝えることある？」

　佐和子さんの気遣いが嬉しくて、私はニコッと笑顔を作った。

「いいえ、大丈夫ですよ」

「本当に？　じゃあ、私はこれで失礼するわね」

　にこやかに手を振る佐和子さんを、私と夏海ちゃんは笑顔で見送った。

　佐和子さんはいつも定時の五時三十分で帰る。保育園に預けているお子さんを迎えに行くため、基本的に残業はしない。仕事がたまっている時は、私か夏海ちゃんが彼女の仕事を引き継いでフォローする。

　働くママってカッコよくて素敵だ。

　私の十年後って……どうなってるんだろう。佐和子さんみたいに、素敵な旦那様とかわいい子供に囲まれた生活をしているのだろうか？

「沙羅先輩、私のほうは仕事終わったんで、何かお手伝いしましょうか？」

　夏海ちゃんがニッコリ笑いながら、優しく声をかけてくる。

　ああ、田中さんに夏海ちゃんの爪つめの垢あかを煎じて飲ませてやりたい。

「ありがと、夏海ちゃん。私のほうも、もうちょっとで終わるから大丈夫よ」

　私も夏海ちゃんを安心させるように穏やかな笑みを返す。

　私が田中さんと喧けん嘩かせずに仕事ができるのは、夏海ちゃんと佐和子さんのおかげだ。

　ふたりがいなかったら、秘書室には怒号が絶えないだろう。

「そうですか？　じゃあ、給湯室の掃除だけして帰りますね」

「助かるわ。私はちょっと常務室見てくるね。戸締まりは私がやるから」

　私はでき上がった資料をメールで藤堂に送ると、椅子から立ち上がって常務室に向かった。

　パソコンは情報セキュリティ部の人にお願いすると、たまたま最新のノートパソコンの在庫があって、役員会議が終わってすぐに藤堂に渡すことができた。

　藤堂は今、下の階にある応接室で仕事中。

　日中、空いた時間に本棚はだいぶ片づけたが、ファイルが入っている一番上の棚はそのまま残しておいたのだ。

　パッと見た感じでは、いろんな書類がごちゃまぜに入っていたし、極秘書類が交じっていては困る。

　田中さんがきちんとファイルして、整理しておいてくれればよかったんだけど、この様子だと完全に前の田崎常務を放置してたわね。田中さんって、お茶出しとスケジュール管理ぐらいしか、やってなかったんじゃないだろうか。

　秘書の出入りが少なかったから、前の田崎常務も顧客情報流すなんて悪いことができたのかも。

　デスクトップは情報セキュリティ部の人に回収してもらったし、ディスプレイも運よく在庫があってすぐに準備できた。あとは書類を整理して、部屋を掃除すれば終わるわね。

「さあて、さっさと片づけますか」

　脚立に上って棚の中のファイルを取っては、パラパラと確認していく。

　案の定、『極秘』『社外秘』などと押印してある書類がいくつもあって、脇にファイルを挟みながらそれらを仕分けしていく。

　作業を始めて二十分くらい経った時、不意に藤堂の声がした。

「パンプスで脚立に上るのは危ないぞ」

「げっ、藤堂！」

　ビックリして声がしたほうを振り向くと、すぐ近くに藤堂の顔があって、フラッとバランスを崩した。

「ギャッ！」

「秋月！」

　持っていたファイルが床に落ち、自分も落ちる。

　床に激突した時の衝撃を覚悟してギュッと目を閉じるが、なぜか痛みはなかった。

　あれ？

　目を開けてみれば、目の前には藤堂のカッコいい顔があって、私は藤堂を下敷きにするようなかたちで、こいつに抱きとめられていた。

「秋月、危ないよ。俺が現れなかったら怪け我がしてた」

　藤堂が私に向かって、柔らかな笑みをこぼす。

　いつもなら『あんたが急に現れるから落ちたのよ！』と、怒って返すところだけど、心臓がドキドキしていて声が出ない。

　な……なんなのよ、これ？　私……藤堂相手に緊張してる？　なんでこいつにドキッとするのよ。ううん、違う。正気に戻れ。脚立から落ちて驚いただけよ。

　でも……この状態からどうやって抜け出せばいいの～!?

　私の身体がすっぽり藤堂の腕の中に収まっていて、私の頭はパニック状態になっていた。

「……秋月、秋月？」

　藤堂が何度か呼びかけるが、私はまだ反応できない。

　なんで藤堂のくせに、胸板こんなに厚いの!?　それに……シトラス系のいい香りがする。藤堂のくせに……藤堂のくせに無駄にフェロモン垂れ流しすぎ!!

　……こいつに近づくのは危険だ。油断するな。

　私の頭の中で警鐘が鳴る。

「秋月、もうちょっと太ったほうがいいんじゃない？」

　藤堂がいたずらっぽく笑って、私の腰をその長い指でスーッとゆっくりなぞる。

　ゾクゾクッと身体が震えて、私は彼の胸に手を当ててパッと起き上がった。

　百メールを全力疾走したあとみたいに、心臓がバクバクいっている。

　ああ、もう鼓こ動どうがうるさい！　鎮まれ、私の心臓！

「余計なお世話よ！」

　顔を真っ赤にしながら叫ぶと、藤堂がククッと肩を震わせて笑う。

「今、ここに誰か入ってきたら、秋月が俺を押し倒しているように見えるだろうね」

「はあ？　誰があんたなんか襲うか！」

　私がこんなに動揺しているのに、藤堂は嫌味なくらい落ち着いていてムカつく。

「秋月、顔、耳まで真っ赤だよ」

　なんでいつもそんなに余裕な顔でいられるのよ！

「う、うるさい！　ちょっと、脚立から落ちて驚いただけよ！」

　藤堂から顔を背そむけて立ち上がろうとすると、彼に左手をつかまれた。

「落ち着いて。転ぶよ」

「充分、落ち着いてるわよ！」

　藤堂の手を振り払って急いで立ち上がると、勢い余ってよろけてしまった。

「ほらほら、慌てすぎ」

　すぐに起き上がった藤堂に支えられ、彼とまた目が合う。

　藤堂の目は笑っていた。

　ああ～、もう悔しい!!

　結局、藤堂に支えられたまま、一緒に立ち上がる。心臓が早鐘を打っていて、こいつにも聞こえてしまいそうだ。

　この心臓、どうにかならないの？　落ち着いて。私らしくない。

　そんな私の動揺を知ってか知らずか、気まずくなって黙る私を見て、藤堂はなぜか話題を変えた。

「秋月、早く仕事終わらせて、飯食べに行くよ。何食べたい？」

「え？」

　私は一緒に行くなんて言ってないんだけど……そう言い返そうとしたが、やめた。

　今日の私はおかしい。きっと仕事しすぎてお腹が空いてるからよ。そう、空腹だからおかしいんだ。

「近おう江み牛のしゃぶしゃぶ」

　藤堂の奢おごりなら遠慮なんてするもんか。

　ムスッとしながら答えたのに、彼はそんな私を見て面白そうに笑った。

「了解。店の指定じゃなくて、肉のブランド指定なんて秋月らしいね」

「文句があるなら、米よね沢ざわ牛でもいいわよ」

　気を取り直して挑戦的な目で藤堂を見ると、こいつは目を細めながら私を見て微笑んだ。

「文句はないよ。さっき秋月に頼んだ資料を確認したけど、よくできてたしね。秋月に頼んでよかった」

「当然よ」

　私は藤堂に向かって、勝ち誇ったような笑みを浮かべる。

　今日、一番聞きたかった言葉かもしれない。自分の仕事ぶりを褒めてもらえるのは、自分自身を認めてもらえるようで嬉しい。

「さあ、早くこのファイル片づけて、しゃぶしゃぶ食べに行くわよ。藤堂も暇なら手伝いなさいよ」

　私の言葉に藤堂が苦笑いする。

「俺をこき使うのって、秋月くらいだよ」

「あんたにだけは言われたくないわ」

　あんたのほうこそ、私を奴隷のようにこき使ってるじゃない！

　バシッと藤堂の胸板を叩いて彼と目を合わせると、お互いニッと笑い合う。

　こういう関係は悪くない。これって夏海ちゃんが言ってた〝対等〟ってやつかな？　久々にワクワクする。

　でも、藤堂がスーツのジャケットを脱いで腕まくりする姿を見て、またドキッとしてしまった。

　……こいつってこんなにセクシーだったっけ？

　書類を整理しながら藤堂を上目遣いにチラッと見ると、目が合った。

「俺の顔に何かついてる？」

　私の心を見透かすように、藤堂がじっと私の目を見て小首を傾げる。

「……なんでもない」

　冷静になれ、相手は藤堂よ。

「空腹で目がおかしくなってるだけ」

　頭を振りながら小声で呟いて、私は仕分け作業に没頭した。










甘～い誘惑




　今日は憂鬱な木曜日。なぜなら、今夜は藤堂の歓迎会で、このあと残業が終わり次第、参加しなきゃいけないから。

　梅雨時なのもあるけど、私の気分はどんよりしている。

　幹部たちと、定時で帰った佐和子さん以外の担当秘書は、すでに仕事を終わらせ、社長室に集まって立食形式でワインを飲みながら談笑中。

　私はというと、乾杯だけ参加して秘書室に戻り、かれこれ一時間ほどひとり残業をしている。

「あ～、終わったら、こっそり帰ろうかな」

『父が危篤で』とか言い訳して歓迎会を欠席しても、藤堂にはすぐに嘘だってバレるし、逃げるに逃げられない。

　それに、てっきり田中さんはフレンチレストランに決めたかと思っていたのに、結局、実家に頼み込んでホテルのケータリングを手配した。

　歓迎会の場所は社長室。歓迎会の準備を誰がしたかといえば、社長秘書であるこの私だ。田中さんは実家にお願いしただけ。

　ワインやシャンパンは一本一万円以上は確実にしているし、出している料理も品数があって豪華だし、会費五千円じゃ足りないでしょ。『どんだけ自分を売り込みたいんだ』とツッコみたくなる。

　お嬢様っていいわね。何かとすぐに実家を頼れるんだから。

　今日も田中さんは、一日『歓迎会の準備が』とか言って、藤堂に言われた仕事を全部私に押しつけてきた。

　社長も『沙羅くん、よろしく頼むね』って笑顔で私に言ってくるし、断れなかったんだよね。ああ～、人に頼られると断れない。私ってつくづく損な性格してるな。

　彼女の言う〝歓迎会の準備〟とは、一体なんなんだって疑問に思ったけど、言い合いになるとひどく疲れるからやめた。歓迎会にずっとは出たくなかったから、ちょうどいい理由ができたし。

　今やっている作業は、全部藤堂から振られた仕事だ。といっても、藤堂から田中さんへ、田中さんから私へと回ってきたものだけど……。

　それにしても、藤堂は何を考えているのだろう。田中さんには、この仕事ができないとわかってて依頼するんだからタチが悪い。最終的に私が仕事をするのをわかっているのだ、あいつは。

　あの策士め。急に決まった来週のアダムス石油ＣＥＯの来訪……その準備だって、全部私にやらせるに違いない。

　藤堂が日本に戻った途端、ジョージ・スコットが来るなんて……。藤堂を連れ戻すのが目的とか？　だとしたら、のしをつけてあいつを差し出すんだけどな。

「一緒にアメリカに連れて帰ってほしい」

　ハァーッと盛大なため息をつく。

　なんか、ため息をつくたびに私の幸せが逃げていくような気がする。藤堂って疫病神だわ。前の社長秘書にいびられた時だって、こんなにため息なんかつかなかったのに……。

　重要来客だけに、手配ミスは絶対に許されないから、田中さんだけには任せておけない。結局、私が全部手配するハメになる。

　関わりたくない相手なのに、確認事項のため、どうしても藤堂と話をしなければいけない。

　田中さんを介したら、正確な情報なんてわからないし……。

　いっそのこと、私が社長と常務の担当と決められてしまえば、仕事がやりやすくなるのだけど……。

　この曖あい昧まいな関係図、どうにかなんないの？　ストレスがたまってしょうがない。あいつは私に、『藤堂も担当する』と言わせたいのだろうか？　何を考えてるのかよくわからない。

「あ～あ、こんなことなら、この間しゃぶしゃぶ食べた時に、もっとお肉を追加注文してやるんだった」

　パソコンの画面を睨みつけながら、自分の肩をトントンと叩く。

　このスケジュール表を見てると、忌々しい藤堂の顔が浮かんでくるのよね。

「あ～、見てるだけでムカつく」

「だったら、今日はもう仕事終わらせたら？　俺の歓迎会なんだから」

「ギャッ！」

　急に肩が重くなったと思ったら、藤堂が私の右肩の上に顎を乗せていて、こいつの低音ボイスが耳元で響いて……驚いた私は危うく椅子から転げ落ちそうになった。

「もう、藤堂！　驚かさないでよ！　あんたは私の背後霊か！」

　拳を握りしめて、藤堂の胸板を思い切りドンと叩く。

　だが、悔しいことにこいつの身体はビクともしない。

　いつの間に秘書室に入ってきたんだ？

　仕事に集中してたし、夏海ちゃんのデスクの上にファイルが積んであってドアが見えにくくなってたから、藤堂が入ってきたことに全く気づかなかった。

「失礼だな。秋月が腹減ってるかと思って、食べ物持ってきたんだけど。全部、俺が食べようかな？」

　藤堂は右手に持っていたトレイを近くにあったテーブルの上に乗せると、私を見て意地悪く微笑む。

　ローストビーフ、サーモンとほうれん草のキッシュ、生ハムのサラダ、サンドイッチ、そして、私の大、大、大好きなザッハトルテが私を甘～く誘う。

「アダムス石油のアジェンダはそれで上出来。明日の朝にもう一度見て、変更があれば知らせるよ。いいの？　これ全部俺が食べちゃって。お前の好きな物ばっかだと思うけど」

　藤堂が私の顔を見てニヤリと笑う。

　そう、確かに全部私の好きな物ばかり。こいつ……人を懐柔するのに、私の嗜し好こうを知り尽くしてるんじゃないだろうか。敵ながら恐るべし。

　だが、藤堂に恨みはあっても、食べ物に恨みはない。

「食べないとは言ってないわよ」

　私は負けじと口角を上げて微笑む。

「なんで素直に『食べたい』って言えないかな？」

「せっかく今日の主役が運んできてくれたんだから、食べてあげるわよ。だから、あんたは戻っていいわよ。主役がここにいちゃマズいでしょう？」

　特に、田中さんにバレたら非常に厄介だ。彼女はそれはそれは張り切って、この歓迎会の準備をしたのだから。といっても、実家にケータリングの手配をしただけだけど……。

　藤堂と一緒にいるのを見られたら、一生恨まれて私の仕事が今以上にやりにくくなる。だから、早く消えてよ。

　藤堂を適当にあしらってトレイの上のローストビーフをフォークで突き刺すと、こいつに突然腕をつかまれた。

「俺をそんな邪険に扱っていいのかな？」

　藤堂の目が妖しく光ったかと思うと、彼はそのまま私の目をじっと見つめながら、自分の口にローストビーフを運ぶ。

　なんか藤堂がやるとエロいんですけど。

「あっ……」

　私のローストビーフが……。

　思わず藤堂のキレイな唇をガン見する。

　呆ぼう然ぜんとしていると、藤堂が肩を震わせて笑った。

「秋月、面白い顔になってるよ」

「……あんたってほんと意地悪よね。食べ物の恨みは怖いわよ」

　恨みがましい目で藤堂を睨みつけるが、こいつは全く動じない。

「秋月限定だから安心して。それにローストビーフはまだあるよ」

『秋月限定』って、何よそれ。全然嬉しくない。

　藤堂が私の手からフォークを奪い、ローストビーフを突き刺して私の口に運ぶと、条件反射で私は口を開けて食べてしまった。

　肉も柔らかくて、オニオンソースも美味しい。

「ほら、ワインも結構いけるよ」

　藤堂からワイングラスを手渡され、促されるままひと口飲む。

「確かに美味しいかも」

「だろ？　だから、仕事はもうおしまい。これ、データ保存してあるよね？」

　藤堂がパソコンの画面を指差す。

「保存してあるけど……」

　私が言葉を濁しながら頷くと、藤堂はさっさとパソコンの電源を落とした。

「何するのよ！　勝手に電源オフにしないで」

「幹部の命令には従うものだよ。そんなに眉間にシワを寄せてたら早く老けるんじゃないか？」

『早く老ける』だあ？　私を怒らせてるあんたがいけないのよ！

「余計なお世話よ！　あんたがいなくなれば、そもそも怒ることもないわ」

　藤堂はムッとする私の口に、今度はザッハトルテを突っ込んでくる。

「ほらほら、すぐに怒らない」

「うぐっ」

　口の中に入った甘くて濃厚なザッハトルテを、ゆっくり咀そ嚼しゃくする。

　ああ、やっぱり甘い物って癒やされる。私ってケーキに目がないのよね。

　藤堂の存在を一瞬忘れ、ささやかな幸せに浸っていると、彼がまたザッハトルテをフォークに刺してニコッと笑った。

「甘い物って落ち着くよね。そういえば、秋月のご両親って元気なの？」

　仕事のことを忘れさせようとしているのか、藤堂が私の両親の話を振る。

「まあね。父親の実家が福井なんだけど、今は祖父を手伝って農業してるわ」

　何度か職を転々としたものの、いい再就職先が見つからなかった父は、私が大学生の時に、母と一緒に福井の実家に戻ることを決意した。

「へえ、福井って自然もあるし、食べ物も美味しいよね」

「小さい頃、よく祖父の家に遊びに行ったけど、素手で蝉せみとかトンボ捕まえてたわよ」

　この時の私は、すでに藤堂の策にハマッているなんて思いもよらなかった。

　藤堂を追い出すことをすっかり忘れ、こいつが私の口に運ぶケーキを堪能する。結局、甘い誘惑に負け、こいつに対する警戒心を解いてしまっていた。

「秋月って結構、野生児だったんだ。ほら、次もいくよ」

　優しく微笑む藤堂に言われるまま口を開くと、突然秘書室のドアが開いて、社長が入ってきた。

「沙羅くん、明日なんだけどね……おっ!!」

　私と藤堂を見て、社長が驚いたのか目を丸くする。

「あっ……」

　社長の登場に、私は口をあんぐり開けたまま固まった。

　マズい、マズいよ。

　この状況……端から見たら、恋人同士がいちゃついてるように見えるだろう。

「お邪魔だったかな？」

　すぐに気を取り直した社長がニコニコ顔で私に微笑むと、藤堂が落ち着いた様子で社長に注意した。

「社長、秘書室に入る時はノックしてくださいよ」

　こら、藤堂、そんなこと社長に言うんじゃなくて、言い訳しなさいよ。あっ、それだと、かえって怪しいか。

　ひとりで自問自答していると、社長が私たちのほうを見て意味ありげに微笑んだ。

「ああ、すまないね。ふたりの邪魔をするつもりはなかったんだ。みんなには内緒にしておくから、安心しなさい。沙羅くん、私は明日は十時フレックスにするから、頼むよ。じゃあ、ごゆっくり」

　ごゆっくり？　……違う!!　やっぱり誤解された！

「社長、待ってください！　そんなんじゃないんです。変な気を遣わないでください！」

　慌てて手を伸ばして社長を呼び止めるが、扉は無常にもバタンと音をたてて閉まる。

　立ち上がって社長を追おうとすると、藤堂に手をつかまれた。

「大丈夫だよ。『みんなには内緒』って社長は言ってただろ？　俺が秋月を餌付けしてたなんてバレないよ」

　藤堂はこの状況を楽しんでいるのか、私にウィンクする。

「そういう問題じゃない！　社長は絶対誤解してる。あんたと私が……」

「俺と秋月がなんだって？」

　藤堂の目が面白そうにキラリと光る。

「あんたと私が……ああ、もういい！」

　私は藤堂の手を思い切り払いのける。

　落ち着け。冷静に考えるんだ。

　社長はみんなに私と藤堂のことを話すかもしれないけど、お酒を飲んでるから、みんなきっと信じないだろう。社長が酔って戯ざれ言ごとを言ってるって思うはず。

　うん、大丈夫、大丈夫。現に恋人じゃないんだから、心配する必要はない。藤堂だって私のことを女とは思っていないし。

　もう考えるのはよそう。これ以上考えると頭痛がするし、料理がマズくなる。

「藤堂、ワインもっとちょうだい！」

　私がグラスをつかんで差し出すと、藤堂は楽しそうにワインを注いだ。

「はい、はい。でも、秋月、飲むのもほどほどにね。注意はしたよ」

「私はもう二十八なのよ。その辺にいる小娘とは違うわ。酒の飲み方くらいわかってるわよ！」

　ワイングラスをグイッとあおり、ゴクゴクと喉のどを鳴らしながら一気に流し込む。

　あっ、このワイン美味しい。さすが、ホテルが用意しただけのことはある。

「ほら、もっと飲む？」

　藤堂に勧められ、グラスを差し出す。

「気が利くわね。もっとちょうだい」

　料理とワインが美味しくて、藤堂に勧められるまま何杯もワインを飲み干す。

　自分の許容量なんてとっくに超えていたのに、食べ物がなくなると口寂しくなって、自分からワインをねだってしまった。

「もっと……」

　酩めい酊てい状態で椅子からフラフラと立ち上がるが、うまく立てなくて、そばにいた藤堂に抱き抱えられる。

「ワイン、もうないの？」

　うつろな目で聞けば、藤堂は小さく首を振った。

「秋月が全部飲んじゃったよ」

　藤堂の面白がっていそうな声が耳に届く。

「じゃあ、もう寝る」

　ぼんやりしたまま、私は目を閉じる。

　早く寝たい。眠くてたまらない。

　すると、何かがふわりと私を包み込んだ。

　……これは抱き枕？　温かいし、気持ちいい。これなら、すぐに寝られそう。

　私はその物体に、腕を絡めて寄りかかる。

「おやすみなさい」

　私は抱き枕に頬ずりする。

「誰が酒の飲み方がわかってるって？　秋月、起きたらお説教だよ」

　そんなセリフが聞こえた気がするけど、睡魔に襲われていた私は状況を理解することなく……深い眠りの底へと落ちていった。










お仕置き［颯介ＳＩＤＥ］




　泥酔して俺の腕の中で眠っている秋月を抱き抱えながら、秘書室にある小さなソファに腰かける。

「これじゃあ、その辺にいる小娘と変わらないな」

　ケーキで簡単に気を許すなよ。

　普段、俺のことを〝天敵〟と言ってるのに、俺の腕の中で眠るって……どういう神経してるんだか。これで俺を警戒してると言えるだろうか？

　再会した日に俺が手を出さなかったから、油断していたのかもしれない。

　秋月とは何度か酒を飲んだことがあるが、今日試しに最後まで飲ませてみて正解だった。

　秋月だって女だ。こんなに隙だらけなら、簡単にほかの男にお持ち帰りされる。目が離せないな。秋月はその辺の男よりなんでもできるから、自分が男に襲われるという危機感がないのだろう。

　多分、男に突然襲われても、自分は勝てると思っているに違いない。

「お前に、もうちょっと警戒心持ってもらわないと困るんだけど？」

　危なっかしくて仕方がない。俺の前ではいい。だが、ほかの男の前では許せない。

　意地悪く秋月の鼻を指で摘まめば、彼女はちょっと苦しそうに「うぐっ」と悶もだえた。

　すぐに指を離して、秋月の額を軽く小突く。

　今までこんな風に男の腕の中で、無防備に眠ったことはあるのだろうか。

　学生時代は秋月に悪い虫がつかないように牽けん制せいしていたし、こいつもバイトで忙しかったせいか、彼氏はいなかった。

　社会人になってからも、秋月が婚活しているという話は聞いていたが、彼氏がいるという噂は耳にしていない。こいつが起きたら問いたださなくては……。

　もの思いにふけりながら、秋月のシルクのようなキレイな黒髪を撫なでていると、突然ドアが開いて田中さんが入ってきた。

「藤堂さん……？」

　田中さんはハッと息を呑んで目を見開いた。

　俺は自分のことを棚に上げて、平然とした口調でたしなめる。

「田中さん、入る時はノックをしないと」

　俺の言葉が耳に入らなかったのか、田中さんは少し青ざめた顔つきで聞いてきた。

「……藤堂さんって……秋月さんと付き合ってるんですか？」

　まあ、この状況を見れば誰でもそう思うだろうな。

「近いうちに、そうなる予定だよ」

　まだ秋月の了承は得ていないけどね。

　口元に笑みをたたえながら答えると、田中さんはその言葉に納得がいかなかったのか、嫌悪感を露あらわにした。

「……なぜ秋月さんなんかと……」

　ここ数日感じていたことだが、やはり田中さんは秋月を敵視しているようだ。

　憎々しげに秋月を見ている。

「その顔、納得いかなそうだね。でも、恋愛って理屈じゃないだろ。俺が君を選べば君は満足するのかな？」

　田中さんをじっと見据えて冷淡に言うと、彼女は気まずそうに俺から目を逸らした。

「それは……」

　図星か。彼女は誰もが自分に夢中になると思っているんだろう。

「でも……秋月さんと藤堂さんじゃ、全然釣り合わないと思います！」

　気を取り直した田中さんが、悔しそうに反論する。

「君の意見は必要としてないよ。俺たちの問題だしね。それに、秋月を蔑むような発言はやめてほしい。秋月は俺にとっては最高の女だよ」

　学生時代からずっと、秋月がコツコツ努力する姿を見てきた。こいつのすごさは俺が一番よく知っている。

　冷ややかな目でそう言うと、田中さんはムキになって言い張った。

「秋月さんじゃなくても、藤堂さんならもっといい女性と付き合えるはずです」

　もっといい女性ね。余計なお世話だ。

「田中さんの言う〝いい女性〟の定義って何かな？　君みたいに家柄がよくて、金持ちのお嬢さんのこと？」

　冷たい口調でハッキリ言うと、田中さんは怯んで言葉に詰まった。

「そういう意味じゃあ……」

「俺は秋月以外の女性は恋愛対象にしていない。彼女以外の女はいらないよ」

　俺は田中さんをまっすぐ見据えながら、ゆっくりと静かに告げる。

　これ以上の口出しはもう許さない。俺が誰を好きになろうと田中さんには関係ない。

　俺の静かな怒りが伝わったのか、田中さんは黙り込んだ。

「秋月より君に先に出会っていたとしても、俺は君のことを好きにはならなかったと思うよ。今の自分に満足してる？　秋月に自分の仕事を全部やってもらって、悔しくない？」

　客観的に見ても、仕事をいい加減にやる田中さんになんら魅力を感じない。

　秋月はいつもキラキラした目で何事にも挑戦しようとするけど、田中さんの目にはそんな輝きはない。

「君はいい男を見つけて、近いうちに寿退社して、それでハッピーエンドになれると思ってるよね？」

「……いけませんか？」

　田中さんが唇を噛みしめながら答えるが、声は弱々しい。

　多分、自分でも気づいているのだろう。今の自分では幸せにはなれないと。

　肩書きと見かけだけの男と薄っぺらい結婚をしても、彼女が満足ならそれでいいが。

「悪いとは言わないけど、男はそんないい加減な女、本気で好きにはならないよ。もし、今の自分が嫌なら俺に教えてほしい。君にピッタリの上司を紹介するよ。残念だけど、今の君では俺の秘書としては力不足なんだ」

　風間物産を継ぐと決めた以上、俺の片腕になるような秘書が欲しい。

「……ピッタリの上司？」

　俺の言葉に驚いたのか、田中さんがパッと顔を上げる。

「俺は冷たい男だけど、そいつは優しいからね。一から君を鍛え直してくれる。君にプライドがあるなら、早く決断すべきだと思うよ。秋月がキレないうちにね。こいつを本気で怒らせると怖いよ」

　すやすやと眠っている秋月の顔を見ながらクスッと笑うと、俺は彼女を抱き上げてソファから立ち上がる。

　田中さんは何か考えるように、じっと秋月を見据えた。

「今日の歓迎会の準備、ありがとう。おかげでいろいろと楽しめたよ」

　秋月がいかに食べ物に弱いかがよくわかったしね。

　優しく微笑んで秋月を抱き上げたまま秘書室を出ると、専務秘書の鈴木さんに出食わした。

　俺たちを見てすごく驚いたのだろう。彼女は目を見開き「あっ」と声をあげた。

「鈴木さん、悪いんだけど、正面玄関にタクシーを呼んでくれないかな？　秋月が酔いつぶれてしまってね。それと、常務室にある僕の荷物を持ってきてくれると、ありがたいんだけど」

　秋月の荷物のことはあえて頼まなかった。彼女が起きた時、そばに荷物があれば、すぐに俺から逃げるかもしれない。

　爽やかな微笑を浮かべてそう頼むと、最初は呆気に取られていた鈴木さんだが、すぐに気を取り直して「はい」と返事をした。そしてタクシーの手配を済ませ、俺のビジネスバッグを持って正面玄関までついてきてくれた。

　秋月をタクシーに乗せると、俺もタクシーに乗り込む。

「鈴木さん、いろいろとありがとう。おかげで助かったよ。また明日」

　目を細めて穏やかに礼を言えば、鈴木さんは目を輝かせながら手を振った。

「沙羅先輩のこと、お願いします。おやすみなさい」

　やけに協力的な鈴木さん。秋月のことをかなり慕っているようだ。

　そういえば高校の時、秋月は女子にも人気があったな。美人で優等生だったし、男前な性格で女子の憧れ的な存在で……バレンタインチョコの数も俺と競ってたっけ。

　懐かしい思い出。あの頃は本当に楽しかった。秋月をやり込めるのが面白かった。

　その秋月は今、俺の腕の中。移動途中で気づいて起きるかと思ったが、気持ちよさそうにすやすや眠っている。

「ほんと、もっと危機感持ったら？」

　半ば呆れるように秋月に向かって呟いて、彼女の頬を軽くつねる。

　お前は俺にお持ち帰りされるんだけどな。そんな無防備でいいのか？

　かわいい彼女の変顔に、クスッと笑みがこぼれた。

　今、秋月を起こして、彼女に住所を聞く気はなかった。彼女にお灸きゅうを据える必要がある。

　三十分ほどタクシーに乗っていると、品しな川がわの自宅マンションに到着した。支払いを済ませて車を降りると、脇にビジネスバッグを挟み、秋月を抱き上げてエレベーターで最上階の三十七階に上がる。

　カードキーを操作し、玄関のドアを開けて中に入ると、秋月を奥にある俺の寝室に運んだ。

　今年完成したこのタワーマンションの俺の部屋は５ＬＤＫで、不動産会社に勤める友人に頼んで手配してもらった物件だ。見晴らしがよくて夜景も気に入っている。遮さえぎる物がないこの開放感がいい。

　寝室も十二畳と広くて快適。キングサイズのベッドはフランスから取り寄せた特注品で、寝心地がよくて疲れを癒やしてくれる。

　秋月のスーツのジャケットを脱がすと、自分のベッドに彼女をそっと寝かせた。そばでネクタイを外しながら、フーッとひと息つくと彼女が身じろぎする。

「……う～ん、暑い」

　梅雨時の湿気でムシムシするのか、寝ぼけている秋月は目を閉じたまま半はん袖そでのブラウスのボタンに手をかけ、ボタンを外しだした。はいていたスカートのフックもパチッと慣れた手つきで外して、あっという間に脱いでしまう。

　自宅にいる時も毎日こんな感じなのだろうか。

「秋月……」

　寝ぼけているとはいえ、男の前でそう簡単に脱ぐな。

　額に手を当て、ハァーッと深いため息をつく。

　だが、秋月の手はまだ止まらなかった。

　俺が呆気に取られているうちに、彼女はキャミソールとストッキングを脱ぎ捨てる。

　キャミソールとストッキングが宙をひらひらと舞って、床にふわりと落ちるのを見て、俺の中で何かがプツンと切れた。

　寝室に散乱する秋月の服。

　このバカなお嬢さん、どうしてくれようか？

「秋月、これはもうお説教ってレベルじゃないね。お仕置きだよ」

　これだけ脱いでも、まだ寝苦しそうに上気する秋月を見ながら苦笑する。

　シミひとつない雪のようにキレイな肌。艶やかな黒髪とのコントラストが美しくて視線を逸らそうとしても、やはり目がいってしまう。

　普段は色気を感じないのに、こうして下着姿になられると十代のガキでもないのにドキッとしてしまう。

「こっちは何もしてないのに、なんで自分から脱ぐかな」

　下着しか身につけていない秋月の姿はすごくキレイで、自分の理性を試されているような気がした。

『襲ってくれ』と誘っているようなものじゃないか。ほかの男ならお前、絶対抱かれてるよ。

　つくづく呆れずにはいられない。

　秋月が脱ぎ散らかした衣服を拾い上げてハンガーにかけると、彼女がいきなり呟いた。

「と、藤堂……水……持ってきな……さい」

　起きたのかと思ったが目を閉じているところを見ると、寝言のようだ。

『どこの女王さまだ？』ってツッコみたくなったが、とりあえず寝室の小型冷蔵庫からペットボトルの水を取り出し、キャップを外す。

「ご所望の水を持ってきたよ」

　悪魔のように微笑んでペットボトルの水を口に含むと、秋月に顔を近づけ、口移しで飲ませる。

　ゴクリと彼女が喉を鳴らすと、俺は口角を上げた。

　今夜は何もするつもりはなかったが、俺を煽あおる秋月がいけない。そう、悪いのは彼女だ。

「藤堂……もっとちょうだーい」

　まだ飲み足りないのか、秋月がワガママな女王のように、偉そうな口調でおねだりする。

「藤堂……もっと」

「貪欲だね」

　もう一度水を口に含んで、今度はゆっくりと秋月に口移しで飲ませる。

　柔らかなその甘い唇。ここでやめようと思ってはいても、もっと秋月が欲しくなる。

「う……ん、藤堂……」

　寝ぼけている秋月の口から俺の名前が出るたび、愛いとおしさが増す。今までこんなに欲しいと思う女はいなかった。そんな自分に改めて驚いてしまう。

　この状況だし、秋月を抱くのは簡単だ。だが、酔った状態の彼女を手に入れても何も嬉しくない。

　俺って本当に、こいつに溺れてるんだな。

「お仕置きだよ」

　秋月のかわいい顔を見つめながら妖艶に微笑んで、彼女の首筋に口づける。

　理性を保ちつつ、名残惜しげに秋月から離れるが、彼女の首筋につけた赤い花を見て、俺はほくそ笑んだ。

「これくらいで今日は我が慢まんしてあげるよ」

　明日の朝が楽しみだ。

　俺のベッドで目覚めた秋月は、きっとショックで発狂するだろう。想像するだけで楽しい。

「このキスマークが消えるまでに、下の名前で呼ばせてみせるよ、沙羅」

　すやすやと、規則正しい寝息をたて始めた秋月に向かって宣言すると、俺は彼女に布ふ団とんをかけて、シャワーを浴びにバスルームに向かった。










厳しい現実




　藤堂と再会してから毎晩、藤堂の夢を見る。

　高校時代の懐かしい……いや、悪夢のような日々。生徒会で藤堂に奴隷のようにこき使われた。あれは悪夢以外の何物でもない。

　世の中には生まれながらに、カリスマ性を持ったヤツがいると私は思う。幸か不幸か、私の身近にも無駄にそのカリスマ性を持った人間がいる。

　それが、藤堂颯介。

　成績は常にトップ。スポーツはなんでもうまくこなし、性格は表向きは優しくて温厚。でも、そのキレイな顔の表情ひとつで、人を操れるという悪魔。

　私が毎日藤堂にこき使われていたのも、結局こいつに逆らえなかったからだ。顔はニコニコしているけど、こいつを本気で怒らせてはいけないと本能でわかっていた。

　笑ってても、目に凄すごみがあって怖いんだよね。

　幼稚園から藤堂とずっと一緒だった同級生の話によれば、藤堂は中学時代、喧嘩を売ってきた不良十名ほどを、たったひとりで叩きのめしたとか。

　その武勇伝を聞いて、冗談だとは思わなかった。あいつは小さい頃から武道をやっていて、かなり強いらしいし。

　藤堂に逆らえばただでは済まない……それがずっと頭にあって、口で文句を言いつつも、私は生徒会の仕事をサボることはなかった。

　高校時代に、実際にあった出来事が頭に蘇よみがえる。




　中間試験が終わった翌日、藤堂に指示されて仕方なく文化祭のプログラムを作っていると、私はうたた寝をしてしまった。

　不意に、書類を丸めたような物でパコーンと頭を叩かれ、ハッと目覚める。すごくいい音がしたが、痛くはない。

　誰だ……と一瞬思ったけど、犯人は決まっている。私を叩く人間なんてヤツしかいない。

『秋月、起きて。これ、今日中に終わらせないと帰れないよ』

　私を見据えながら、悪魔のように微笑む藤堂。

『……なんで私ばっかり』

　目を細めて藤堂を睨みつけながら、私はぼやく。

　試験期間中、連日徹夜したせいか、昨日寮でたっぷり寝たのに、まだ眠くて仕方がない。

　ほかの生徒会メンバーは、さっさと部活動に行ってしまった。

　私もこっそり帰ろうとしたら、隣の席にいた藤堂に『秋月には残ってもらわないと』と悪魔のような顔で言われ、首根っこをつかまれて、教室からこの生徒会室まで連れてこられた。

　なんでよりによって藤堂と同じクラスで、席が隣なのよ。逃げたくても逃げられないじゃない。ああ～、私も帰りたい……。なんでいつも私だけ……。

『ねえ、ほかのメンバーもいないし、今日は生徒会はやめておこうよ。私、試験勉強で徹夜してたから、身体が疲れてるのよ』

『秋月、そんなバカみたいに徹夜して頭に詰め込んだって、俺には絶対に勝てないよ』

　この余裕顔。自分より優れた人間なんていないと思っているのが、腹立たしい。

　藤堂の不敵な笑顔を見て、イラッとした。

　常に自分が一番だなんて思わないでよ！　いつか私があんたを首位の座から引きずり下ろすんだから。

『やってみないとわからないでしょ。最初から諦めてたら、チャンスさえないじゃない』

　私がそう反論すると、藤堂はちょっと驚いた顔をしたけど、すぐに気を取り直して私の頭をクシュクシュッと撫でた。

『いい根性してるね。まあ頑張って』

　なんだ？　今、藤堂の目が一瞬だけ優しくなったように見えたのは、気のせいだろうか。でも、敵にエールを送られても全然嬉しくない。

　膨れっ面でちらりと壁時計に目をやれば、午後七時過ぎ。

　外もいつの間にか暗くなっていて、いつも校庭で練習している野球部も、もう片づけを始めている。

　しまった……藤堂が先生に呼ばれて席を外している間、ずっと眠っていたらしい。一時間も寝てたのか。

『それで、俺が席を外してから全然進んでないみたいだけど。まさかずっと寝てたなんてことはないよね？』

　藤堂がうっすら口角を上げながら、私の目を覗のぞき込む。

　……わかってるなら聞くな。ほんと、性格悪いな。

『悪かったわね。いつの間にか寝落ちしてたのよ。でも、早く帰らないと、寮の食事の時間が終わっちゃうんだけど……』

　お腹が空いてきたし、食べないともたないし、頭が働かない。

『素直に認めるのは潔いけど、それは秋月の問題だよね？　目の前にある仕事は全校生徒の問題なんだけどな。秋月なら優先順位くらいわかるよね？』

　藤堂が嫌味ったらしく言って、ニヤリとする。

　つくづくムカつくヤツ。でも、今は反論する気力もない。あ～、お腹空いた。

『……はいはい、やりますよ。さっさと終わらせればいいんでしょう？』

　仏頂面でパソコンの画面と睨めっこする。

　今日は食事抜きかも。藤堂め、覚えてなさいよ。食べ物の恨みは怖いわよ。

『そういうこと。ちゃんとわかってるじゃないか、偉いよ、秋月』

　藤堂はフッと微笑すると、私の頭をよしよしと撫でる。

『やめてよ！　人のこと、おちょくってるでしょう？』

　私はムッとして藤堂の手を振り払った。

『精一杯、褒めてるよ』

　藤堂が楽しそうにクスッと笑う。

　……『精一杯』って。藤堂め。何様だ。

　心の中で毒づきながら、キーボードをカタカタと叩く。藤堂にいくつかアドバイスをもらい、集中して文化祭のプログラムを作成していると、突然お腹がぎゅるるっと鳴った。

『あっ……』

　慌ててお腹を手で押さえるが、私のお腹は憎らしいくらい大きな音を出して、空腹を訴え続ける。静まれって思うのに、余計にお腹の音は大きくなる。この大きな音、絶対藤堂にも聞かれてる。

　チラリと向かい側の席にいる彼に目を向ければ、彼はじっと私を見ていたのか目が合った。

『秋月ってお腹も正直だね』

　フフッと微笑む藤堂を見て、思わず顔が歪む。

　なんでこいつがいる時に鳴るかな、私のお腹は。

　居心地が悪くなって黙り込むと、藤堂は席を立ち、私の背後に立ってパソコンの画面を覗き込んだ。

『うん、よくできてるし、いいんじゃない？　これ、プリントアウトして今日は終了。明日、印刷業者に俺が渡すよ』

『……了解』

　なんとか仕事を終わらせて藤堂と下校する。

　私のお腹が鳴るたびに肩を震わせて笑いをこらえる藤堂。

　こいつ……一発殴なぐってやりたい。

　藤堂相手だと羞しゅう恥ちよりも、殺意を覚えてしまう。

　隣の敷地にある寮に向かおうとすると、藤堂に『こっち』と腕をつかまれた。首を傾げながらこいつを見上げれば、彼は数メートル先にある黒塗りの高級車を指差した。

『少し付き合ってよ』

　藤堂が笑みを浮かべながら、私の顔を見る。

　この笑顔……何か企んでそうで怖いんですけど……。『少し』って車でどこまで行くつもりだ？　拉ら致ち、監禁とかされないよね？

『寮の門限の時間が迫ってるけど……』

　私が返事を渋っていると、藤堂が私の手を引いて歩きだした。

『大丈夫だよ。寮には連絡を入れておいた』

　藤堂は平然とした様子で答えるが、こいつの突飛な行動を不審に思い、私は立ち止まった。

　何か裏があるんじゃないだろうか？　一体何企んでるの、こいつ？

『ねえ、藤堂、どこ行くの？』

　訝しげな顔で聞けば、藤堂はフッと意味ありげに微笑む。

『いいとこ』

　半ば藤堂に引きずられるように手を引かれ、こいつに促されるままふたりで後部座席に乗り込むと、行き先をあらかじめ知らせてあったのか、運転手さんが車を発進させた。

　金持ちってすごいな。これって、藤堂家の車だよね。

　そんなことを考えながら五分くらい乗車していると、車は有名なハンバーガーのチェーン店の前で停車した。

『なんでこんなところに連れてきたの？』

　ファストフードなんて藤堂のイメージからかけ離れていて、こいつの目的がよくわからない。

　私が戸と惑まどいを隠せずにいると、藤堂が私を安心させるかのように、私の頭にポンと手を置いた。

『お腹空いただろ？　寮の食事の時間は過ぎたし、奢るよ』

　藤堂が私に向かって優しく微笑む。

『奢る』というこいつのセリフに自然と顔がニヤける。

　高級なイタリアンとかフレンチの店に連れてこられたら、かなり引いたかもしれないが、ファストフードは食べ慣れてるし、これなら藤堂の負担を気にせず遠慮なく食べられる。

　ああ～、今日は藤堂に後光が射して見えるよ。藤堂、結構いいヤツじゃん。

　ルンルン気分でハンバーガー屋に入り、デザートまで注文。ハンバーガーとポテトをあっという間に平らげ、最後のデザートを手に取る。

　デザートは新作のラズベリーソースのかかったレアチーズケーキ。至福のひとときだ。

「ああ～、すごく美味しい！　藤堂、もう一個デザート食べていい？」

　満面の笑みで藤堂に聞くと、こいつから意外な答えが返ってきた。

「……秋月、もうそろそろ起きないと会社に遅刻するよ」

　会社……？　遅刻……？

「……でも、ケーキもっと食べたい」

「朝食にケーキはないんじゃない？」

　クスッと藤堂が笑う。

　朝食って何？　今、夕飯食べてるのに……。

「早く起きないと、俺が秋月を食べちゃうかもよ」

　耳元で不穏なセリフを吐く藤堂の声がしたかと思ったら、首にふさふさした毛のような物が当たって何かがペロリと私の鎖骨を舐める。




　うっすら目を開けたら、藤堂の憎たらしいほどイケメンな顔があり、ビックリした私は「ギャー！」と声をあげて飛び起きた。

「な、な、な、なんで藤堂がいるの！」

　私は震える手で藤堂を指差す。

　一体何が起こった？　なんで藤堂と一緒のベッドで寝てるわけ～！

「秋月、叫ばないの。俺の鼓膜、破れるかと思った」

　普段と何も変わらぬクールな顔でゆっくり上体を起こすと、藤堂は私を注意する。

　こいつは上半身裸だった。

「そ、そんなことはどうでもいい！　な、な、なんであんたと同じベッドにいるの！」

　私は上半身裸の藤堂を正視できず、目を逸らす。

　お化けに会ったとしても、こんなに驚かないと思う。全身鳥肌が立ってるんですけど……って、なんで私ブラしかつけてないわけ？

　自分の身体を見て、一気に青ざめる。

　じゃあ、下は？

　ハッとして布団の下を覗けば、下もショーツ一枚で私は絶句する。

　私はまだ悪夢を見ているのだろうか？　今度は頭がガンガンしてきた。

　なんで？　どうして？

　考えても頭の中は真っ白というか、心臓がバクバクしてきて考える余裕もない。

「秋月、昨日はかわいかったよ」

　藤堂が私の耳元で面白そうに囁ささやく。

　その声に驚いた私は、咄とっ嗟さに藤堂から離れようとしたけど、こいつに腕をつかまれて組み敷かれた。

「藤堂？」

　呟いた声が震える。突然の藤堂の行動に、うろたえた私は目を見張った。

　密着する身体。お互いの肌の感触と熱が伝わる。

『昨日はかわいかったよ』ってどういうことよ！　私……藤堂と寝たってこと？

　頭の中はすごく混乱していた。

「秋月、そんな細い腕じゃ俺から逃げられないよ。今日はお互い会社を休んで昨日の続きする？」

　藤堂は目を細めてニヤリとしながら、私を見下ろす。

「昨日の続きって？」

　……私やらかしちゃったの？

　そう問いかけてハッと息を呑むと、藤堂は意地悪く微笑んだ。

「あんなに楽しい夜を過ごしたのに、覚えてないの？」

　楽しい夜？

　藤堂の言葉に、背中にスーッと嫌な汗が流れる。

　それってやっぱり……藤堂としちゃったってこと？

　昨日の夜は……藤堂の歓迎会で……私は秘書室で仕事してて……藤堂が食べ物を持ってきて……ワインを飲んで……それから……？　あれ？　それからどうした？

　秘書室を自分で出た記憶もないんだけど、この状況……本当に藤堂に抱かれたってこと？

「……冗談だよね？」

　この状況を認めたくなくて、真実を知る藤堂を探るように見つめてしまう。

「覚えてないんだ？」

　藤堂に挑発するような口調で言われ、思わず嘘を言ってしまった。

「お、覚えてるわよ！」

　ほんとは全く記憶がないけど……。一体何がどうなってるの～!?

　頭の中でいくら考えても、昨日のことをハッキリと思い出せない。

「ふ～ん。そうなんだ。じゃあ、話が早い」

　藤堂の目がキラリと光る。

　すごく嫌な予感がした。

「早いって何が？」

「男として責任取るから、秋月は何も心配しなくていいよ」

「責任？」

　藤堂のセリフに呆然となる。

　私……初めてなのに、こいつに捧げちゃったの!?

　藤堂の話に頭がついていけない。

　待って……冷静に考えなくては。落ち着くんだ。どういう状況でこうなった？

　昨日は藤堂にワインを勧められて……多分そのまま酔いつぶれて……。でも、藤堂はそんなにワインを飲んでいなかったし、酔っていなかった気がする。

　だとすると、藤堂に服を脱がされて襲われた？　でも……こいつは私を女として見てないはずじゃない？　なんでなの？　ああ～、わからない。一体、何がどうなってるの～？

　もし本当に藤堂と寝てしまったのなら、ショックで立ち直れない。こんなかたちで知らない間に初めてを失うなんて……。まともに恋愛をしたことがなくて、ずっと大事に取っておいたのに。

　しかもその相手が天敵の藤堂ってことは、かなりマズい。私が全く経験ないってのがバレちゃうじゃない。きっと、いい歳して処女ってバカにされる。

　こんな状況に追い込んだ藤堂のことは憎いけど、ここで怒ったら私が男に慣れてないって言ってるようなもんだ。藤堂にだけは絶対にバレたくない。一生こいつに笑われるなんて嫌だ。

　ここは経験豊富な女のフリをするんだ。藤堂に処女だって悟られるな。

「な、何バカなこと言ってるのよ。私だって大人の女よ。たったひと晩一緒に過ごしたくらいで、大げさにしないでよ」

　私は気丈にもそう言ってプイッと藤堂から顔を背けたが、こいつに顎をつかまれ、無理やり目を合わせられた。

　藤堂の目がすごく怖い。こいつ……怒ってる？

「大人の女ね？　その大人な女の秋月は、いつもこんな風に男にお持ち帰りされるわけ？」

　責めるような口調。冷ややかなその眼差しに怯みそうになる。

「そんなわけないでしょう！」

　こんな状況、初めてで困ってるんだから。でも、藤堂には弱味を見せたくない。私のプライドだけでも守るのよ。

　声を荒らげて否定すると、藤堂は急に真しん摯しな目で告げた。

「お前は無防備すぎるんだよ。男の前で酔いつぶれるのが、どんなに危険なことかこれでわかったよね？」

「自分の身くらい自分で――」

『守れるわよ！』と言おうとしたその時、藤堂の顔が近づいてきて、私の耳たぶをカプッと甘噛みした。

　ギャギャー！

　身体を震わせ、心の中で声にならない悲鳴をあげる。

「どの口が言うかな？　この状況でよくそんなことが言えるね」

　藤堂が私の瞳を捕らえながら妖艶に微笑むけど、言葉がいつもと違って刺々しい。

「なんで怒ってるのよ!?」

　藤堂を睨みつけると、私は声を張り上げた。

「お前が危機感なさすぎだからだよ。もっと自分が女だって自覚したら？　今、俺の腕から逃れることもできないだろ？　昨日の夜のことなんて、ほんとは覚えてないんじゃないか？」

　図星を指されてギクッとなるも、藤堂に処女を奪われた怒りのほうが強かった。

　なんで私があんたにお説教されなきゃいけないのよ？

　こっちは大事にとっておいた処女を、よりによってあんたに捧げたのよ。ああ～、もう泣きたい。人生最悪だ。悔しくて涙が込み上げそうになる。

　私は恨みがましい目で藤堂を見た。

「その目は何？」

　私を見て、藤堂は冷ややかに返す。

「なんでもない！」

　私は涙目でツンとそっぽを向いて、泣きそうになるのをぐっとこらえた。

　本当は藤堂に何か投げつけてやりたい気分だけど、酔いつぶれた愚かな自分にも腹が立つ。

　なんてバカなことしちゃったんだろう。

「そう？　じゃあ、お互い楽しんだってことでいいんだよね？　今日はこのままベッドで過ごそう。まだ抱き足りない」

　藤堂が私の耳元で、背筋がゾクッとするくらいセクシーな声で囁いて、私の鎖骨にチュッと軽く口づける。

　ビクッと甘いしびれが私を襲い、私は思わず「ギャッ！」と声をあげた。

　な、な、何すんのよ～！

　心臓がドキドキしている。

　こいつ、私を心臓発作で殺す気？

「秋月、もっと色気のある声出してくれない？　萎なえるんだけど」

　藤堂は楽しげな目で、呑のん気きにもそんな言葉を吐く。

「……ふ、ふざけるな～！　会社に遅れるから、いい加減どいて！」

　顔を真っ赤にして、藤堂の胸板を思い切りドンと叩く。

「残念。もっとお前の身体を堪能したかったのにな」

　藤堂は口元に笑みを浮かべ、私からゆっくり離れて乱れた髪をかき上げると、ボクサーパンツ一枚という出で立ちで、ベッドから起き上がった。

　何げない仕草にドキッとする。

　それに……均整の取れたキレイな身体。右肩に深い傷があるのが気になるけど、それがあるからよりセクシーに見えてしまう。

　これ以上正視しては、自分の頭がおかしくなりそうな気がして、慌てて視線を逸らす。そして布団を身体に巻きつけると、自分もベッドから起き上がった。

　胸のドキドキが止まらない。

　静まれ、心臓。気が動転していては藤堂の思うツボだ。

　ああ～、もう自分の失態のことなんか考えたくない！　現実逃避したい。そういえば、今何時なの？　ヤバい……会社行かないと。

　頭の中がグチャグチャで窮地に追い込まれているのに、仕事という現実も迫ってくる。

　時間が気になり、部屋の中を見回して時計を探すと、壁にシックなブラウンの時計がかかっていて、七時十分を指していた。

　私は社長が早く出社するから、いつも八時十五分には出勤している。今日は社長は十時出社って言ってたけど……一旦家に戻って着替えてたら、始業時間の九時出勤も怪しくない？

　ここって一体どこなのだろう？　部屋には藤堂と五十代くらいの男性が肩を抱き合って笑っている写真があるし……藤堂の家？　でも、さすがに実家じゃないわよね？　実家に女を連れ込むとは思えない。

「ところで……藤堂、ここはどこ？　私の荷物は？」

「ここは俺の家。秋月の荷物は全部会社」

　藤堂が私の顔を見て、ブラックな笑みを浮かべる。

　ゲッ!!　私の手元には何もない。この辺りの地理もわからないし、お金もスマホもなくてどうやって家に帰る？

　マズい……マズいよ、この状況。

「秋月、甘い夜の代償って大きいよね。その賢い頭で何を必死に考えてるのかな？」

　藤堂が悪魔のような顔で私の考えを見透かしたように、じっと見つめてくる。

　ここはプライドを捨てて仕事を優先に考えよう。そう、まずは仕事だ。

「……藤堂常務、お金……貸してくれませんか？」

　私は顔を歪めながら、藤堂に頭を下げる。

「この状況で常務って呼ぶなんておかしくないか？　やり直し」

　意地悪な目で藤堂がダメ出しをする。

「『やり直し』って何よ！　この悪魔！」

　カッとなって藤堂を罵ののしると、こいつは勝ち誇ったような顔で衝撃的な言葉を吐く。

「お前、ハッキリ言って男性経験ないよね？」

　藤堂のセリフに、私の身体がカチンと瞬間冷凍したように固くなる。

　やっぱりバレた？　いや、こいつはカマをかけてるだけかも。誰が認めるか！

「私を誰だと思ってるのよ。私と寝た男なんてゴマンといるわよ」

　腰に手を当てて「ホホホッ」と高笑いするが、身体に巻きつけた布団がずり落ちて下着姿が藤堂の目にさらされた。

「あっ……」

　自分でもかなり間抜けな声が出たと思う。

　慌てて布団をつかもうとすると、藤堂がすかさず私に近づいて私の手をつかんだ。

「何を隠す必要がある？　男性経験豊富にしては、言葉はどもるし、かなり動揺してないか？」

「うるさい！　私は恥じらいのある女なの！」

　精一杯虚勢を張るが、テンパッていて自分でも何を言っているのか、わからなくなってきた。

「恥じらいね。昨日の夜は、自分から服を脱いで俺を誘ったのにな」

　藤堂は私の胸元を人差し指でスーッとなぞりながら、私の耳元で楽しげに囁く。

　身体がゾクゾクッとした。

　この感覚は何？

「ち、ちょっとやめてよ、藤堂」

　か細い声で呟いて、私は藤堂から離れようとこいつの胸に手を当てる。

　もう、一体なんなの？

　私が自分から服を脱いで藤堂を誘った？　嘘だよね？

　藤堂が投下した爆弾に、戸惑いを隠せない。

「こんなにキレイなんだから隠す必要なんてない。それに、俺はもうお前のすべてを知ってるんだから」

　藤堂は私の身体をガン見すると、私を包み込むようにそっと抱きしめた。

「沙羅」

　藤堂は私の下の名前を呼んで、熱い眼差しで私を見つめてきた。

『沙羅』……その呼び方……その声、なんとなく覚えている。

　藤堂は身を屈かがめると、私の思考力を奪うような甘美なキスを私の唇に落とした。

　胸がトクンと高鳴る。私を甘い目め眩まいが襲い、抗あらがうことなんてできなかった。

「……藤堂？」

　頭がボーッとしてきて、うつろな目で藤堂を見つめる。その柔らかな唇も……この肌の温もりも……私の身体が覚えている。

　やっぱり……藤堂に処女を捧げたのだろうか？

「……嘘……だ」

　認めたくない。絶対に認めない。

　震える声で自分の身体の記憶を否定するも、私の声は虚しく響くだけ。藤堂に抱かれたショックなのか、それとも二日酔いのせいなのか、頭痛がさらにひどくなる。

「何が嘘なの？　シャワー、一緒に浴びる？」

　私の唇を愛おしげになぞりながら、藤堂はクスリと笑って私の瞳を覗き込む。

　ショックで私は言葉を発することができず、力なく頭を振った。

「それは、残念。シャワー浴びてくる」

　藤堂は動揺している私を見て面白そうに笑うと、意外にあっさり私を解放してバスルームへと消えた。

　ひとり部屋に残された私は、ヘナヘナと床にくずおれ、頭を抱える。

　なんて取り返しのつかないことしちゃったの！　過去に戻れるものなら戻りたい。

　いまだに信じられない。あいつに肌をさらしたかと思うと気がおかしくなりそう。

　しかも藤堂は『責任取る』って言ったのよ。それって結婚してやるってこと？　冗談じゃない！　なんで藤堂は私を抱いたの？　あいつ……一体何企んでるのよ。おまけに……あんな恋人にするようなキスを私なんかにして。

　さっきのキスを思い出すと胸がキュンとなって、思わず人差し指で唇に触れた。

　待て待て～。なんで私が藤堂にときめくのよ。血迷うな！　相手はあの藤堂なのよ。もう頭がおかしくなりそう。

「あ～、やっぱり藤堂と寝ちゃったの？」

　私は髪をかきむしりながら、ひとり発狂した。










今日は厄日か？




「沙羅先輩、大丈夫ですか？　頭痛ひどいようなら、有休取ってもよかったのに」

　夏海ちゃんが心配そうに私に声をかけ、ハーブティーの入ったマグカップを差し出してくれた。

　いつもならハーブティーのいい香りに癒やされるところだけど、今日の私にはそんな余裕はない。

　二日酔いの頭痛もひどいけど、それよりもあの藤堂とひと晩過ごしたショックのほうが、もっと頭を痛めている。

　男と寝たのがショックで会社を休むなんて、私のプライドが許さなくて出勤したけど、本当は休んでこの混乱した頭の中を整理したかった。

　まだ信じられない。私があいつと寝たなんて……。

　女にモテモテのあいつが私に手を出すなんて、魔が差したとしか思えない。私は酔いつぶれてたかもしれないけど、藤堂も相当酔っていたんだろうか？

　それに、なんであんなキスなんかしたのよ。しかも、どうやら今朝のが初めてじゃない。悲しいけど、あいつと何度もキスしたことを、私の身体が覚えてる。

　あの時どうして抵抗できなかったんだろう？　あいつに翻弄されっ放しじゃない。藤堂はいつもと全く変わらない様子なのに、これって……経験値の差なんだろうか？　ああ～、いくら考えても全然わからない。

「二日酔いで重役出勤って、たいしたご身分ですね」

　メールを見ていた田中さんが、眉をひそめながら私を見てチクリ。

　……なんか姑しゅうとめみたいな子ね。でも、言い返せないのが悔しい。

　今日は結局、始業時間に間に合わなくて、藤堂にノートパソコンを借りて夏海ちゃんにメールを打って、十時フレックスにしちゃったんだよね。みんな私の昨日の失態を、どこまで知っているんだろう。

　自分の記憶がないのが悔やまれる。

　夏海ちゃんにそっと聞きたいけど、佐和子さんと田中さんがずっと秘書室にいて聞くに聞けないし……。

　私って……今思えば昔からケーキに弱かったんだよなあ。ああ～、しばらくケーキとお酒は控えよう。

　ハーッとため息をつくと、気分を変えるために髪をバレッタでひとつにまとめた。

「沙羅ちゃん、体調悪いなら、早退してもいいのよ。顔色悪いわ」

　隣で郵便物の仕分けをしていた佐和子さんが、心配そうに私の顔を覗き込む。

「大丈夫です、このくらい」

　私は咄嗟に笑顔を作ってごまかした。

　藤堂と寝てすごく反省してるんです、なんて口が裂けても佐和子さんには言えない。

「沙羅ちゃんは頑張りすぎなのよ。たまには頼ってね」

　私をいたわる佐和子さんの言葉に、良心が痛む。

　佐和子さん、すみません。具合が悪いわけじゃないんです。私が愚かなせいで、こんなことになっちゃって……。ああ、もう！　私のバカ、バカ！

　昨夜の失態を取り消せたらどんなにいいだろう。

　今朝は、藤堂がシャワーを浴びて終わりではなかった。私の不運はあれからまだ続いたのだ。
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　藤堂がシャワーを浴びている間、私はハンガーにキレイにかけてあった自分の服に気づいて、素早く着替えた。

「あ～、このまま逃げ帰りたい」

　アパートの鍵かぎは郵便受けに隠してあるから、バッグがなくても家に入れるけど、電車賃がない。

　私って……ほんと救いようがないよね。

　昨日の自分に反省して、正座をしてじっと待つこと十分。藤堂がスーツ姿で現れた。

　常に完璧なその出で立ち。藤堂の姿は映画のワンシーンのようにキレイで、悔しいけど見とれてしまう。

　それに比べて今日の私は、ちょっとシワになった昨日と同じスーツ。藤堂に立ち向かう力が半減しそうだ。

「家まで送ってく」

　車のキーを掲げながら、藤堂がニヤリとする。

「……藤堂まで遅刻させたら申し訳ないし、多分電車のほうが早いから、ほんとにお金貸してくれれば……」

　一刻も早く藤堂から離れたくて、いろいろ言い訳しながら必死にお願いする。

　いつもの私らしくないけど、強気に出れば事態は余計悪化するに違いない。なぜなら藤堂は、この状況を楽しんでいる節があるから。

「変な遠慮しない。ひと晩一緒に過ごした仲だよね？」

　ニヤニヤ笑って、人の弱点を徹底的に攻撃してくる嫌なヤツ。こいつなら一生言い続けそうだ。

　遠慮なんかしていない。送らなくていいから、早くお金貸してよ！

　これ以上反論できない私の腕をつかみ、藤堂はマンションの地下駐車場に私を連れていく。

　藤堂の車は、黒のクーペタイプの高級ドイツ車だった。

　きっと数千万はするんだろうな。

　大企業の重役で、品川の高級マンションにひとり暮らしで、高級車も持ってて……ほんと持ってるヤツは、嫌味なくらいなんでも持ってるわね。

　藤堂が助手席のドアを開けると、私は無言で車に乗り込み、シートベルトを締める。高級レザーシートは革のいいにおいがした。

　藤堂は運転席に座ってシートベルトを締めると、私のほうをチラリと見た。

「で、家はどこ？　荷物は会社だけど、家の鍵はあるの？」

「鍵は大丈夫。最寄り駅で降ろしてくれない？　家にまで送ってもらうなんて申し訳ないし……その……あと、お金貸してくれる？」

　私はできるだけ低姿勢で藤堂にお願いする。

「往生際が悪いよ」

　藤堂にギロッと睨まれて、私は渋々住所を伝えた。

　それから藤堂が車を発進させ、一時間くらい経って中なか野の坂さか上うえのアパートの前に到着。

　築三十五年の二階建て木造アパート。

　今にも崩れそうなこのアパートを見て、藤堂は信じられないといった様子で目を見張る。

「ほんとにここなのか？」

「そうよ。あんたの高級マンションに比べればそりゃあ古いけど、家賃は格安だしレトロな感じでいいでしょう？」

　私は彼に向かってにこやかに答えた。

「〝レトロ〟じゃなくて、これは〝ボロい〟って言うんだよ。うちの給料、そんなに安くないはずだけど……。ああ、そうか。そのブランド物のスーツを買うために、住居費ケチッてるんだ」

　私に向けられる藤堂の冷ややかな視線。

　チッ、自分の給料をどう使おうが私の勝手でしょ！

「それは……」

　福井に住んでいる両親に毎月仕送りしているからだけど、それをこいつに言うつもりはない。貧乏だって思われるのは嫌だ。

　言い訳を考えていると、藤堂は刺々しい口調で言った。

「そんな見栄張ったって、いい男は捕まらないよ。大体そんな見せかけで勝負しようだなんて、お前らしくない。前にも言ったけど、俺に挑む時みたいに、いつも素の自分でいれば？　そんなお前がいいって言うもの好きが、地球上にひとりはいるかもよ」

　こいつの毒舌に思わずムッとする。

　金持ちの家に生まれて、何不自由なく暮らしてきたあんたに何がわかる？

「あんたに迷惑かけてないでしょう！　送ってくれてありがと！　会社には電車で出勤するから」

　私は腹を立ててかたちだけの礼を言うと、シートベルトを外してさっさと車から降りる。

　すると、なぜか藤堂も車を降りて私についてきた。

　ああ、もう、ウザいわね、こいつ。

「ねえ、ほんとにいいってば。コーヒーとか出す暇ないし」

　時間がないんだから、さっさと帰ってほしい。それに、ひとりになって落ち着きたいのよ！　お願いだから帰って！　空気くらい読めるでしょう？　察してよ！

「コーヒーはいらない。本当に人が住めるか気になるんだよね」

　こいつ……殴ってやりたい!!　興味本位でついてくるな。

　貧乏人をバカにして、私の部屋を見て笑い飛ばす気？

「もう勝手にすれば！」

　キレぎみにそう言って、郵便受けの蓋ふたの裏に張りつけてある鍵を、慣れた手つきで取る。

　すると藤堂の表情がなぜか険しくなった。

　そんな彼を放っておいて、私は一階にある自分の部屋まですたすたと歩き、鍵を開ける。

　なんだろう？

　背後から身体が凍りつきそうなほど、冷たい冷気が漂ってくるような……。空気が肌にチクチク突き刺さるんですけど。

　後ろにいる藤堂を振り返るのが怖い。怒っているような気がする。

「お前って、もう少ししっかりしてると思ってたけど、意外とバカだったんだね」

　藤堂が私を押しのけて、私の許可も得ずに先に部屋に上がり込む。

　私は顔をしかめて小声でぼやいた。

「いいとこの坊っちゃんなんだから、『お邪魔します』くらい言え」

　最近、仕事が忙しくてただ寝るだけの部屋になっているから、散らかってはいないけど、藤堂に上がられるのは嫌だ。

　とてもじゃないが、セレブに見せられる部屋ではない。藤堂のあのマンションを見てしまったあとなら、なおさらだ。

　品川の高級タワーマンションの最上階なんて、一体家賃どんだけするのよ！　庶民の私に喧嘩売ってるでしょ！

　藤堂の家と比べたら、私の家って家畜小屋に見えるかも。だって、六畳ひと間だし、あいつの家の玄関ほどの広さしかないんだもん。

「お風呂がないみたいだけど、どうなってるの？」

　険しい表情で部屋の周囲を見回すと、藤堂は目を細めて私をじっと見つめる。

　見回すといっても１Ｋの部屋で、入ってすぐにキッチンとトイレがあって、その奥に六畳の和室があるだけだから一瞬で終わるのだけど……。

「お風呂はないけど、共同のシャワーブースがアパートの隣にあるわよ。何か文句ある？　庶民の暮らしなんてこんなもんよ」

　開き直って言えば、藤堂は絶句した。

　まあ、金持ちのボンボンには信じられないかもしれないけど、みんながみんな藤堂みたいな高級マンションに住めるとは限らないんだから。こういう世界もあるって知りなさい。

　藤堂を見据えれば、こいつは何を思ったか突然、私の右頬をつねった。

「うぐっ!!　と、とうどう……いたい。なに……すんの！」

「お前って……救いようがないバカだな」

　藤堂は呆れた口調で呟いて、私の頬をつかむ指にさらに力を入れる。

「もう、とうどう……いたい……」

『バカ』って何よ、『バカ』って。それに、私は父親にだってつねられたことないんだからね。

「秋月には〝自分が女〟だって自覚がないんだと、本当によくわかった。こんな台風で吹き飛びそうなアパートの一階……しかもシャワーが共同？　変質者に襲われても文句言えないよ」

　藤堂が住むわけじゃないのに、なんでこんなにネチネチ言われなきゃならないの。

「もう六年も住んでるけど、襲われたことなんてないわよ」

　得意げに言い返せば、藤堂は私の頬を放して、鋭い眼光で睨みつけてくる。

「運がよかっただけだよ。そこにあるスーツケースに当座の服と必要な物を詰めて」

「はあ？　なんでよ？」

　なんであんたにそんな命令されなきゃいけないんだ。

「ここに、これ以上住まわせるわけにはいかない」

　住まわせるわけにはいかないって……何様よ！

　第一、貯金がなくて引っ越せないから、ここを出たら〝家なき子〟になっちゃうじゃない。

　福井にいる両親にだって余計な心配はかけたくない。今までバレないように、仕事が忙しいとか理由をつけて、上京させないようにしてきたんだから。

　両親は、私がこんなアパートに住んでいることを知らないのだ。

「藤堂が住むわけじゃないんだから、いいじゃない。あんたに迷惑かけてないわよ」

　口を尖らせて反論すれば、こいつは腕組みして怖い目で私を見据えた。

「俺に心配かけるのがわからないのか？」

　静かな怒りに燃えるその双そう眸ぼう。

　藤堂のイラ立ち、怒りが、私にひしひしと伝わってくる。

　キレイなヤツが怒ると凄みが増す。

　でも……なんで怒るのよ！　わけがわからない。いくらひと晩一緒に寝たからって、恋人じゃないのに……。

「あんたがそこまで心配する必要はないわよ。私生活にまで干渉しないで。あんたには関係ない」

　あえて一緒に寝た話には触れず、壁を作って彼を遠ざけようと試みる。

「時間がないし、シャワー浴びたいの。もう帰って」

　藤堂から目を逸らし、スーツのジャケットを脱ぐ。

　視界からこいつを追い出せば、少しは落ち着けるかと思ったけど、こいつはそれを許さなかった。

　氷のような冷たい目で、藤堂は私の両手をつかんで壁際に追い込む。

「と、藤堂……離してよ」

　藤堂にこうされてしまうと、いつもの調子が出ない。必死に振りほどこうとしても、こいつの力が強くてできない。こういう時は男女の力の差を思い知らされる。

　なんで私にかまうのよ！

　藤堂の厳しい目が再び私を捕らえる。

「『関係ない』だって？　秋月が妊娠してる可能性があるのに？」

　え？……今、なんて言った？　『妊娠』って言った？

　脳天を撃ち抜かれたかのような強い衝撃が走る。

　こいつとひと晩過ごした事実に、すでにまいっていた私に、とどめを刺す言葉。

「男と女が一緒に寝れば、その結果がどうなるかなんて秋月にもわかるよね？」

「……冗談……だよね？」

　思うように口から言葉が出ない。藤堂のセリフに動揺して私の瞳は揺れた。

　お願い！　『ちょっとからかっただけ』って言ってよ！

「この顔が冗談言ってるように見えるか？　秋月が荷物をまとめないなら、俺がまとめるけどいいのかな？」

　私の手を離すと、藤堂が厳しい表情で睨む。

　こいつの後半の言葉はもう耳に入ってこなかった。

　私が……妊娠してるかもって……嘘でしょう？

　藤堂の爆弾発言がショックで、近くにあったベッドにへたり込むと、藤堂は悪魔のような目で私に告げる。

「部屋は余ってるから、俺の家に泊まればいい」

　言葉遣いは優しいが、この目で言っている時は命令だ。私の反論は許されない。

　突然落ちてきた深刻な事実に、私の頭の中は真っ白になった。

　それから藤堂に言われるまま荷物をスーツケースに詰め、シャワーを素早く浴びて、一緒に出勤。

　もし、ふたりで出勤しているところを、ほかの社員に見られたらどうなるかなんて、考える余裕もなかった。藤堂とは一切しゃべらず、無言のまま秘書室に逃げ込んだ。
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　今さらだけど、私……本当に……本当にあいつとしちゃったんだろうか？

　二十八にもなるのに、私にはそっちの経験が全くない。実際経験するとどうなるの？

　学生時代は勉強にしか興味がなかったし、社会人になってからは仕事が忙しくて、婚活はしてても恋人なんてできなかった。私には恋愛方面の知識が欠如してる。

　友人に聞こうにも、学生時代に仲のよかった親友は結婚して海外にいるから、気軽に相談できない。電話やメールで相談できる話題じゃないし……。

　藤堂は昨夜の私をどう思ったんだろう？　あいつって経験豊富そうだし、私が処女ってバレたかな？

　すごく気になるけど、まさかそんなことを聞けるはずがない。私の立場がますます悪くなってナメられる。

　考え事をしながらメールを処理していると、なぜか斜め前の席にいる夏海ちゃんからチャットが入った。

【沙羅先輩、首筋にキスマークついてます!!】

　ギョッとした私は、慌てて机の上の鏡を見た。

　げげ……キスマークって……この首筋の赤いのだよね？　もう、なんで次から次へと、こんな厄介事が起きるかな！

　藤堂のヤツ、今日会社あるのになんてことしてくれたのよ！　まだ顔に落書きされたほうがマシだ。絶対、私が困るのわかっててやってるよね、あの悪魔は。

　バレッタを取って髪を広げ、何事もなかったかのようにキスマークを隠す。

　どうか田中さんにはバレていませんように。

【夏海ちゃん、ありがとう～】

　夏海ちゃんに返事をすれば、彼女からまたすぐにチャットが返ってきた。

【相手は藤堂さんですよね？　お昼休みにじっくりお話聞かせてくださいね】

　チラリと夏海ちゃんに目をやれば、期待の眼差しで笑っている。

　なんで相手が藤堂だって知ってるの？　今朝、藤堂と一緒なのを見られた？　それとも、昨日の夜に見られた？

　……そんなガールズトーク的な楽しい話じゃないんだよ、夏海ちゃん。私は人生最大の危機に陥ってしまって……ああ、全部夢だったらよかったのに……。

　頭を抱えていると、私の内線が鳴った。

「はい、秘書課、秋月です」

『受付の河こう野のです。受付のほうにジェイクさんという外国の方が、秋月さんを訪ねてきてるんですけど……』

　ジェイク……？　外国人の知り合いなんていないんだけど……。

「わかりました。とりあえず、そちらに行きます」

　受話器を下ろして席を立つと、私は秘書の三人に声をかけた。

「すみません。受付に誰かが来てるみたいで、席外します」

　三人の返事を聞かずに、秘書室を出て一階に向かう。

　受付には、三十五歳くらいの両サイドを短く刈り上げた金髪の男性がいて、私に気づくと頬を緩めた。

　……どうやら、向こうは私のことを知っているらしい。

　それにしてもデカッ！　身長百九十センチくらいありそう。藤堂よりも背が高い。

　彫りが深くて筋肉質で、アクション映画に出てきそうなイケメンだ。でも……ジーンズに、『風林火山』と書いてあるＴシャツを着てて……かなり怪しいんですけど。

　顔に作り笑顔を貼りつけて彼に近づくと、彼は嬉しそうに流りゅう暢ちょうな日本語で挨拶してきた。

「君が秋月だね？　黒髪キレイだし、やっぱ大和やまと撫なでし子こっていいなあ。俺はジェイク・カーター」

　ジェイク・カーター……。その名前なら知っている。来週、うちの会社に来訪するアダムス石油のメンバーのひとりだ。

　でも、チャラそう。よく言えばフレンドリー？　なんで今日……私服で来たの？　日程変わったなんて藤堂から聞いてないし。しかも、私を訪ねてって……。

「秋月です。初めまして」

　顔が引きつりそうになるのをこらえて軽く握手をするが、彼はなかなか手を離してくれない。

「あのう……」

　早く手を離しなさいよ。

「休暇がてら予定より早く来日したんだけど、ちょっと付き合ってくれよ」

　ちょっと付き合えだあ？　私はコンパニオンじゃないわよ。なんなの、この男！

「……でしたら、担当の者をすぐに呼びますから。藤堂を訪ねて見えたんですよね？」

　誰がこんな怪しいヤツの相手をするか！　藤堂の客なんだから、藤堂が相手をすればいいのよ！

　ポケットからスマホを取り出して藤堂にかけようとすると、彼に素早くスマホを奪われた。

「颯介ちゃん呼んだんじゃあ、意味ないんだよな」

　私から奪ったスマホを掲げながら、彼が意地悪そうにニタリと笑う。

　なんなの、こいつ？　『颯介ちゃん』ってやけに藤堂と親しげだし。

「返していただけませんか？　あと、手も離してください」

　声をあげて怒りたいのを我慢して、キッと彼を睨みつける。

「俺に付き合ってくれたら返してやるよ。俺のことは〝ジェイク〟でいい」

　ジェイクが私の手を強引に引くが、私は彼に抵抗して立ち止まった。

「待ってください。私は付き合うなんて言ってませんよ！」

「いいから、いいから」

　ジェイクは正面玄関前まで私を引きずるようにして歩いて、停車しているタクシーに無理やり私を乗せると、自分も乗り込んだ。

「これって誘ゆう拐かいよ！　何考えてるの！」

　声をあげて抗議すると、ジェイクは白い歯を見せながらニコッと笑った。

「客をもてなすのは秘書の仕事だよな？」

　お前なんか、客じゃない！　なんなのよ、今日は。厄日か？

　やらなきゃいけない仕事があるのに、ほっぽり出して行けるかあ！　私にはね、社長秘書としてのプライドと責任があるのよ。

　全部……全部藤堂のせいだ！　死ぬまで呪ってやる。

　私はジェイクの顔を横目で睨みながら、胸の中で悪態をついた。
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「……以上の点から、シェールガス・プロジェクトは中止します」

　秋月にまとめてもらった資料をパラパラと見ながら、俺は役員会議で決定事項を伝える。

　ほかの役員も今の状況がわかっているのか、異議を唱える者は誰もいない。

　社長や専務も俺の決定に賛成だった。

　うちのシェールガス・プロジェクトは、他社に三年ほど遅れを取っている。関係者にも話を聞いたが、このまま資金を投入したところで巻き返しができるとは考えられない。撤退するという、勇気ある決断をすべき時期だったと思う。

　議題が会計報告に移り、俺は経理部長の話を聞きながら、手元の会計報告資料を眺める。

　だが気を抜くと、さっきまで一緒にいた秋月のことを考えてしまう。本当の意味で一緒には寝なかったけど、好きな女が隣にいて、朝目覚めるのは気分がいい。

　これが一生続いたら……どんなにいいだろう。退屈しない毎日。俺の前でコロコロ表情を変える秋月をからかって……笑って……。

　しばらく様子を見てから手に入れようと思っていたが、人間って欲が出てしまうものだな。俺も例外ではない。

　秋月はどこまで俺の話を信じただろう？

　会社に向かう車中で、ずっと無言だった彼女。恋愛偏差値は低そうだし、相当ショックを受けていたように思える。

　あの動揺ぶり。冷静に考えれば身体を重ねていないことぐらいわかると思ったが、俺が隣に寝ていたことで、かなり混乱したのだろう。

　それにしても、秋月があんなボロアパートに住んでいたのは驚きだった。

　セキュリティが甘いのにもほどがある。女ならもっと気にしろよって言わずにはいられなかった。しかも、鍵をポストに隠すって……頭はいいくせに危機感ゼロだろ。休日だったら、一時間は説教していたかもしれない。

　だが、逆に俺にとっては好都合だった。ショックで判断力の鈍った秋月をうまく言いくるめて、俺の家に来させることになったのだから。

　二時間の長い会議が終わり、席を立つと、社長であるじいさんがニヤニヤしながら意味ありげな視線を俺に向けてきた。

「なんですか？」

　冷ややかな目で聞けば、じいさんの目がいたずらっぽく輝く。

「お前、会議中ずっと沙羅くんのことを考えてただろ？　顔がニヤニヤしてたぞ」

「ニヤニヤしてるのは、社長のほうでしょう？　鏡を見たらどうですか？」

　澄まし顔で俺は話を逸らす。

「お前、そう言って話をごまかす気だろう？　昨日はいつの間にか沙羅くんといなくなったが、ちゃんと彼女を自宅まで送ったのか？」

　しつこいじいさんだな。正直言ってうっとうしい。

　心の中で悪態をついて、じいさんに向かってニコッと作り笑いをする。

「送りましたよ」

　今朝ですけどね。

　昨夜の話をいちいちじいさんに報告する義務はないし、余計な邪魔はされたくない。

「いいか。沙羅くんは今までの女みたいに使い捨てにするなよ」

　俺の言葉を信じていないのか、じいさんは眉をひそめる。

　まったく年寄りというヤツは……俺ももう大人なのだから、放っておいてほしい。

　フーッとため息が出る。

　俺の私生活の何を知っているというのだろう。勝手に決めつけて、いらぬお節介を焼いてくれるなよ。

「今までの俺の女のことなんか、知らないでしょう？　もう大人なんですから、静観しててくれませんか？」

「だがなあ……」

　干渉したくて仕方がないって顔をしている。いたずらしたくてうずうずしている子供みたいだな。

「俺の子供、抱きたいんですよね？　何度も言いますが、余計なことはしないでください」

「うむむ……」

　じいさんがしょんぼりした顔になる。

　ここまで言えば、しばらく干渉はしないだろう。

「秋月の話はもう終わりです。社長はこれから応接室で、熊くま田だ造船の社長と会食でしょう？」

「ああ、わかったよ。じじいは邪魔ってことだな」

「わかってるじゃないですか」

　クスッと笑ってじいさんと一緒に会議室を出ると、俺はまっすぐ秘書室に向かう。

　ノックをして秘書室のドアを開けると、そこに秋月の姿はなかった。

　来客の準備だろうか？

　俺に気づいた田中さんが、笑顔で声をかけてくる。

「あっ、藤堂さん、何かご用ですか？」

「秋月に来週のアダムス石油来訪の件で、確認したいことがあったんだけど」

　俺が秋月の名前を出すと、田中さんは顔をしかめた。

「秋月さんなら、一時間前に受付に行ったまま戻ってきてません」

「受付って来客？」

「よくわかりません。すぐに戻れないなら連絡くれてもいいのに。無責任ですよね」

　俺に同意を求めるように田中さんが俺を見上げる。

　だが、俺は彼女の言葉に頷けなかった。

　無責任……。それこそ、秋月とはほど遠い言葉だ。

　あいつなら必ず連絡くらい入れるだろう。社長はこれから来客らしいし、なんの連絡もなしに戻らないとは考えられない。

　顎に手を当てて考えていると、ポケットの中のスマホがブルブルと震えた。

　スマホを取り出して見てみると、ジェイクからメールが一件。確認すると、写真が添付されていた。

「……なんで秋月が？」

　犯人はこいつか。

　添付写真は秋月がどこかの日本庭園で抹まっ茶ちゃを飲んでいる姿で、思わず目を見張った。

　そして、憎たらしい文面が俺の目に入ってくる。

【姫は俺が預かった。悔しかったら取り返しに来い】

　あいつ……勝手なことを……。

　思わず唇をギュッと噛みしめる。

　ジェイクは元同僚。アダムス石油で働いていた時に、何かと俺をライバル視して絡んできたヤツだ。歳は俺より三つ上。頭はわりといいが、俺とは対照的にいつも感情で動く熱血野郎。

　ジェイクは子供の頃に日本のアニメを見て、日本が好きになったらしい。大人になった今では戦国武将と日本庭園が好きで、朝食にはいつも納豆ご飯と味み噌そ汁しるを食べるという変わり者。そして、無類の女好き。

　来週、うちの会社に来訪するメンバーのひとりだが、なぜ今日現れて、秋月を連れ回しているのか。

　俺と秋月の関わりについて、ジェイクは知っていた。学生時代のことを何度か話したことがあるし、そのたびに秋月のことに触れていたと思う。

　今回の来訪の件で、秋月からアダムス石油のほうに何度かメールをしていたから、ジェイクは差出人が俺の話していた秋月だと気づいたのだろう。

　俺に対する嫌がらせか？　それとも、秋月に興味を持ったか？

　いずれにせよ、放っておくわけにはいかない。一応、俺が呼んだ客でもあるし……。

「藤堂さん、秋月さんに何かありました？」

「……ああ、ちょっとね。面倒なヤツに捕まったらしい」

「面倒なヤツ？」

　田中さんは、俺の言葉に首を傾げる。

「アダムス石油の元同僚が、予定より早く来日したらしい。田中さん、悪いけど午後の予定を全部キャンセルしてくれる？」

「……全部ですか？」

　俺の依頼に田中さんが渋い顔をする。

　まあ、午後は予定が詰まってたし、リスケするのは面倒だろうな。

「大変だから、秋月が戻ってから彼女にやらせてもいいよ」

　田中さんを気遣ってそう言うと、彼女はキッと俺の顔を見上げた。

　多分、彼女のプライドが傷ついたのだろう。だが、彼女にとってはいい方向に向かったと思う。

「秋月さんのこと、信頼してるんですね。でも、私がやります」

　俺を睨みつけるようなその視線。秋月の名前を出されて悔しいのだろう。

「そう。悪いけど頼むよ。何かあれば俺のスマホに連絡して」

　秋月への対抗意識でも、やる気になるのはいいことだ。

　俺は田中さんに優しく微笑むと、秘書室をあとにし、地下の駐車場に向かう。

　秋月がジェイクに何もされてなければいいが……。

　廊下を歩きながらスマホで秋月に電話をかけると、四回目のコールで相手が出た。

　……が、その相手は秋月ではなかった。

　英語を話す聞き慣れた男の声。

『やあ、颯介ちゃん、久しぶり』

　ジェイクの愉快そうな声を聞いて、思わず顔をしかめる。普段なら無言で電話を切るところだが、今回はそういうわけにもいかない。

　秋月のスマホにこいつが出るって……。電話まで取り上げて、本当の誘拐犯じゃないか。悪ふざけしすぎだ。

「おいたが過ぎるんじゃないか？　どういうつもりだ？」

　冷たい口調で問いただすと、電話の向こうでジェイクがフッと笑った。

『やあ、相変わらずクールだねえ、颯介ちゃん。俺が女だったら、確実にお前に惚ほれてるな』

　ジェイクがいつもの調子で茶化してくる。

　相手にしないでいると、余計絡んでくるから本当に面倒臭い。

「気持ち悪いからやめてくれないか。で、秋月に何もしてないだろうな？」

『やっぱり好きな女は心配か？』

　冷やかすようなジェイクの口調に、カチンとくる。

「就業時間中にお前に拉致されたんだ。心配にもなるさ」

『拉致って大げさだな。少し付き合ってもらってるだけじゃねえか』

「どうせ秋月を、無理やりお前の暇つぶしに付き合わせたんだろ？　それって一種の拷ごう問もんだよ。この日本庭園オタク！」

　俺は冷淡にジェイクを罵る。

『〝オタク〟って言うな。お前も日本人なら、日本庭園の素晴らしさを理解しろ』

「理解してるよ。でも、お前みたいに家の中に日本庭園の模型作る趣味は、持ち合わせていない。それより、秋月を電話に出してくれる？」

　こいつと話していても埒らちが明かない。

『やーだね。悔しかったら、俺たちを探しに来い。見事見つけられたら、大事な姫を返してやるよ』

　ジェイクは楽しげに笑って俺を挑発する。

『やーだね』って小学生のガキか。相変わらず精神年齢が低いな。

　心の中でツッコむが、ここでこいつのペースにハマッてキレたら、それこそこいつの思うツボだ。

「お前は俺を怒らせたいんだ？」

　俺はジェイクを見下すように嘲あざ笑わらう。

『違うな。お前が焦る姿が見たいんだよ。沙羅ちゃんていったっけ、日本人は肌もキレイでいいなあ。俺がいただいちゃおうかなあ？　味見するくらい、いいだろ？』

　ジェイクは『ハハッ』と声をあげて笑う。

「お前と女を共有する趣味はないよ」

『颯介ちゃんのい・け・ず』

　ジェイクは囁くように言ってチュッとリップ音をたてると、電話をブチッと切った。

「気持ち悪……」

　ゾクゾクッと寒気がし、顔が歪んだ。スマホには恨みはないが、睨みつけずにはいられない。持っていたスマホを投げ捨てたい衝動にかられた。

　あの日本オタクめ！

　探しに来いとジェイクは言ったが、探す必要もない。あいつが行きそうな場所は、見当がついている。

「ジェイク、お前がもし秋月に手を出したら、生まれてきたことを後悔するくらいの苦痛を死ぬまで与えてやるよ」

　今、目の前にいないジェイクに向かって俺は残酷に告げた。










魔王降臨




　都内で有名な日本庭園をはしごって……こいつ……どんだけ日本庭園が好きなの？

　フンフンと楽しそうに鼻歌を歌っているジェイクを、横目で睨みつける。

　途中何度か隙を突いて逃げ出そうとしたけど、逃げたらスマホを壊すと脅され、仕方なくこいつと一緒にいる。

　そのスマホ、高かったんだから。壊したら承知しないわよ。

　さっき蕎そ麦ば屋で昼食をとっていたら、ジェイクがジーンズのポケットからおもむろに私のスマホを取り出し、ニタッと笑って電話に出た。

　その表情から、電話をかけてきたのは藤堂だってわかったけど、ふたりの会話の内容が意味不明だった。

　英語が聞き取れなかったわけじゃない。

　藤堂の声は微かに聞こえるくらいで、話してた内容まではわからなかった。

『好きな女』とか、『姫』とか、『俺がいただいちゃおう』とか……ジェイクが私の顔を見て、ニヤニヤしながら話していたのが気になる。

　会話の内容やジェイクの表情からすると、こいつはどうやら私が藤堂の女だと誤解しているらしい。なんの根拠があってそう思い込んでるかは謎だけど。

　本気なのか冗談なのかわからないが……私をいただくって……なんなのよ。何が『味見するくらい、いいだろ？』だ！　私は食べ物じゃないっての！

　私がこいつに逆らえないのは、スマホの件で脅されているからだけじゃない。ジェイクは……なんだか藤堂と同じにおいがする。たまに凄みのある目をする時があるのよね。図ずう体たいがデカいわりに動作が素早くて、逃げようとしてもすぐに捕まるし。豪快に笑うヤツだけど……なんか不気味だ。

　電話の途中、声をあげて助けを呼ぼうとしたけど、その前に片手で口を塞ふさがれた。結局、私は藤堂とひと言も話せないまま、通話を終えられてしまった。

　最後に日本語で『颯介ちゃんのい・け・ず』って言ったのには笑えたけど。

　この男、私の腰に手をやるフリしてお尻を触ってきたから、女好きだって思ったんだけど……実は両刀なの？　で、藤堂とは恋人同士とか？　わああ～。ＢＬの世界じゃないの？　それで、私と藤堂の仲を誤解して妬やいてるとか？

　だって、藤堂は顔整ってるし、立ち居振る舞いもキレイだし、そっち系の人にも人気だと思う。身近にそんな人間がいないからよくわからないけど……。

　藤堂がこいつに食べられればいいのよ！　私を会社に戻してくれれば、喜んで藤堂を差し出してやるわ！

　お昼に蕎麦を食べたら会社に戻れるかと思ったのに、この調子だといつ解放されるのかわからない。仕事中に急にいなくなって、みんなに迷惑かけてるだろうし、心配されてるかもしれない。とにかく連絡だけでも取りたいけど、どうしたらいいんだろう。私がこんなヤツに連れ回されてるなんて、秘書室のみんなは知らないし……。

　ハーッと深いため息が出る。

「……藤堂と再会してから、私の運気って確実に下がってるよね」

　私はタクシーの中でボソッとぼやく。

　タクシーがまた別の日本庭園の前に停車すると、ジェイクに腕をつかまれて強引に降ろされた。

　このバカ力!!

「痛いわよ！　もっと優しくできないの!?　それに、また庭園なわけ？」

　私はジェイクをキッと睨みつけながら声を荒らげる。

　最初はアダムス石油の人だから我慢してたけど、これだけ連れ回されて好き放題されると、もう怒りを抑え切れない。

「そんなに庭が好きなら、ひとりで楽しめばいいじゃない。私を巻き込むな！」

「まあまあ、怒るとそのキレイな顔が早く老けるぞ」

　ジェイクが私の肩をポンポンと叩くが、力が強すぎてズキンと痛みが走る。

「……痛い。もう、力を加減できないの!?」

　私はじとっとジェイクを睨んで毒づくが、当の本人は私の分まで入園料を払い、早速、池の周りを散策して上機嫌。

「いやあ、都会のオアシスだよなあ。癒やされる」

　庭園内の木々を楽しげに眺めながら、ジェイクが呟く。

　こいつはかなりご満悦だが、私の気分は最悪だ。

　確かに園内は木々がたくさんあるし、小さな橋もあって趣があるけど、日本庭園なんてひとつ見れば充分。

　そして何より、このいやらしい手が邪魔！

　私の腰に回しているジェイクの手を、思い切りつねりながら罵った。

「このスケベ！」

　こいつ、私をエスコートしてるんじゃない。また、お尻を触る気だ。これは、痴漢よ、痴漢。不快でしょうがない。この女の敵め。触るなら藤堂にしとけっての。それなら私は文句言わない。

「うっ、いてっ！　沙羅ちゃんはじゃじゃ馬だなあ」

　ジェイクが「ガハハッ」と豪快に笑う。

『ガハハッ』じゃない！

「人のお尻まで触っておいて、平気な顔をするな！」

　来週の来客ということは一旦忘れることにして、私は人目もはばからず怒鳴る。

「いやあ、沙羅ちゃんみたいに元気な子は新鮮でいいなあ。ほら、あのアジサイを見てみろよ。青紫色がキレイで、まるで沙羅ちゃんみたいじゃないか」

　いまだに大声で笑いながら、ジェイクが近くのアジサイを指差す。

『わあ、素敵ね』なんて乙女なセリフを私が言うと思ったら、大間違いだ。

「こら、このスケベ男！　話をごまかすな！」

　つねっても私の腰から手を離さないので、私は思い切りヒールのかかとでジェイクの足を踏みつける。

「いでっ！」

　今度は効いたのだろう。七センチのピンヒールで勢いつけて踏みつけたんだもん。図体デカくても痛いわよね。

　ジェイクが身を屈めて痛みをこらえる姿を見て、少し気が晴れた。

「いい気味よ」

「……沙羅ちゃんって容赦ないんだな。でも、そこも魅力的」

　私の顔を見てジェイクがニヤリとする。

　彼の言葉に総毛立つ。

　あ～、気持ち悪い。こいつはマゾか！　この男、なんとかならないの？　スマホは諦めて、近くの交番でお金を借りて会社に戻ろうか？

　社長の来客だってあるのに、こんなところまで連れてこられて……ほんと大迷惑だ。社長の来客には、佐和子さんや夏海ちゃんが気を利かせて対応してくれただろうか？

「ねえ、なんで私なの？　女の子と歩きたいなら、私じゃなくてもその辺の女の子をナンパすればいいでしょう？」

　日本語だって流暢だし……。

「理由ねえ、それは颯介ちゃんが沙羅ちゃんを気に入ってるからだ」

「……気に入ってる？」

　からかうオモチャとしてちょうどいいからでは？

　私は心の中でツッコんで、首を傾げる。

　やっぱりジェイクは勘違いしている。

「ねえ、誤解してるようだけど、藤堂と私は恋人なんかじゃないわよ。同じ会社で働いてるだけ。私を連れ回したって、藤堂は痛くもかゆくもないわ」

　昨日の私の失態にはあえて触れないでおく。言うとややこしくなるし。妊娠うんぬんの話は今は忘れよう。

「それはどうかな？」

　ジェイクの目の色が急に変わる。

「颯介はなあ、トップに立つために生まれてきたようなヤツだ。俺がどんなに頑張っても、ヤツのようにはなれないんだ。普段、冷静沈着で自分のことは滅多に話さない男だが、秋月ってヤツのことだけは、目を輝かせながらそれはそれは嬉しそうに語る」

　私がいないところで、藤堂はなんの話をしたのだろう？　私がいつも勝てなかったのを嘲笑っていたんじゃないだろうか？

「藤堂のヤツ、私のことをけなしてたんでしょう？」

　私が嫌そうに顔をしかめると、ジェイクは頭を振った。

「いいや。俺が認める唯一のライバルだ、って颯介は自慢げに言ってたぞ。俺は風間物産とメールのやり取りをするまで、てっきり秋月ってヤツのことを男だと思ってた。だが……女だった」

　ジェイクの目がキラッと妖しく光る。

「女で悪かったわね」

　私が口を尖らせると、ジェイクはフッと微笑した。

「悪いとは言ってない。女だから逆に興味を持った。颯介は俺がどんなに美人の女をあてがっても、適当にあしらって相手にしない。女に興味がないかと思ったが、沙羅ちゃんは特別なんだな」

「……特別って言われても、全然嬉しくないんだけど」

　私をオモチャのようにして、もてあそんでるだけなんだから。

「藤堂は沙羅ちゃんに惚れてる」

　ジェイクは私の目を見て、ハッキリと告げる。

「はは……まさか」

　私は苦笑して否定しながらも、藤堂に再会してからのあいつの行動を考える。

　仕事だけじゃなくて、私の私生活にまで干渉し始めた藤堂。

　いくら私のアパートがボロいからって、自分のマンションに住まわせようと思う？

　妊娠の可能性があったって、男なら知らん顔することだってできる。なのに……あいつ……楽しそうに責任取るとか言ってなかったっけ？　藤堂が何を考えてるのかわからない。でも……。

「ジェイクと藤堂って恋人なんでしょう？」

　私の言葉に、ジェイクが一瞬目を丸くして黙り込む。だが次の瞬間、こいつは私の肩をバシバシ叩いて大爆笑した。

「ジェイク、痛い！」

　私は叩かれた肩を手で押さえながら、顔をしかめた。

　肩の骨が砕けそう。外国人って、もっと女の子を大事に扱うんじゃなかったっけ？

「あり得ねえ。颯介が女にならない限り、百パーセントあり得ねえ」

「え？　そうなの？　あはは……」

　私はジェイクから目を外し、笑ってごまかす。

　なんだ、私の勘違いか。ＢＬの世界を想像してごめんなさい。でも、本当だったらよかったのに……。

「藤堂の仕事ぶりには惚れるがな。抱くなら女がいいに決まってる」

　ジェイクが私をいやらしい目で見て、ニヤリとする。

　げげっ！

　危険を感じた時には、ジェイクが身を屈めて私に迫ってきて……。

「いやあー!!」

　私は大声で叫びながらジェイクの腕をつかみ、気づいたら一本背負いでぶん投げていた。

　ジェイクの身体が宙を舞い、土の上にドンと鈍い音をたてて落ちる。

「あっ」

　投げた私も、投げ飛ばされたジェイクも呆然とする。

　私は決して柔道経験者ではない。高校時代、体育の授業の時に、隣で男子が柔道をやっているのを見ていたくらいで……。

　これって火事場のくそ力？　九十キロはありそうなジェイクの身体を投げ飛ばすなんて……。私ってすごいかも。

　自分でも驚いていると、パチパチという拍手が聞こえて、藤堂が涼しい顔をして目の前に現れた。

「さすが秋月。タイミング、キレ、ともに最高」

　藤堂のヤツめ……いつの間に来てたのよ。高みの見物しててムカつく！

「何が最高よ。見てたなら助けなさいよ。誰のせいでこの変なのに連れ回されてると思ってんの！」

　ジェイクを指差し、私は藤堂に噛みつかんばかりに文句を言った。

「助けるつもりだったよ。秋月が俺の名を呼べばね」

　藤堂が私に向かって嫌味ったらしくニコッと笑う。

　誰が……あんたの名前なんか呼ぶか！

「嘘をつけ！　助ける気なんか、これっぽっちもなかったくせに」

　私は藤堂のネクタイをつかんで、食ってかかる。

「心外だな」

　そんな私を見ても、藤堂はクスッと笑って余裕顔。

「大体、あんたがここに来てたなんて、ついさっきまで知らなかったわよ」

「そう？　ところで秋月、〝油断大敵〟って言葉知ってる？」

「はあ？」

　突然、何を言いだすの？　知ってるに決まってるじゃない。

　私がネクタイをつかんでいた手を緩めると、藤堂はすかさず私の両肩をつかんで私の唇を奪う。

　柔らかい感触がしたかと思うと、藤堂のキレイな顔がすぐ目の前にあって……突然のことに、私は目を見開いて固まった。

　な……に？

　私の下唇を甘噛みしてキスを楽しむと、藤堂は私の目を見て、勝ち誇ったような笑みを浮かべる。

　私は口をパクパクさせたまま、呆気に取られた。

「いつから失語症になったの、秋月？　俺の前では本当に隙だらけだね」

「お～い、そこ、いちゃつくなら、よそでやってくれ」

　私から受けたダメージが和らいだのか、ジェイクがのそっと起き上がり、ニヤニヤしながら私たちに声をかける。

「だ、誰がいちゃついてるのよ！」

　私が顔を真っ赤にして反論すれば、ジェイクはフッと微笑した。

「俺にはお互い楽しんでるように見えるがな。そうでないなら、なんで颯介ちゃんにも一本背負いしなかった？」

「そんな余裕なかったわよ！」

　ほんの一瞬の隙を突かれたんだもの。ビックリして避けられなかった。

　私は必死に言い訳する。

「ふうん、自覚ないのか。颯介ちゃんも苦労するな」

　ジェイクが憐あわれみの眼差しで藤堂をチラリと見る。

「そうかな？　俺は楽しんでるよ」

　今朝からずっと私にダメージを与え続けている藤堂は、ジェイクの目を見てニヤリとする。

　こいつ……やっぱり私をもてあそんでる。

「『恋は盲目』とはよく言ったものだ。それにしても、沙羅ちゃん、たいした玉だな？」

「だろ？　秋月以外の世界中の女すべてをお前にやってもいいけど、こいつだけはやらないよ」

　藤堂が私の手をつかんで、ジェイクを見据える。

　その顔は笑顔だけど、目は冷たい。

「藤堂……手を放してよ」

　私が藤堂に抗議すると、こいつは悪魔のように微笑んで私の耳元で囁いた。

「ダメだよ。昨日どんなに秋月がかわいかったか、全部ジェイクに話そうか？」

　ううっ……この悪魔。

　私は藤堂を睨みつけながら、ギュッと唇を噛みしめる。

　だが、こいつは再びジェイクに冷たい視線を向けた。

「俺から秋月は絶対に奪えないよ、ジェイク」

　ジェイクは『降参』と言わんばかりに、藤堂に向かって手を上げた。

「ヘイヘイ、わかったよ。そんな怖い目で俺を見るな。ところで、どうしてここだとわかった？」

「都内の日本庭園なんて、限られてるだろ？　庭園以外の場所に行くとか、ちょっとはひねったら？」

「お、俺は……裏の裏を読んだんだ」

　颯介にバカにされたジェイクは、悔しいのか言葉を詰まらせる。

「裏の裏ね。単細胞なだけだろ。じゃあ無事に姫は奪還したし、俺たちは会社に戻る」

　もうお前に用はないと言わんばかりに、藤堂は私の手をつかんだまま出口のほうへと歩く。

「おい、俺は放置かよ」

　ジェイクが背後から藤堂の肩に手を置いて呼び止めると、藤堂は蔑むような視線をジェイクに向けて毒を吐いた。

「勝手にひとりで観光すればいいんじゃないか？　仕事中の秋月を強引に連れ回したくせに、俺が怒ってないとでも思ってる？　少しは常識を覚えるんだな。ジョージが来たら、お前が俺の女に投げ飛ばされた、って一番に報告してやるよ」

「おい……それは……」

　額に冷や汗をかいているジェイクを見て、藤堂が妖艶に微笑む。

「こら藤堂！　誰が『俺の女』よ！」

　さっきから言いたい放題、嘘言って！　どういうつもりなの、こいつ！

　私は眉間にシワを寄せながら、藤堂の胸板をドンと叩いて話に割って入るが、こいつは平然とした顔で私をからかった。

「秋月以外にいないだろ？　俺の熱い抱ほう擁よう、もう忘れた？」

　藤堂の言葉に、私は昨日の夜の失態を思い出し、「うっ」と口をつぐむ。

　その話題には触れてほしくない。

　私がうろたえると、藤堂は再びジェイクに厳しい眼差しを向けた。

「ジェイク、二度目はないよ。次にやったら社会的にお前を抹殺する」

　魔王降臨。

　あの眼光で睨まれたら、怖くて全身が凍りつきそう。実際、ジェイクの目が震え、硬直したまま動かなくなっている。

　藤堂って……ほんと怖い。

　ジェイクには私も怒ってるけど、ほんの少し同情する。彼は藤堂にもっとかまってほしかったんじゃないだろうか？　ほんとはお酒を飲んで、ふたりで語り明かしたりしたかったんじゃあ……。

　でも、私が見る限り、藤堂はジェイクのことをかなり邪険にしている。ある意味、一方通行の思い。哀れジェイクよ。

　藤堂に『俺の女』扱いされたのは嫌だけど……今はこれ以上抗議するのはやめよう。

　でないと何をされるかわからない。『触らぬ神に祟たたりなし』だ。私もこれからは藤堂を怒らせないように気をつけなくては。

　それにしても……藤堂って本当に私のことが好きなんだろうか？

　私の手をしっかり握る藤堂の温かい手。

　もっと冷たい手をしてると思ってたんだけどな。顔はクールなままだけど、本当は心配してきてくれたんだろうか？　藤堂ってよくわからない。










俺からの警告［颯介ＳＩＤＥ］




「ねえ、藤堂って浴ゆ衣かたの着付けできる？」

　秋月を無事に連れ戻したその日の夜、パソコンの電源を落としてデスクの上を片づけていると、秋月がノックをして常務室に入ってきた。

　ジェイクから秋月を奪還したあと、俺たちはすぐに会社に戻り、それぞれの仕事に戻った。もちろん途中ケーキ屋に寄って、秘書室にケーキを差し入れする気遣いは忘れない。

　田中さんには無理を言ったし、ささやかなお礼だ。

　午後の予定をすべてキャンセルした俺は、たまっていたデスクワークに没頭し、秋月のほうは慌ただしく社長の来客対応やスケジュールの調整をしていたようだ。

　何度か秘書室を覗いたけど、そのたびに彼女は離席中だった。

　金曜日ということもあってか、ほかの役員や秘書は七時過ぎにはみんな帰ってしまって、今このフロアにいるのは俺と秋月のふたりだけ。結局、ジェイクのおかげで俺と秋月は、夜の九時過ぎまで残業するハメになった。

「できるけど、なんで？」

　唐突になんだ？と思いながら秋月の顔を見ると、こいつは破顔した。

「ほら、アダムス石油の来訪初日に、ご一行とうちの幹部が屋形船に乗るじゃない？　せっかく日本に来るんだし、浴衣着たらスコット氏も喜ぶんじゃないかと思って」

　浴衣ね。ジョージも日本は好きだし、きっと喜ぶだろう。秋月のこういう気遣いは嬉しい。ジョージもこいつに会ったら、じいさんのようにきっと気に入るだろう。

「なるほどね、ありがとう。ジョージもきっと喜ぶと思うよ」

「よかった。じゃあ、明日電話で手配するわって、あっ……明日土曜だっけ？」

　今日一日バタバタしていたせいか、秋月は曜日の感覚がなくなっているらしい。こいつらしくないな。だが、それだけ俺とのことで心が乱れているということか。

　そう思うと、胸が踊る。もっと俺のことを意識すればいい。

　屋形船に……浴衣ね。いいことを思いついた。

「いや、浴衣の手配は俺がやるよ。実家でひいきにしてる店があってね。明日頼んでみる」

　俺は秋月に向かって企み顔で微笑む。

「さすがお坊っちゃん！」

　秋月が感心したように声をあげるが、俺は苦笑した。

「……その言い回し、嬉しくないな」

　俺は秋月の呼びかけに顔をしかめる。

　褒められている気がしない。

　実家が裕福なおかげで何不自由なく暮らしてきたけど、俺はそれをよしとしなかった。人が俺に媚こびへつらうのも、俺が藤堂家の人間だから。そう思うと、素直に喜べない。

　親父は俺が政治家になることを望んでいたが、俺はその道を選ばなかった。すでに兄が政治家になると決めていたから、俺が同じ道を選んで兄を困らせたくはなかった。親父の地盤を継げるのはひとりだ。兄弟で争いたくはない。

　俺は親父の力が及ばない世界で、自分の力を試したかった。だから……がむしゃらに頑張る秋月を見て、惹ひかれたのかもしれない。こいつは俺にないものを持っている。

　俺はこいつと出会うまで、何事に対しても全力で取り組むということはなかった。女と遊んでいても勉強はできたし、スポーツは適当にやってても、それなりに人よりうまくできた。

　今思えば退屈な毎日だったかもしれない。だが、秋月が現れ、こいつと接しているうちに俺は変わった。

　秋月の前を堂々と歩くために、陰で努力をして勉強もスポーツも生徒会の仕事も頑張った。みっともない姿を見せて、こいつを失望させたくなかったからだ。

「『お坊っちゃん』って言われるの、そんなに嫌？　あんた、意外にこだわるのね」

　秋月は腕を組んで、俺をじっと見据える。

「俺には俺のプライドがあるんだよ。好きで藤堂家に生まれたわけじゃないしね」

「私からするとあんた贅ぜい沢たくよ。人がうらやむものすべて持ってるじゃない」

「俺は秋月がうらやましいけど。いつも正面を見据えてて、自分の力だけで生きてる」

　そのまっすぐな姿がいつもキラキラしていて、俺には眩まぶしいくらいだ。

　アメリカに行ってた六年間、よく秋月なしでいられたと思う。仕事面ではすごく充実していたが、プライベートはないに等しかった。

　ジェイクによく女を紹介されたが、どの女も相手にする気にはなれなかった。学生時代は女の誘いに乗っていたが、渡米してからはそういう誘いはきっぱり断っていた。

　それもそのはず、相手が秋月ではなかったからだ……。こいつに再会した今、彼女を手離したくはない。ずっとそばにいてほしい。

　俺は立ち上がると、秋月に近寄って彼女の頬にそっと触れた。

「お前はすごいよ。俺にないものをいっぱい持ってる」

　秋月の目を捕らえてそう言うと、彼女の瞳が揺れた。

「藤堂？」

　秋月が緊張した面持ちで俺の名を呼ぶ。

　耳に心地よいその声を聞いていると、彼女のすべてが欲しくなる。

　秋月の目は俺をじっと見つめたまま。この雰囲気で、俺が次に何をするかを察しているのだろう。

　彼女の目は戸惑っていた。

　だが、こいつは多分逃げないだろう。嫌なら抵抗くらいするはずだ。それこそ、ジェイクを投げ飛ばしたあの時のように……。

　顔を近づけて秋月に口づけようとしたその刹せつ那な、彼女のお腹がぎゅるると鳴った。

「あっ……」

　秋月が恥ずかしそうに下を向く。

　キスできなかったのは残念だけど、チャンスはいくらでもある。俺の最大のライバルってこいつの空腹じゃないだろうか。

　俺はクスッと笑うと、秋月の頭をポンと軽く叩いた。

「困ったお腹の虫だね」

「お昼が蕎麦だったからよ。食べ足りなかったの」

　顔を真っ赤にしながら秋月が言い訳する。




　お腹の虫がぐうぐう鳴り続ける秋月がかわいそうで、仕事のあとに焼肉を奢ることにした。

　焼肉に決めたのは秋月。ジェイクに連れ回されたうっぷんがたまっていたのか、ガッツリ肉を食べたいと主張。

「ねえ、藤堂、最後にまたタン塩いい？」

　焼肉を食べて超ご機嫌の秋月が、メニューを見ながら瞳を輝かせる。

　この笑顔にこの展開、昔……同じようなことがあったような。

　ブランド物に金を使って……というより、単にエンゲル係数が高くてあんなボロアパートに住んでるんじゃないだろうか。今の秋月を見ていると、そう思えてしまう。

　こいつなら平気で赤ワインを飲みながら、ひとり焼肉していそうだ。

「デザートの杏あん仁にん豆腐はいらないの？」

　多分、両方食べるんだろうなあと思いながらも、あえて聞いてみる。

　だが、返ってきたのは意外な答えだった。

「あっ……デザートは……今日は遠慮しておく。でも、最後にタン塩食べたいの。いいよね？」

　顔は『デザートも食べたい』って言ってるけど。

　今日はビールも断ってウーロン茶にしていたし、さては昨日、ワインを飲みすぎたことを反省しているな。

「デザート食べたいなら頼めば？」

　俺が誘惑のひと言を言えば、秋月が「う～ん」と悩ましげな顔をする。

　デザートひとつで運命が決まるわけじゃないし。本人はとっくに忘れているようだが、このあと帰るのは俺の家。今さらあがいたところで逃げられはしない。

「う～ん……杏仁豆腐はケーキじゃないし、いいか」

　秋月が自分に納得させるようにぶつぶつ呟く。結局、タン塩も杏仁豆腐も注文したこいつは、ニンマリしながらすべて完食。

　こんな細い身体なのに、よくあんな量の肉を食べられるな。

　しかも、あのジェイクの巨体を投げ飛ばしたのだ。

　こいつが庭園でジェイクを一本背負いするのを見た時は、正直驚いた。

　ふたりのいる庭園に駆けつけた時、ジェイクが秋月に手を出すのを見てすぐに助けようと思ったが、秋月がジェイクの腕をつかんで身を翻すのを見て、俺は彼女の動向を見守ることにした。

　結果、ジェイクは投げ飛ばされた。

　ほんの一瞬だったけど、その光景はスローモーションのように俺の目に焼きついている。

「お前って本当にすごいね。あのジェイクを投げ飛ばすなんて」

「あの変な庭園オタクにお尻を触られてたから、ムカついてたのよ。自分でも驚いてるけど、気分はスッキリ。高校の体育の授業で、藤堂はよく一本背負いでクラスの男子を投げ飛ばしてたじゃない？　一度、あんたみたいにやってみたいと思ってたんだよね」

　秋月が誇らしげに「へへっ」と笑う。

「へえ、俺のことをそんなに見てたんだ。それは光栄だな」

　なんだかんだ言っても、秋月は俺のことをよく見ている。

　でも……ジェイクに触られたと聞くと、心中穏やかではない。

　そんな俺の胸中を知らず、秋月は得意になる。

「なんなら今度は、藤堂を一本背負いで投げ飛ばそうか？」

「あまり自分の力を過信しないほうがいいんじゃないかな？　そのうち痛い目に遭うよ。なんなら今ここで、力の差をハッキリわからせてもいい。昼間だって、俺に何もできずにキスを許したよね」

　妖しく微笑んで、秋月の目をじっと見ながら意地悪くからかえば、こいつは頬をピンク色に染めた。

「あれは……突然でビックリしたから……」

　うつむきながら言い訳しているが、歯切れが悪い。

「顔赤くなってきたけど、昼間のキスを思い出した？」

　俺がニヤリと笑うと、秋月はムキになって否定した。

「あんなの忘れたわよ！」

　秋月が耳まで真っ赤にして、俺から顔を背ける。

『あんなの』ねぇ……しっかり覚えてるじゃないか。

「そう？　お酒も飲んでないのに赤くなるのはおかしいね」

　俺がクスクス笑うと、秋月はばつが悪くなって黙り込む。

「じゃあ、お腹もいっぱいになったことだし、帰ろうか」

「帰る……あっ……」

　ようやく俺の家に泊まることを思い出したのか、秋月の動きがピタッと止まる。

「そう、俺の家へ」

　俺は秋月に向かってブラックな笑みを浮かべる。

　支払いを済ませた俺は、逃げようとする秋月の手をつかんで駐車場に向かう。

　すると、秋月は急に立ち止まった。

「ねえ、やっぱり悪いから自分の家に帰る。藤堂の家と比べたらセキュリティなんてないようなものだけど、あれが普通よ」

　俺の顔色を窺うかがいながら、秋月は普段より声のトーンを落として主張する。昨日の夜のことがあって強気に出られないのだ。しかも、秋月が服を脱いで俺を誘ったって言ってあるし、かなりショックに違いない。

「その話は朝、決着がついたはずだよ。あんな危ない場所に帰すわけにはいかない」

「だけど……私たちって、たったひと晩一緒に寝ただけでしょう？　妊娠の可能性はあったとしても、そもそも妊娠してないかもしれないじゃない。それに、あんたみたいなソツのない人間が、避妊しないなんてあり得ないと思うんだけど……。なんで私にかまうの？」

「なんでか、まだわからない？」

　身を屈めて静かな声で問いかけると、月明かりの中、秋月のキレイな漆黒の瞳が揺れた。

「まさか……私を好きだなんて言わないわよね？」

　俺は秋月の顔を、真摯な目でじっと見つめながら数秒間を置くと、ゆっくりと言葉を紡つむいだ。

「そのまさかだよ」

　夜の闇に溶け込むことなく、俺の声が響く。

　その告白に秋月は驚きょう愕がくして目を見開き、数秒固まったが、気を取り直すとムキになって俺の言葉を否定した。

「嘘だ！」

　すぐに否定されるのは面白くないが、この反応は何か理由があるはず。

「なんで嘘だって思う？」

　穏やかな声で問いかければ、秋月はプイッと俺から視線を逸らした。

「だって……大学のオリエンテーションの時、ほかのゼミ生の前であんた私のことけなしてたじゃない。肌はボロボロですっぴんはひどいとか言ってさ」

　ああ……あの話、聞いてたのか。だから、大学の時にあんなに俺を避けてたのか。

　高校の時は俺を嫌がりつつも、目を合わせてちゃんと話をしていたのに、大学の時は俺との接触自体を避けていた。

　ずっと心に引っかかっていた謎が、ようやく解けてホッとする。

「あれは、秋月に変な虫がつかないようにしてたんだよ。お前に目をつけてた女癖の悪い連中がいたんだ」

「そうだったの？」

　俺の説明に驚いたのか、秋月が目をぱちくりさせながら、俺を見つめる。

「お前が傷つく姿を見たくなかったんだよ。あいつらに言ったのは全部嘘。お前はキレイだよ」

　秋月の目を見て心から褒めると、彼女は頬をピンク色に染め、今度は恥ずかしそうに俺から目を逸らした。

「真顔でそんなこと言わないでよ。照れるでしょう！」

「本当のことだから。じゃあ、俺からも質問。お前が大学時代、俺をずっと避けてたのってそのことが原因？」

「うっ……まあね」

　秋月は気まずくなって言葉を詰まらせる。

「じゃあ、わだかまりは消えたわけだ。これで安心して帰れるな」

　俺は微笑んで、秋月の手を強引に引っ張る。

「え……待ってよ」

　秋月は抵抗するが、もう反論の余地は与えない。

　彼女を車に乗せてまっすぐ家に向かう。車中、俺はアメリカでの話をしたが、彼女は相槌を打つだけで大人しくしていた。俺の家に行くから緊張していたのもあるだろうが、さっきの告白で、俺を意識しているのかもしれない。

　マンションに着き、部屋に秋月を上がらせると、こいつは俺に向き直った。

「寝室は別ですからね！」

「どうぞご自由に」

　俺は余裕の表情で秋月を客室に案内する。

「ここが客室。まだ引っ越してきたばかりで荷物置き場になってるけど、適当にどけてもらっていいよ。バスルームも勝手に使ってくれてかまわない。家の中の物は自由に使って」

　秋月は目を丸くして固まった。

　客室は八畳ほどあるが、ほとんどが段ボールで埋うめ尽くされている。二十箱以上はあるから、寝室から出すだけでも三十分はかかるだろう。

　時刻は深夜〇時過ぎ。残業もたっぷりしたし、お腹もいっぱいだし、風呂に入ってすぐにベッドで寝たいところだ。

「俺の寝室で一緒に寝てもいいんだよ」

　秋月に顔を近づけて耳元で甘く囁けば、彼女は一歩後ずさって声を荒らげた。

「誰が一緒に寝るか！　こうなったら、片づけてやるわよ！　あんたが朝起きてビックリするくらいにね」

　ダンボールを部屋から出せば寝られるのに。片づけるなんて……何をムキになっているのか。それだけ俺のことで動揺してるってことか？

　ほかにキレイに片づいた客室があることは、あえて言わないでおこう。

「まあ、頑張って」

　俺は後ろ手に手を振ると、シャワーを浴びに、ひとりバスルームに向かう。

　その夜、どうやら秋月は俺への悪態をつきながら、ぶっ続けで作業したらしい。

　朝起きて様子を見に行くと、部屋はキレイに片づいていた。

　秋月は折り畳んだ段ボールの上に頭を乗せて、寝言を呟きながら寝ていた。

「藤堂のドＳ……鬼……悪魔……エセ紳士……性悪男……」

「……言ってくれるね」

　秋月の寝言に思わず苦笑すると、彼女を抱き上げて俺の寝室に運び、ベッドにそっと寝かせる。

「お前ってほんと意地っ張り」

　でも、そんなところも好きなんだけど……。

　クスッと口元に笑みを浮かべると、俺は秋月にそっと口づけた。

「これは昨日の夜、お預けだった分」

　今はキスで我慢するけど、いつ俺のタガが外れるかわからないよ。

　秋月の寝顔を見ながら、俺は心の中で彼女に警告した。










悪魔のお願い




　土日は大抵、目覚まし時計をセットせずに昼過ぎまで寝ている。独身者の特権だ。一度目が覚めて二度寝しようとしたけど、ここが藤堂の家だというのを思い出し、パッと飛び起きた。

　見覚えのある部屋。そう……昨日の朝、目覚めた藤堂のベッド。

「……なんでここで寝てるわけ？」

　部屋には藤堂の姿はない。

　自分の着衣を確認すれば、服は昨日着替えた部屋着のままで、多少シワになっている程度。

　それを見てホッと肩を撫で下ろす。

　何もなかったようだ。よかった。

　朝の五時まで客室の片づけに没頭していたのだけど……。私が夢遊病者のように藤堂の寝室に入ったってことはないだろうから、あいつがここまで運んだのだろう。

「……余計なことを……」

　ボソッと呟きながら、あいつのことを考える。昨日は藤堂のことを考えたくなくて、荷物整理に没頭した。

　だって、私の頭はすごく混乱してたから……。

　今だに信じられない。藤堂が私のことを好きだなんて……。今までずっと女として見られてないって思ってたし、あいつが私のことを好きだって認めるなんて……。藤堂のヤツ、気でも狂ったの？

　そもそも、私みたいな女を好きだって言うあいつがわからない。私は金持ちでもないし、一緒にいたって藤堂にはなんのメリットもないはず。

　でも、あの目は冗談を言ってるようには見えなかった。本気の目だった。今思い出しても胸がドキドキして、顔が赤くなる。

　それに、大学時代の藤堂のあのひどい言葉は、私を守るためだったなんて……。そういえば大学の時、同じゼミの女の子がゼミ仲間の男子学生にやり捨てされたとか、騒いでいた気がする。

　もしかしたら、私がやり捨てされていたかもしれない。

　私は……藤堂に守られてたのか。知らなかったとはいえ、ずっとあいつを避けていて悪いことをした。

　結局、藤堂って意地悪でドＳだけど、憎らしいくらい、いいヤツで……。私の中のあいつの悪いイメージが崩壊していく。

「嫌なヤツだって、ずっと思ってたんだけどな……」

　今はもうわからなくなった。

　考えれば考えるほど、藤堂が私をどうしたいのかもわからないし……自分もあいつとどういう態度で接したらいいのかわからない。しかも、同居することになるなんて。

　藤堂は私のことが好き……。じゃあ、私はどうなんだろう？　イケメンだし、頭もいいし、すごいヤツだって思う。異性としては……正直言ってまだわからない。

　でも、藤堂が私に近づくとなぜか胸がドキッとする。冷静じゃいられなくなって、自分をコントロールできなくなる。それは、私が男性に免疫がないせいだろうか？

　あいつみたいにカッコよくてセクシーなヤツが近づいてきたら、誰だって同じ反応をして、テンパッちゃうんじゃない？

　それとも……私……あいつを意識してるんだろうか？　あ～、もうわからない。

　私は髪をかきむしり、頭を抱えた。

　早く婚活で金持ちのいい男をゲットして、幸せな結婚をって夢見てたんだけどな。

　お金さえあれば両親にだって楽させてあげられるし、学生の頃みたいに貧乏だからって肩身の狭い思いをしなくて済む。

　藤堂たちがいるようなキラキラした世界にずっと憧れてたんだ、私は。

「私って……これからどうなるんだろう？」

　ポツリと呟くが、答えなど返ってくるわけがなく……。

「あ～」

　わめき声に近いため息をつく。

　グダグダ考えたところで時間の無駄だ。

　着替えを持ってバスルームへ向かう。昨夜、藤堂の家をひとりで探検したので、どこに何があるかは大体把握している。

　バスルームのドアを開けると、家主が私に背を向け、上半身裸で髭ひげを剃そっていた。

「あっ……」

　藤堂の姿を見た私は、バスルームの入口でポカンと口を開けたまま固まった。

「おはよ。夜ずっと片づけてたんだね。おかげであの客室、キレイになったよ」

　藤堂が洗面台の鏡越しに私のほうを見て笑みを浮かべるが、私は何も反応できなかった。

　父と同じことをやっているのに、どうしてこうも違うのだろう。〝セクシー〟のひと言に尽きる。

　あまりにも絵になりすぎていて、ドキドキしながらもガン見してしまった。

〝細マッチョ〟っていうんだろうか？　すごくキレイな身体してて、写真集出したら売れるだろうな。それにしても……。

「藤堂って髭生えるんだ？」

　意外そうに聞けば、藤堂はクスッと笑った。

「俺だって男だから、そりゃあ髭くらい生えるよ」

「……でも……王子様って髭もなさそうじゃない？」

「それに、トイレにも行かないって？　でも、残念ながら俺は王子じゃないよ。寝ぼけてるの？」

　藤堂は目を細め、穏やかに微笑む。

「いえ、起きてますけどね。……藤堂って基本、王子キャラじゃん」

「何それ？　俺って結構邪よこしまなこと考えてるけど、実践してみせようか？」

　藤堂の目が妖しく光る。

　こういう目の時はヤバいと思って、私は冷たくあしらった。

「いいえ、結構。シャワー借りたいんだけど」

「ご自由にどうぞ。タオルは適当に棚に入ってるのを使って」

「わかった」

　私は頷いて、藤堂がバスルームから出るのをじっと待つ。

「早く脱いだら？」

　藤堂が面白そうに促してくる。

　あんたがいるのに脱げるか!!

「あんたが出てくの待ってるんだけど」

　腕組みしながら指で腕をトントンと叩いて、『早く出てけよ』とアピールするが、藤堂はニヤニヤ顔で、私の身体をじっと見ている。

「何恥ずかしがってんの？　俺は沙羅が脱いでも全然かまわないよ」

　このスケベ！

「私がかまうの！　それに、何勝手に下の名前で呼んでんのよ！」

　私は眉間にシワを寄せながら、藤堂に噛みついた。

「家の中でも名字って堅苦しいよ。同棲してるんだし、いいよね？」

　藤堂は呑気にもそんなセリフを吐く。

　こいつ……人をおちょくるのもいい加減にしなさいよ。

「同棲じゃない！　勝手に決めないでよ。ちょっとの間、お世話になるだけよ。ボーナスが出たら、もっといい物件借りて出てくわよ！」

　私は語気荒く言い放つ。

　安心して住めるようなとこならいいんでしょう!?

「ボーナスが出たら、ねえ。引越し代に敷金、礼金、払えるの？　セキュリティがしっかりしてるところじゃないと、俺は許可しないよ」

　許可しないって……。

「あんた何様よ！」

　声を荒らげて怒れば、藤堂は私の眉間を指差した。

「ほらほら、そんなに眉間にシワ寄せて怒ると、お腹の赤ちゃんにも影響するよ」

　口調は優しいが、明らかに私にダメージを与えようとしている。

　前言撤回。やっぱり藤堂はすごく嫌なヤツだ。

　私は額を押さえながら、ハーッと深いため息をついた。

「……その話題、やめてくれる？　頭痛がする」

「ごめん。ちょっとからかいすぎたかな？　邪魔な俺は退散するよ。ごゆっくり」

　クスリと笑ってポンと私の肩を軽く叩くと、藤堂はバスルームから出ていく。

　その姿を見届けると、私は壁にもたれかかった。

「……このやり取り、これから毎日やるの？」

　朝からどっと疲れが出る。

　私の平穏な日常はどこへ行った？　あいつ、絶対私をからかって楽しんでるよ。




　シャワーを浴びてすっきりしたあと、喉が渇いてダイニングに向かうと、味噌汁のいい香りがした。

　朝食に味噌汁って久しぶり。しかも、このにおいは……。

「赤だしだあ」

　食欲が刺激されたのか、私のお腹がぐうと鳴る。

　赤だしって、うちではお祝いの時に食べてたから、テンションが上がってしまう。

「買い物に行ってないから、冷凍の焼おにぎりと味噌汁だけだけど、温かいうちに食べて」

　藤堂が朝から爽やかな微笑を浮かべる。

　なんで朝からそんな上機嫌なの？　こんな美味しそうな朝食まで作って。まるで新妻じゃない。

　心の中でそうツッコむが、目の前の美味しそうなご飯の誘惑には勝てない。

　ダイニングテーブルの席に着き、手を合わせて「いただきます」と言うと、まずは箸はしを持って味噌汁を啜った。

「……美味しい」

　こうしてちゃんとした朝食を食べられるのは、すごくありがたい。普段はトースト一枚とかシリアルぐらいしか食べないし。……藤堂、嫁に欲しいかも。

　素直な感想を漏らせば、向かい側の席に着いた藤堂は破顔した。

「それはよかった。それ食べたら買い物に行くよ」

「え？」

『買い物』？

　藤堂の言葉に、持っていた箸を危うく落としそうになる。

　せっかくの休日に、なんであんたに付き合わにゃならんのだ。

　そう突っぱねようとしたけど、藤堂が用意してくれたご飯が美味しくて、何も言い返せなかった。

　ああ～、ほんと、私って食べ物に弱い。




　近くのデパートにでも行くのかと思えば、車で一時間もかかるショッピングモールへ。藤堂の運転する車に乗っている間、寝不足の私はずっと助手席で寝ていた。

「近くのコンビニでもよかったのに……。人が多いとこって苦手なんだよね」

　着いた場所を見て、私がムスッとしながら不平を言えば、藤堂は私の手をつかんでニコニコしながら歩きだす。

「せっかくここまで来たんだから、楽しもう」

「ちょっと、手を繋つなぐ許可なんて与えてませんけど」

「沙羅って意外とボーッとしてて、はぐれちゃいそうだからね。迷子で呼び出されたくないでしょ？」

『あんたみたいな目立つヤツを見失うわけないじゃない！』と反論したいところだが、藤堂に手を離す意志がなさそうなので諦めた。

　まだ寝足りないし、これ以上騒いで体力を消耗したくはない。

　仏頂面で藤堂に手を引かれるままモールの中を歩けば、映画館の前でこいつは立ち止まった。

　え？　なんで？

「食料品は？」

　私は怪け訝げんな顔で藤堂を見上げる。

「それは最後。最近、映画を観てないんだよね、付き合ってよ」

「なんで私が？　待ち合わせ時間決めて、別行動したほうがよくない？」

　一緒に映画を観るなんて、まるでデートじゃない？

「今やってるこの映画、昔沙羅が好きだって話してた俳優が出てるけど、観たいと思わない？」

　藤堂がしたり顔で、すぐそばの映画のポスターを指差す。

　そこに写っていたのは、私が高校時代に大好きだったアメリカのイケメン俳優、クリス・ガーナー。今ではすっかり演技派になって、この映画で今年のアカデミー賞主演男優賞を受賞した。

　この映画、ＤＶＤで借りて観ようと思ってたんだけど……。このチョイスは悪くない。

「うむむ……」

　藤堂に下の名前で呼ばれたことをツッコむのも忘れて、私は悩む。

　そんな私を見て、こいつはフッと笑った。

「決まりだね」

　……何かうまく丸め込まれたような気がするけど、まあいっか。

　藤堂が素早くチケットを買ってきてくれて、ふたりで映画館の中に入る。

　私が席に座ると、藤堂は着てきたジャケットを立ったまま椅子の背もたれにかけた。

　私が「どうしたの？」と首を傾げると、彼は私を安心させるように小さく微笑んだ。

「少し待ってて」

　映画が始まるまでスマホを見ながら時間をつぶしていると、藤堂が慣れた様子で飲み物を運んできてくれた。

　さすが、藤堂。気が利くじゃない。

「どうぞ。アイスティーでよかったよね？」

　質問というより、明らかに確信してるような口調。

　藤堂に差し出されたアイスティーを受け取りながら、私は素直に礼を言った。

「ありがとう」

　こういうところは本当にスマートで感心してしまう。高校の時から私がアイスティーをよく飲んでいたことを、ちゃんと覚えてるんだよね。

　映画は期待以上の出来で、エンドロールが終わるとふたりで「よかったね」と顔を見合わせて席を立つ。映画館を出てモール内のカフェでお茶してる時も、私は興奮して映画の感想を藤堂相手にしゃべり続けた。

　こいつも聞き上手でニコニコしながら聞いてくれるから、それがすごく嬉しい。

「ところで、なんでケーキ食べないの？　いつもなら真っ先にメニューを見て頼みそうなのに」

　藤堂は怪訝そうに、テーブルの端に立ててあるメニューを指差す。

「ダイエット中なの」

　こっちは、あんたと寝るという失態を二度と犯さないように、必死にケーキ断ちしてるんだから、わざわざ聞かないでほしい。

　素っ気なく答えれば、藤堂はそんな私を見てクスッと笑った。

「昨日、あんなに焼肉食べてた人が何言ってるんだか」

「それは……お腹が空いてたし……焼肉大好きだし……」

　私はゴニョゴニョと口ごもる。

「我慢するとストレスたまるよ。食べたいなら、食べればいいじゃないか」

　藤堂は手を上げてウェイターを呼ぶと、ほかにたくさんケーキのメニューがあるというのになぜかレアチーズケーキを注文した。

　……なんか藤堂が優しすぎて気持ち悪いんですけど……。何か裏とかないわよね？

　藤堂相手だとなんでも疑ってかかってしまう。

　ケーキが運ばれてくると、藤堂は私に勧めた。

「好きでしょう、レアチーズケーキ。大丈夫、毒は入ってないよ。惚れ薬は入ってるかもしれないけどね」

　藤堂が私に向かってダークな笑みを浮かべる。

　こいつ……私を挑発して面白がってるな。

「もう、冷やかさないでよ」

　私は口を尖らせ、文句を言う。

「いらないの？　食べないなら俺が全部食べちゃうけど」

　フォークを持った藤堂が私を見ながらニヤリとして、ケーキを口に運ぼうとする。

　咄嗟に、私はケーキを奪い取った。

「私が食べるわよ！」

　ケーキをパクつく私を、藤堂が楽しそうに眺める。

「高校の頃……そうやって美味しそうにレアチーズケーキ食べてたよね？」

　藤堂と行った、ハンバーガー屋でのことだろう。ああ……だからレアチーズケーキを注文してくれたのか。

　懐かしそうに語る藤堂の目はすごく優しくて、心臓がトクンと跳ねる。

　十年も前の話なのに……藤堂覚えてたんだ。やっぱり……こいつが私のこと好きっていうのは本当なのかな？　どうでもいい女だったら、そんな些細なことすぐに忘れるよね？

　食べたレアチーズケーキは、とても優しい味がした。

　それからは、食料品を買いに来たという当初の目的を忘れ、洋服を試着したり、足りない食器を買ったり、フードコートで食事をしたりして過ごした。

　藤堂といる間、私は時計を一切見なかった。それだけこいつと過ごすのが楽しくて、時間を忘れていたんだ。

　会話は面白くてウィットに富んでるし、物を選ぶのだってすごくセンスがよくて、私と好みも似ている。高校の時から知ってるからだろうか？　こいつといると居心地がいい。

　締めにゲーセンでエアホッケーゲームをしていると、あっという間に夜になった。

　時刻は夜の八時すぎ。

「藤堂、あともう一回やろう！　次は絶対、私が勝つから」

　たかがゲームなのに、藤堂に負けるのが悔しくて私は熱くなっていた。

「もう俺、十戦全勝してるんだけど」

「そこをなんとか。一勝くらいしてから帰りたい」

　私は藤堂に向かって、手を合わせて拝む。

「そこまで言うなら。ただし、次も俺が勝ったら、ひとつお願いを聞いてもらうよ」

　藤堂が企み顔で微笑む。

　なんとなく嫌な予感はしたけど、私のプライドにかけて一勝はしたい。

　私は藤堂の目を見てコクッと頷くと、アタッカーを強く握った。

「了解。本気でやってよ。さあ、来い！」

「もちろん」

　藤堂が不敵な笑みを浮かべながらパックを打ち、私はこいつに負けじと打ち返す。

　何度も何度も数え切れないくらい必死で打ち返して……何回ラリーが続いたのだろう。気づいたら私たちの周りには、たくさんのギャラリーがいた。

　最後は集中力の差だったかもしれない。

　私の守りがうまくいかなくて、パックは私のアタッカーを掠かすったが、健闘虚しくそのままゴールに吸い込まれた。

　負けた……。

　完全なる敗北。でも、なぜだろう。不思議と悔しさはなく、気分は爽快だ。

　周りからは歓声があがり、拍手が湧き起こった。

「いい勝負だった。でも、約束は約束だからね」

　藤堂が口角を上げ、ニヤリとする。

　この顔……私が嫌がること言うよ、絶対。

「わかってる」

　さっきの爽快感はどこへやら。私は警戒しながら藤堂の次の言葉を待つ。

　こいつは真っ黒な笑みを浮かべたまま言った。

「じゃあ、ふたりでいる時は俺のこと、〝颯介〟って呼んでもらおうかな？　沙羅は約束は絶対に守るよね？」

　この悪魔！

　私は藤堂をキッと睨みながら、心の中で毒づいた。
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「それで、ゲームに勝って秋月に下の名前で呼ばせてるって？　お前って相変わらずえげつねえな。どうせ、ハンデもつけなかったんだろう？」

　週明け月曜日の定時後。常務室のソファに腰掛けている誠司が、呆れた様子で向かいに座っている俺を見る。

　海外出張に行っていたこいつは、昨日の夜に帰国した。

　会社の新体制の話をするために誠司を呼び出した俺だが、こいつの出張報告が終わると、本題に入る前に沙羅の話をした。

「まあね。ハンデつけたり、わざと負けたりしたら、あいつが怒るのわかってたし」

　エアホッケーの時の沙羅を思い出し、自然と笑みがこぼれる。

　たかがゲーセンのゲームとはいえ、本気でいかないと沙羅は納得しない。だから、全力で相手をしたのだが……俺にとっては実りあるいいゲームだった。

　ゲームのあと、早速沙羅に下の名前で呼ばせた。『颯介』と呼ぶまでに何回もどもって五分はかかったけど。

　週末はずっとふたりで過ごしたから、俺の名前を呼ぼうとするたびに、彼女は頬を赤く染めた。

　そんな彼女をずっとからかい続けた俺は、結構、意地悪な人間かもしれない。

　今の沙羅は俺をかなり意識しているらしく、俺が彼女の名前を呼んだだけでビクンと身体が震える。

　もっともっと俺のことを意識すればいい。

「それにしても、俺が出張でいない間に同棲始めて……。しかも、再会してから一週間ほどだろ？　どんな魔法を使ったか知らないが、お前のことだから有無を言わさず秋月を丸め込んだんだろうな」

　俺の行動に呆れ果てているのか、誠司の目は冷ややかだった。

「それは想像に任せるよ」

　俺が誠司に向かってフッと微笑すると、こいつは眉をひそめた。

「……その顔、怖いぞ。秋月はお前を好きって言ったのか？」

　誠司は俺をじとっと見据え、問いつめてくる。

「それは、これから」

　俺は何食わぬ顔で、うっすらと笑みを浮かべた。

「たいした自信だな。来月、子供がデキたって言われても驚かないぞ」

　誠司は俺の顔を見ながら、ハーッとため息をついた。

「子供は欲しいけど、ちゃんと籍を入れてからだな。近いうちに彼女の両親にちゃんと挨拶するつもりだよ。その前に、本人を落とさなきゃいけないけどね」

　沙羅は俺を意識してるし、あと少しで落ちると思う。

「お前の計画通りなのはいいが、そんなに突っ走らずに、秋月の気持ちも尊重しろよ」

　誠司が真剣な顔でアドバイスする。

「肝に銘めいじておくよ。それより、ここからが本題だ。社長のじいさんが土曜の夜に倒れて病院に運ばれた。すぐに意識は戻って今はもう元気なんだが、糖尿病だったらしい。急な話だが、経営の最前線から退くことになった」

　俺がじいさんの病気のことを知ったのは、土曜の夜。ばあさんから、じいさんが倒れたと電話がかかってきて、慌てて沙羅を連れて病院に駆けつけた。ばあさんの話では、自宅で夕食を食べていたら、急に倒れたらしい。

　そういえば、俺の歓迎会や会食の時、あまり食事には手をつけていなかった。俺を風間物産に呼んだのは、自分の病気のことを知っていたからなのかもしれない。

　沙羅は驚いてはいたが、じいさんの病気にうすうす勘づいていたのだろう。最近では間食を控えさせていたし、たまに病院にも行かせていたらしい。

　沙羅は、もっと自分が気をつけていれば、と気を落としていた。

「つまり、次の社長にはお前が就くってわけか」

　誠司は口角を上げると、コーヒーを口に運ぶ。

　俺はこいつの言葉にゆっくり頷いた。

「それだけじゃない。空いた常務の椅子に座るのはお前だ」

　俺はしたり顔で微笑みながら告げる。

　俺の話が寝耳に水だったのか、誠司は驚いて、飲んでいたコーヒーを噴き出しそうになった。

「プッ……マジかよ」

　誠司がギョッとした表情で俺を見る。

　まあ、急な話だし、驚くのも無理はない。

「冗談でこんな話はしないよ。異例の人事かもしれないが、風間のためにも、お前のためにもなる。ちゃんと、将来を見据えてるさ。お前だっていずれ親父の跡を継いで社長になるんだろ？　経営に参さん画かくするのも悪くない。俺は社長の孫とはいえ新参者だから、お前みたいに実績も人望もあって、信頼できる人間がそばに必要なんだよ」

　俺のもっともらしい説明に、誠司はあからさまに顔をしかめた。

「うまい理由だな。本当は俺をこき使うつもりだろ？　それで、社長は大丈夫なのか？」

「極秘だが、今日から入院してる。とはいっても、食事習慣を身につけるための教育入院で、二週間すれば退院なんだけど。医者に言われたことをきちんと守れば問題ないが、あのじいさんは監視されないと間食しそうだからね」

　甘い物が相当好きだから、家にいれば『ダメ』と言われても口にするだろう。

「お前がタイミングよく戻ってきてよかったな。まあ、俺はお前がいつか風間を継ぐと確信していたが」

　俺の目を見て、誠司がフッと笑う。

「そうだな。じいさんも肩の荷が下りてホッとしてるだろう」

「そうなると、明日のスコット氏の訪問は大きな意味があるな」

　誠司は急に真顔になり、少し考え込むような様子で顎に手をやる。

「俺みたいな若造が、いきなりトップに立つのをよく思わない連中はいる。だがアダムス石油とのパイプが強いとわかれば、頭の固い連中だって黙るだろう」

　じいさんの会社を守るためなら、なんだって利用してやるさ。

「まあ俺なら、お前を敵に回そうとは思わないな。報復が怖い」

　誠司の言葉にニヤリとする。

「賢明だね。それで、お前の秘書なんだけど、田中美鈴をつける。鍛えてやってくれないか？」

「田中美鈴か……。かわいいが、プライド高そうなお嬢さんだな」

　俺の頼みに誠司が眉をひそめる。

　どうやら田中さんはこいつの苦手なタイプらしい。

「お前もハッキリ言うね。お前、女の子の扱い結構うまいし、いいコンビになると俺は踏んでるんだけど」

「……いいコンビって……お前と秋月みたいにはいかないぞ」

　誠司が顔をしかめながら、ぼやく。

「俺たちは最強だからね。でも、田中さんはやる気だからよろしく頼むよ」

　実は先週金曜日の午後……俺がジェイクから沙羅を奪還して戻ったあの日、田中さんが常務室にやってきて言った。

『……藤堂さん、私……秋月さんに負けたくありません。一人前の……いえ、秋月さん以上の秘書になりたいんです。藤堂さんが言ってた、私にピッタリの上司を紹介していただけませんか？』

　俺を見据える田中さんの目は本気だったから、『いいよ』と快く承諾した。

「これは人助けでもあるんだよ、誠司」

　内心、誠司が嫌な顔をするのを面白がりながらも、真面目な顔で説きつける。

「……簡単に言ってくれるな。断ったって、押しつけるつもりなんだろ？　お前は昔からそういうヤツだ」

　誠司は不満げな様子で、ハーッと長いため息をつく。

「人を育てることも、上に立つ人間の大事な役割だよ」

　俺は椅子の背もたれに身を預け、足を組むと、じっと誠司の返事を待った。

「わかった、わかった。これ以上、お前に何か頼まれるのは嫌だから、俺はこれで退散する。急ぎの仕事がたまってんだ」

　渋々了承してソファから立ち上がると、誠司は常務室を出ていく。

　そんなヤツの背中に向かって、俺は言った。

「残業はほどほどに。土産みやげありがとう。彼女も喜ぶと思うよ。チョコ好きだしね」

　チョコを嬉しそうに頬張る沙羅の姿が、目に浮かぶ。

　俺もソファから立ち上がると、沙羅に内線をかける。朝、バタバタしていて家のスペアキーを渡せなかったので、彼女を呼んで渡そうと思った。

　そういえば、今日は会社でもお互い慌ただしくて、ゆっくり話せていない。

　スーツのポケットからカードキーを取り出して、指でくるくる回す。

『はい、秘書室です』

　電話に出たのは、沙羅ではなく専務秘書の鈴木さんだった。

「藤堂だけど、秋月いる？」

『それが……今日は社長は午前で帰りましたので、秋月さんも定時後にすぐに帰りました。郵便物がどうのこうのとか言ってましたけど……。何か急用ですか？』

「いや、大丈夫。ありがとう」

　すぐに内線を切って、持っていたカードキーをデスクの上に置くと、そばにあったスマホをつかんで沙羅に電話をかける。

　だが、三回かけて、三回とも留守番電話サービスに繋がった。

「郵便物ってことは……きっとあのボロいアパートに帰ったんだろうな」

　ひと言俺に告げればいいのに。俺が反対すると思って言わなかったんだろうけど。

【帰る家がどこか覚えてるよね？】

　沙羅にそう短くメールを打つと、たまっていた仕事のメールを処理していく。

　次のメールを開くと、ジョージからだった。さっき成なり田たに無事に到着したらしい。

【今夜、私の宿泊先のホテルのバーで飲まないか？】

　彼からの誘いに、キーボードを打つ手が止まる。

　どうする？

　せっかくジョージが気を遣って誘ってくれたんだし、俺が社長に就任することをこれから会って先に話しておきたい。

　彼は経営者として俺の理想であり、俺の目標だ。〝ＯＫ〟とすぐに返事を出せばいいじゃないか。

　だが……キーボードに置いた指は動かない。

　メールを処理しながらも、ずっと頭に引っかかっていた。

　沙羅はちゃんと俺の家に帰ってくるのだろうか？　なんだろう。さっきの電話に出なかったのが気になるし、妙な胸騒ぎがする。

　デスクの上に置いたカードキーにチラリと目をやり、つかもうと手を伸ばすが、なぜか俺の指にぶつかって床に落ちた。

「……嫌な予感がする。まさか……ね」

　俺は床に落ちたカードキーをじっと眺める。

　郵便物を取って、俺の家に戻ってくれば何も問題ないだろ？

　だが、何か起こってからでは遅い。こういう時の俺の勘は外れない。

【悪い。今夜は先約があって一緒に飲めない。あとでまた連絡する】

　素早くジョージにメールを打ち、パソコンの電源を落とすと、俺は床に落ちたカードキーを拾って常務室をあとにした。

　車でまっすぐ沙羅のアパートに向かう。嫌な予感がして、俺はすごく焦っていた。

　途中、信号待ちをしている時に沙羅のスマホに何度か電話をした。彼女のアパートの近くまで来て、ようやく電話が繋がる。

「なんで電話に出なかった？　今、アパートにいるんだよね？」

『……ごめん。……着信に気づかなくて。アパートのドアの前にいるんだけど……』

　沙羅が電話に出たことに安あん堵どするが、彼女はなぜかひそひそ声で話していて、何か焦っているのか落ち着かない様子だ。

「なんで声を潜めてる？　近くに誰かいるのか？」

　俺は眉を寄せる。

　何か様子がおかしい。沙羅のしゃべりも歯切れが悪い。

『……今、泥棒が私の部屋にいて……部屋の中を荒らしてるんだけど……』

　泥棒？　まさかと思うが、自分で捕まえる気か？　沙羅が変な気を起こす前に止めなくては……。

「警察に連絡するから、部屋から離れ――」

『私が捕まえる。泥棒にバレるから切るね』

　沙羅が俺の言葉を遮る。

「沙羅！」

　俺が必死で呼びかけたが、彼女はすぐに電話を切った。

　あのバカ！　泥棒を捕まえるって……無茶にもほどがある。ジェイクの時のように簡単に倒せると思っているのだろう。

　こういう時の彼女は厄介だ。正義感むき出しで……自分がいかに危険な状況にいるかを理解していない。

「相手が凶器を持ってたらどうするんだ！」

　無鉄砲にもほどがある。どこか安全な場所に、彼女を閉じ込めておけたらどんなにいいだろう。

　言って素直に従うような女じゃないから好きになったんだが……気持ちは複雑だ。

　俺は警察に連絡を入れると、すぐに沙羅のアパートに向かった。










今はまだ秘密




　郵便物と着替えを取りにアパートに戻ったが、家の中から物音が聞こえて、そっとドアを開けたらとんでもない光景が目に飛び込んできた。

　部屋に散乱する私の服。ひとりの痩やせた男が私の下着を物色していて……ビックリして声をあげそうになったが、なんとかこらえて静かにドアを閉めた。顔から血の気が引き、心臓がバクバク鳴っていて呼吸が苦しい。

　落ち着くのよ。大丈夫、そう、大丈夫。

　目が合わなかったから、多分……私が帰ってきたことに、あの男は気づいていない。

　それにしても、鍵をかけていたのになんで……？　窓ガラスを割って入ったの？

　自分の部屋に空き巣が入るとは、ショックだった。盗難事件なんて、他ひ人と事ごとだってずっと思ってたのに……。

　それにしても……あの後ろ姿、見覚えがある。同じアパートに住むキモイ大学生じゃないだろうか？

　朝、玄関を出るとたまに出くわすけど、いつもリュックを背負っていて、目が合うとすごく嫌な目でこっちを見ていて……。まさか私の部屋に侵入してくるとは……。

　颯介の危き惧ぐしていたことが本当に起こった。

「どうすればいい？」

　自問自答しながら、私は空き巣に見つからぬよう、ドアポストの穴から部屋の中を恐る恐る覗く。

　私のピンクのブラに頬ずりしてて、気持ち悪い。一気に全身に鳥肌が立った。

「なんとかしなくちゃ」

　警察に連絡しようとも思ったが、おまわりさんが来る前に逃げられるかもしれない。

　だとしたら、私が捕まえて警察に引き渡さなくては……。女の敵を逃がすわけにはいかない。ここで捕まえなければ、また被害者が出る。

　そっとヤツの様子を窺いながら、私はスマホをバッグから取り出す。音が鳴ると厄介なので、電源を切っておこうと思ったのだ。

　颯介に、ひと言連絡しておいたほうがいいだろうか？　黙ってきちゃったし、怒ってるかも。あいつのことだから、きっとここにいるって見当はついてるだろうけど。

　スマホの画面を見ると、メールと着信が何件かあったようだ。

　絶対……颯介からだ。でも、この状況をじっくり説明してる時間なんてない。その間に空き巣が逃げるかもしれないし……。

　そう思い、電源を切ろうと画面に触れた瞬間、スマホがブルブルと震えた。

　颯介からの着信だ。

「わっ」

　驚いて思わず画面に触れてしまい、あいつに繋がる。

『なんで電話に出なかった？　今、アパートにいるんだよね？』

　……まいったな。タイミング悪すぎ。

　仕方なく小声で電話に出て、颯介の言うことを聞かずにさっさと会話を終わらせる。

　今は颯介のお小言を聞いている暇はない。

　泥棒がいるって言ったのはマズかっただろうか？

　だが、あとでうまく話をごまかして、あいつがここに着くまでに片づけてしまえばいい。

　大丈夫。あの空き巣はジェイクよりも明らかに軟弱そうだし、落ち着いてやれば私なら勝てる。

　私は意を決して静かにドアを開け、玄関でそっとパンプスを脱ぐと、右足のパンプスを右手に持って背後からそっと男に忍び寄る。

　あと二メートル……あと一メートル……振り返らないでよ。

　持っていたパンプスを大きく振り上げ、男の頭をカツンと殴ると、彼は「いてっ」と頭を押さえて呻うめいた。

　すかさず男の腕を取って投げ飛ばそうと思ったが、逆に男に腕をつかまれた。

　あ……マズい。

「この女、何すんだ！」

　ギロリと睨まれ、喉元にナイフを突きつけられる。

　私はそのナイフを凝視しながら、ゴクリと唾つばを飲み込んだ。

　形勢逆転だ。

　ナイフを持ってるなんて反則じゃない？　持ってるなら『持ってる』って言ってよ。

「声をあげたら殺すぞ」

　男の脅しに、私は無言でコクコクと頷く。

　落ち着け、落ち着け。自分しか頼れる者がいないのよ。なんとかこの状況を打破しなくては……。このまま大人しくしていても逃がしてはもらえないし、声をあげなくても私……殺されるかもしれない。

　そう考えると、目の前が真っ暗になった。

　ダメよ。パニックになるな。大丈夫、大丈夫。私は死なない。

　必死に自分に言い聞かせる。

「お、落ち着いて。まだ、人生やり直し利くし、この部屋から出て――」

　私は顔を引きつらせながら、空き巣への説得を試みる。

「黙れ！」

　男は短気なのか、低い声で私の話を遮って怒鳴りつける。

　私の身体はビクッと震えた。

　ヤツが持っていたナイフが私の喉元に数ミリほど食い込み、痛みがチクリと走る。

　どうしたらいい？　本当に私……死ぬかも。

　自分が血を流して死ぬ姿を想像すると、怖くて震えが止まらない。

「今度口を開いたら、そのキレイな顔をりんごの皮みたいにむくぞ」

　ニタリと笑った男の猟奇的な目が恐ろしくて、私の身体に戦慄が走った。

　男はナイフの側面で、私の頬を軽くペチペチと叩く。

　こいつ狂ってる。このままだと……コロサレル。なんとかして逃げないと……。

　でも、こんな時に限って、恐怖で身体が動かない。脳は〝動け〟って何度も命令しているのに、身体がちっとも言うことを聞かない。

　無力な私を見て、男が声をあげて笑った。

　こんな男に負けてしまう自分が悔しい。怖くて、悔しくて……目から涙がこぼれ落ちた。

　颯介……こんな私を見たら怒るだろうな。

　いつだってなんでもスマートにこなすあいつは、私の目標だった。颯介なら私みたいなヘマはしない。それは確信できる。

　脳裏に浮かぶのは、彼の憎たらしいほど余裕の笑顔。

　そういえば私……あいつに告白されてたんだっけ？

　こんな死に際で颯介のことを考えるなんて……私は……あいつのことが好きなんだろうか？　もう一度、颯介のあのイケメンすぎる嫌味な顔が見たい。

「あいつに……最後にひと目会いたかったな」

　今はただ……颯介に会いたい。

　私はギュッと目を閉じて呟くと、唇を強く噛みしめる。

「颯介……」

　すべてを諦めた時、バンッとドアを蹴破るような大きな音がして、誰かが息せき切って部屋に飛び込んできた。

「沙羅！」

　颯介の声だ。

　う……そ？　どうしてここに……？

　私は目を見張り、呆然と颯介を見つめる。

　颯介は瞬時に状況を理解したのか、空き巣に素早く近づいて手をひねり上げ、ナイフを難なく奪った。

　男がううっと呻き声をあげる。

「何泣いてるの？」

　颯介が放心状態の私に目を向け、気遣わしげに声をかけるが、私の頭の中は真っ白ですぐに言葉が出なかった。

　颯介が……目の前にいる。助かった……。

　急に力が抜けて、私は床にヘナヘナとくずおれる。

　気づけば、空き巣はあとから来たおまわりさんに、連行されていくところだった。

「沙羅」

　颯介は私に近づくと、ギュッと抱きしめてきた。

「よかった、無事で」

「……死ぬかと……思った」

　私は颯介のスーツのジャケットをつかみ、ホッとしてこいつの胸の中で堰せきを切ったように泣きじゃくる。強がったり、恥ずかしがったりする余裕はなかった。

　そんな私に颯介は何も言わず、私の髪をずっと優しく撫でてくれる。

　人の温もりがこんなに温かいって感じたのは初めてだ。颯介がいてくれてよかった。その存在にすごく安心する。

　いつの間に、こいつにこんなに心を許していたのだろう。こいつの腕の中が一番安全だって……こいつがいれば怖くないって……自分が颯介を求めている。

　私が落ち着くと、颯介とふたり、アパートの前に停められたパトカーに移動して、車内で警察に一時間近く事情を説明。

　おまわりさんには「無茶をせず、警察にすぐに知らせるように」と長々と説教された。

「なんで……私が怒られるの？　悪いのは、あの変態空き巣じゃない」

　私が声をひそめてぶつぶつ文句を言うと、横にいた颯介にギュッと頬をつねられた。

「うっ……痛い!!　颯介……離してよ」

「少しは反省しろよ。また無茶したら首輪で繋ぐ」

　颯介が鋭い目をして怒る。

　怖い……。いつにも増して怖い。こいつなら本気でやりそうだ。

「首に傷までつくって……」

　絆ばん創そう膏こうが貼られた私の首に、颯介がそっと触れる。

　チクッと疼うずくその傷。

　颯介の目が陰るのを見ると、悲しくなる。傷の痛みより、胸の痛みのほうが強く感じた。

「……ごめんなさい」

　傷が痛いのは私のはずなのに、こいつの目を見ていると、とても申し訳ない気持ちになった。




　それから颯介の家に帰り、シャワーを浴びて部屋着に着替える。

　客室に直行して寝ようと思ったが、気分が落ち着かなくてリビングへ行くと、颯介が誰かと英語で話していた。

　ひょっとしてスコット氏だろうか？　確か、今日来日してるはず。

　颯介は私に気づくと、すぐに電話を切った。

「電話の相手、スコット氏？」

「そう。どうしたの？　眠れない？」

　私の髪に触れながら、颯介が優しく声をかけてくる。

「……うん」

　私はソファに座ると、コクンと頷いた。

　頭では眠らなきゃと思うんだけど……身体が言うことを聞いてくれない。

　空き巣にナイフを突きつけられたショックが残っているのか、私の身体は緊張でいまだにピリピリしている。

「知ってた？　この数日でお前、すっかりうちのにおいになってる」

「え？」

　突然何を言いだすんだ？

　私は首を傾げながら、颯介の顔をじっと見る。

「俺と同じシャンプーを使って、俺と同じボディーソープを使って、服の洗剤も、柔軟剤も一緒で……。大丈夫。俺はお前の一番そばにいる。だから、安心して寝ていい」

　颯介は私の目を見ながら優しくそう告げると、私の身体を抱きしめた。

「怖いなら一緒に寝る？」

　私の耳元で颯介が囁く。颯介の腕の中にいると気分が落ち着く。こいつの言葉は、今の私にはケーキ以上に甘い誘惑だ。甘えてしまえばどんなに楽だろう。

　でも、私は頭を振って颯介の胸に手を当てた。

　女々しい女にはなりたくない。ショックで颯介の胸の中で泣いてしまったけど、これ以上、恥ずかしいところは見せたくない。私は強い女のはず……。それに、もう空き巣はいない。ここは絶対に安全だ。

「大丈夫……多分……」

　私がそう呟くと、颯介は抱擁を解いた。

　私はソファからゆっくり立ち上がると、客室に向かう。ベッドに横になって目を閉じるが、眠りは一時間経っても訪れなかった。『眠らなきゃ』って思うのに、余計目がさえてきて……ダメだ、眠れない。

　ベッドも冷たい。もう七月の初めだというのに、どうしてこんなに寒く感じるんだろう。手足の末端が冷たい。

　壁時計に目をやると、時刻は午前一時を指していた。

「まいったな。今日はスコット氏が来るのに……」

　ダメだ。寝られない。身体の緊張が解けない。ひとりになると、どうしても空き巣のことを考えてしまう。肌に当たる、あのナイフの感触が忘れられない。

　颯介がいると落ち着くんだけど……あいつ、もう寝たかな？

　ベッドから起き上がって颯介の寝室に向かうと、明かりが少し漏もれていた。

　まだ仕事をしているんだろうか？

　ノックをして颯介の寝室に入ると、あいつは笑顔で私を迎えてくれた。

「眠れない？」

　颯介の問いに、私はコクッと頷く。

　ベッドの上で仕事をしていたのか、颯介はノートパソコンの電源をオフにしてサイドテーブルに置く。

「何か話でもする？」

「……わからない」

　私は小さく呟いて、颯介のベッドに大人しく座る。

「おいで」

　颯介は私を安心させるかのように柔らかな笑みを浮かべ、私を招き入れる。

　私は何も逆らわずに、ベッドに大人しく入った。

　温かいベッドの中で触れ合う身体。

　颯介は私に顔を近づけて私と目を合わせると、優しく口づけてきた。

　私は逃げずにそのキスを受け入れる。私も……颯介のキスを望んでいた。温かくて甘いその唇に、溺れてしまいたくなる。

　このまま時間が止まればいいのに……。このままずっと……。

「大丈夫、怖くない。俺がいれば悪夢も見ないよ」

　思いやりに満ちた颯介の眼差しに、胸がキュンとなる。

「大丈夫、俺がいる」

　もう一度安心させるようにそう言って、颯介が私の髪を撫でる。まるで私がぐっすり眠れるよう魔法をかけるように――。

　私は手を伸ばしてこいつに抱きついた。颯介に触れていたかった。触れることで、ひとりじゃないって安心したかった。

「……颯介」

　不意に彼の名を呼ぶと、こいつは首を傾げ、私の瞳を覗き込んだ。

「ん？」

「……颯介って温かい」

　面と向かって言うのが恥ずかしくて、私は彼から目を逸らし、囁くような声で呟いた。身体も……心も温かい。こいつの腕の中にいると不思議と落ち着く。

「そう？　だったら、毎日ここで寝れば？」

　女を虜とりこにするような声で提案する颯介に、私は素直に『うん』とは言わなかった。

「……それは……わかんない」

　意地っ張りだって自分でも思う。

「ふふ。なかなか強情だね。もっと甘えればいいのに。俺の隣はいつもお前のために空けてあるんだけどな」

　颯介がクスクス笑う。

　その笑い声が耳に心地よい。

「バカ……」

　颯介の胸に頬を寄せ、私は静かに目を閉じる。

　ここは温かくて、とても居心地がよくて……心が安らぐ。それは、素直に認める。

　でも、空き巣にナイフで刺されそうになった時、あいつの顔が浮かんだことは……なんだかこいつに降服したようで悔しいから言わない。

　今ならわかる。どうして颯介を〝天敵〟って枠にとどめていたのか……。

　気を許せば好きになってしまうのを、本能でわかっていたからだ。好きになって、ほかの女の子のようにあしらわれたくなかった。恋人なんかじゃなくても、私だけは颯介と対等でいたかった。

　婚活を始めたのは……多分……颯介以上の男を見つけたかったから……。

　でも、顔や年収や肩書きで好きになれるような男性は、どこにもいなくて……。婚活でメアドをゲットした相手と、妥協して一度デートをしてみても、すぐに相手のことが嫌になって、次の約束をせずに終わった。

　気づけばいつも颯介と比べてた……。颯介以上の男なんているわけないのにね。

　学生時代のヤツの女の扱いを知っているだけに、私はこいつに落ちるもんかと必死に抵抗していたのだけど……結局、無駄なあがきだったのかもしれない。

　殺されそうになって初めて、こいつが自分にとって一番大事だって自覚するなんて。

　認めてやるわよ。颯介が好きだって……。

　ずっとこいつを好きにならないよう運命に逆らってた私って、ほんとバカだ。結局、こいつに捕まってしまうのに。でも……この気持ちは今はまだ、私だけの秘密。

　颯介がもっと甘えればいいって言うんだから、今夜はとことん甘えてやる。

　だから、胸を貸して……。

　触れればそこに颯介がいる。肌に伝わる温もりの優しさは、こいつの優しさでもある。ここは……私だけの場所。そう自うぬ惚ぼれていいのだろうか？

　それから颯介と何を話したのかは覚えていない。

「沙羅……？」

　颯介の呼びかけに「う……ん」と答えながらも、私の瞼まぶたは閉じたままだった。




　いつの間にか私は眠っていたらしい。

　颯介の腕の中はとても心地よくて、彼のかけた魔法のせいか悪夢は見ずに、ぐっすり眠れた。

　その夜、私が見た夢は、とても幸せな夢だった。

　夫がいて……子供がいて……犬がいて……私は至福の笑みを浮かべ、微笑んでいた。










夜に咲くキレイな花




「君が沙羅だね。初めまして」

　次の日、応接室にミネラルウォーターを持っていくと、スコット氏が頬を緩めて片言の日本語で挨拶し、私に右手を差し出した。

「初めまして。サラ・アキヅキです。お目にかかれて光栄です」

　私は英語で挨拶して、スコット氏と握手を交わす。

　厚くて大きな手。

　わざわざ仕事の話を中断させて私に握手を求めるなんて……。

　きっと颯介が私のことを話したのだろう。でなければ、ファーストネームでいきなり呼びかけない。

　スコット氏の前に座っている颯介に目を向けると、彼は穏やかな目で私とスコット氏のやりとりを見ていた。

　颯介は私のことをスコット氏にどう話したのだろう。

　スコット氏の横には迷惑男のジェイクがいて、ジェイクと目が合うと「この前は楽しかった」と日本語で挨拶された。

　イラつく気持ちを抑えて、スコット氏ににこやかな笑みを向ける。

「颯介からよく君の話を聞いていたよ。初めて会った気がしない」

　笑顔がすごく魅力的な人だ。独特のオーラがあって引きつけられる。王者の風格というか……。

　社長もすごい人だって思うけど、この人は別格。

　日に焼けた顔。目尻の笑いジワは彼の魅力を引き立たせる。五十五歳って聞いてるけど、四十代に見えてしまう。

　髪はアッシュブラウンの、ちょっと私好みのイケメンなオジサンだ。

「結婚式にはぜひ呼んでほしい」

　思わぬスコット氏の言葉に、私は絶句する。

　颯介のヤツ……何勝手にペラペラしゃべってんだ。結婚の話なんてしてないでしょうが。

　私は再び颯介に目をやり、『あとで覚えてなさいよ』と口パクで伝えると、颯介はニヤリと口角を上げた。

　こんな男に惚れた私って……。

　昨日颯介のベッドで寝た私は、朝あいつの声で起こされた。




『沙羅、いい加減起きないと我慢できなくて襲うけど』

　耳元で聞こえた悪魔の声に、私はハッとして飛び起きた。

『おはよ』

　目の前には非の打ちどころのない整った顔があり、好奇心に溢れたいたずらっぽい目で私を見ている。

『あ、あのねえ、もっとまともな起こし方はないの？』

　ベッドに寝ている私に颯介が覆い被さっていて、心臓がバクバクとうるさいくらい音をたてる。

　落ち着け、私。こんなに動揺してたら、颯介にもバレる。

『いろいろやったけど、これが一番効果あるみたいだね。これから毎朝、これで起こそうかな』

　颯介が私の目を見てニヤリとする。

　いろいろってなんなの？　聞くのが怖い。

『毎日やるな！』

　ドキドキしながら文句を言えば、こいつは目を細めて不敵な笑顔を浮かべた。

『せっかく朝食を作ったのに、そんな口の聞き方をするなら、俺が全部食べちゃおうかな？』

『うっ……』

　この意地悪……。

　それ以上は文句を言えずにいると、颯介が私の唇にチュッと羽のように軽いキスをした。

　不意打ちのキスに、私はなんのリアクションも取れぬまま唖あ然ぜんとする。

『早く顔を洗って、ダイニングにおいで』

　颯介は甘い笑顔で、私の顔をそっと撫でると、寝室から出ていった。

　その姿を見送ると、私は深いため息をつき、両手で顔を覆った。

『……もう朝から心臓もたないよ』

　あいつはなんで、いつもあんな余裕顔なの？　照れもせずに自然とキスできちゃうなんて。アメリカ帰りだから？　それとも、恋愛経験値の差なんだろうか？

　颯介への気持ちを自覚した今、なんだか恥ずかしくてあいつを正視するのにも勇気がいる。

　まさか朝からキスされるとは思わなかった。

　そもそもあいつって……あんなストレートなヤツだったっけ？

　学生の頃に女の子と歩いているのを見かけた時は、女の子が颯介にベタベタしてて、あいつはクールに接していた。

　女の子に笑いかけても目は笑っていないような感じで……女にはすごくドライな印象だった。

　だから、女として見られないようにって接してたんだけど……。

　今のあいつは……私に微笑む眼差しがすごく優しくて……別人なんじゃないかと思ってしまう。

　昨日の夜だって……私には手を出さず、ずっと抱いて寝てくれたようだった。

　……そういえば、私はまだ颯介の告白に対してなんの返事もしていない。

　私はどうすればいい？　自分の気持ちを認めて、颯介に伝えるのが怖い。伝えたら、私たちのこの関係はどうなるのだろう？

　言いたいことを言い合える今の関係が、私は好きだ。

　だから、変化が怖い。私が颯介に〝好きだ〟って伝えたら、あいつは私に興味を失うんじゃないだろうか？　やたらと私に絡んできたのは、私があいつに簡単に落ちなかったからなんじゃあ……。

　懐疑的にもなるし、不安にもなる。

　自分で言うのも悲しいけど、私はかわいげがないし、女子力もない。

「……沙羅？　どうかしたのか？」

　スコット氏の声でハッと我に返った私は、「すみません」とすぐにひと言謝った。

「颯介から話を聞いたんだが、昨日は大変だったそうだね」

　颯介のヤツ……。一体どこまでしゃべったのよ。

「いろいろと……計算外のことが起きて……」

　私は引きつった笑みを浮かべながら、言葉を濁す。

　昨日の空き巣の話は、思い出したくもない。

「颯介、今夜は彼女も一緒なんだろう？」

　スコット氏が颯介に目を向ける。

「もちろん」

　颯介が返事をしながら、私を企み顔でチラリと見る。

　今夜って……屋形船での会食のこと？　あれに出席するのは幹部だけでしょう？

　なんで私が一緒に？　私は何も聞いてないんだけど……。

　颯介に目で問いかけるが、彼は黒い笑みを浮かべたままで何も言わない。

「夜に君とゆっくり話したい、沙羅。君にプレゼントがあるんだ。楽しみにしていてくれ」

　スコット氏が私に笑顔を投げると、私は一礼してから退出した。

　プレゼントって一体なんだろう？

　秘書室に戻り、席に着くと、頬杖をつきながら考える。

「沙羅ちゃん、スコット氏ってどんな感じの人だった？　沙羅ちゃん？」

　不意に佐和子さんに肩をポンと叩かれ、驚いた私は椅子からガタッと立ち上がった。

「はい！」

「沙羅ちゃん、何ボーッとしてるの？　スコット氏がそんなにカッコよかった？　それとも何か別のことを考えてた？」

　隣にいた佐和子さんがクスクス笑う。

「あっ……すみません。ちょっと今後のこととかいろいろ考えてて。スコット氏は、その……とても魅力的な人でしたよ」

　苦笑しながら私は、椅子に座り直す。

「しっかりしてくださいよ。今日はスコット氏が来てるんですから、社長秘書の秋月さんがちゃんと指示出してくれないと、私たち動けないんですからね」

　何やらパソコンで作業していた田中さんが、画面から目を外して私をじっと見る。

　口調は変わらないけど、いつもより発言が前向きな感じがするのは気のせいだろうか？

　私は気を取り直して、応接室へのお茶出し前に、総務部長から連絡があった伝達事項を彼女たちに伝えた。

「ごめん。……え～と、来週からの新体制の話だけど、社長が会長になって、新社長には常務の藤堂さんが、新常務には海外事業部の渡辺さんが就くことになったわ。会長室は社長室の隣の部屋になるそうよ。これから少しずつ会長と社長と常務の荷物を移動させるので、佐和子さんと夏海ちゃんはフォローをお願いします。新しい常務に必要な物のリストを共有ファイルに入れておいたから、田中さん手配してくれる？」

　私は週末にこの新体制の話を知ったが、彼女たちが知ったのは今朝のこと。

　社長が土曜日の夜に自宅で倒れ、糖尿病ということで会長職へ退くこととなった。

　社長は今後は治療に専念して毎日は出社しないので、私が会長秘書と社長秘書を兼任することになった。

「今やってます」

　田中さんはパソコンの画面に目を戻し、ぶっきらぼうに答える。

　……嘘。このやる気……。いつもなら『秋月さんがやってくださいよ』とか言うのに、どうしちゃったの？

　私が目を丸くしていると、夏海ちゃんがこそっと私に耳打ちした。

「打倒、沙羅先輩らしいですよ。一人前の秘書を目指すとか言ってました」

「……嬉しいような、嬉しくないような」

　でも……ちゃんと仕事してくれるなら、まあよしとするか。

　新常務である渡辺の担当は田中さんだし、意欲的に仕事するなら私が横から何か言うこともなさそうだ。渡辺は面倒見がいいし、落ち着いてるし、上司としては理想的だろう。

　それから慌ただしく仕事をしていると、あっという間に夕方になり、颯介から私に内線がかかってきた。

「はい。秘書課、秋月です」

　颯介からとわかってドキッとしたけど、努めて平静を装い、電話に出る。

『プレゼンが終わったから、これから浴衣に着替えるよ。応接室の片づけは大塚さんに頼んでおいたから、沙羅も浴衣に着替えて』

　颯介が前置きなく話しだす。

　は？　なんで私も浴衣に着替えるの？　意味わかんないんですけど。

　そういえば、佐和子さんに内線があって『片づけがあるから』って五分ほど前に席を外したんだよね。どこの片づけかと思ったんだけど、颯介に頼まれたのか。

「私は浴衣なんて用意してないけど……。それに、スコット氏に私も参加するようなこと言って――」

　私が文句を言おうとすると、颯介は私の言葉を遮った。

『ジョージにちゃんと紹介したかったんだよ。浴衣は田中さんに預けたから。着替えたら、正面玄関に来て』

　颯介がブチッと電話を切る。

　あいつ……何考えてるの！　勝手になんでもポンポン決めないでよ。

　受話器をじっと睨みつけていると、誰かに背後から肩をトンと叩かれた。

「これ、秋月さんのです」

　振り返ると、百ゆ合りが描かれた紺色の浴衣を着た田中さんが、浴衣を持って立っていた。

　ちょっと席を外したと思ったら、いつの間に着替えてたんだろう？

「……ごめん。私……話が見えないんだけど、田中さんも屋形船の会食に出るように言われたの？」

「ええ。今朝、藤堂さんに言われました。大塚さんはお子さんのお迎えがあるので出席しませんが、鈴木さんもです」

　……どうやら知らされてなかったのは、私だけらしい。

　夏海ちゃんまで、かわいい桜柄のピンクの浴衣を着て現れた。

「私、屋形船って初めてなんですよね～。沙羅先輩、早く着替えましょうよ」

　私も初めてなんだけど……楽しむ気分にはなれない。

「秋月さん、時間ありませんよ。今、会議室が空いているので、そこで着替えてください」

　私が田中さんから浴衣を渋々受け取ると、夏海ちゃんが私の手を引き、三人で一緒に会議室に移動する。

　部屋に入ると、着替えのためかカーテンが閉めてあった。

「ほらほら、秋月さん早くしてください」

　田中さんに急かされ、私はムスッとした顔で持っていた浴衣に目をやった。

「わかったわよ」

　紫の布に描かれたキレイな蝶。古風で品があって……。颯介の見立てだろうか？

　袖を通してみると、その蝶がよりキレイに見える。

　問題は……私が浴衣の着方を知らないということ。

　浴衣の帯ってどう結ぶんだっけ？

「あれ？」

　私の手が止まると、田中さんがツッコんだ。

「秋月さん、浴衣の着方、知らないんですね」

　ちょっと刺のある言い方にカチンときたが、顔には出さずに作り笑いした。

「はは……秘書検定に浴衣の着付けなんて出てこないじゃない？」

「教養のひとつですよ。時間がないので私がやります」

　田中さんが慣れた様子で浴衣に触れる。

「田中さんがやると帯とかすごくキレイなんですよ。私のも田中さんがやってくれたんです」

　夏海ちゃんがニッコリ笑う。

　人って何かしら取り柄はあるのね。

　さすがお嬢様だなあと、私は感心しながら田中さんの手先を見ていた。

　浴衣を着ることにあまり乗り気でない私だったけど、実際着てみるとテンションが上がった。

「うわぁ、なんだか自分じゃないみたい」

　嬉しくてポーズを取りながら、くるっと回る。

　キレイな浴衣。

　夏海ちゃんのも田中さんのも、それぞれの個性に合っててすごくいい。

「ありがとう。田中さんの浴衣もキレイですごく似合ってるよ」

　私が素直に褒めると、田中さんは私の浴衣姿をチラリと見て冷ややかに言った。

「秋月さんは極道の女みたいですよ」

　極道って……。

　私は田中さんの言葉に、乾いた笑みを浮かべた。

　仕事面では彼女を見直したんだけど、この言い方は直らないらしい。

「わあ、沙羅先輩、凛りんとしていて素敵です。色気があって〝大人な女〟って感じ」

　夏海ちゃんが手を合わせ、羨せん望ぼうの眼差しを私に向ける。

「夏海ちゃん、ありがとう」

　ちょっぴり照れながらも夏海ちゃんに心から礼を言う。

　私たち三人が秘書室に戻ると、佐和子さんも応接室の片づけから戻ってきた。

「あら、みんな素敵ね。似合うわ。せっかくだから写真撮ってあげる」

　佐和子さんは持っていたお盆をデスクの上に置くと、横にあるスマホを手に持って操作する。

「ほら、三人並んで」

　佐和子さんに急かされ、私たちは横に並んでポーズを取った。

「はい、チーズ！」

　カシャッという音がして、佐和子さんが撮った写真を確認する。

「うん、キレイに撮れてる。あとでみんなに送るわね。秘書室の後片づけは私がやっておくから、みんな楽しんでらっしゃい」

　佐和子さんは笑顔でそう言うと、なぜか私に近寄って声を潜めた。

「常務、きっと惚れ直すわよ」

　意味深なセリフにギョッとなり、彼女の目を思わず見つめた。

　な……なんで颯介の話題をここで出すんですか？

「さ、さ、佐和子さん？」

「私に隠せると思ってた？　沙羅ちゃん、常務を相手にすると顔つきが違うのよね。〝恋する乙女〟って感じでかわいいわよ。常務も愛おしげに沙羅ちゃん見てるし」

　佐和子さんにまでバレるなんて……。

「佐和子さん、からかわないでくださいよ」

　小声で抗議するも、私たちの会話が聞こえたのか、田中さんと夏海ちゃんはニヤニヤ顔。

　私ってそんなに顔に出してるの？

　無言で三人に問いかけると、三人とも〝うん、うん〟と首を縦に振って頷いた。

　嘘……。

　顔の熱が一気に上がる。

「あんないい男、逃がしちゃダメよ。って言っても、藤堂さんが沙羅ちゃんを逃さないわね。さあ、行ってらっしゃい！」

　佐和子さんはいたずらっぽく笑って、私の背中を優しく押す。

「……行ってきます」

　顔が真っ赤になった私は、そう言葉を返すのが精一杯で、佐和子さんのほうを振り返ることはできなかった。

　田中さんと夏海ちゃんに冷やかされながら正面玄関に向かうと、和やかに談笑していた男性陣が私たちの姿を見て微笑んだ。

「やっぱり女の子の浴衣姿はキレイだな」

　スコット氏が顎に手を当てながら、満足顔でニヤリとする。

　そんなスコット氏に颯介が耳打ちすると、颯介が私のほうを見て意味ありげに含み笑いをする。

　なんて耳打ちしたんだろう？

　颯介のヤツ、きっとまたくだらないことを言ったんだろうな。

　それにしても……紺色の浴衣を着た颯介は、客観的に見てもカッコいい。普段見慣れないだけに、颯介の姿に惹かれて自然と目がいってしまう。

　イケメンって生きてるだけで罪だよね。自分の魅力を自覚している颯介は、余計タチが悪い。私を見つめてくるあいつの視線にドキッとする。

　それからスコット氏と颯介は社用車で、ジェイクとアダムス石油のほかの幹部、うちのほかの幹部と私たちはそれぞれタクシーで、屋形船の乗り場まで向かった。

　社長は病院に戻るために会食は欠席したけど、颯介がいるからなんの心配もない。

　屋形船の中に入ると、テーブルの上にはすでに料理が用意されていた。お寿す司しに、天ぷらに、ローストビーフや唐揚げなどのちょっとしたオードブル。

　美味しい冷酒もあってスコット氏はご機嫌だ。屋形船に乗るのは初めてらしい。

　私がスコット氏の隣に座ると、「私のことはジョージでいいよ」と英語で話しかけてきた。

　とてつもなく偉い人なのに、気さくで親しみやすくて好感が持てる。

「それで、颯介とは高校から大学まで一緒だったんだって？」

　会食が始まって三十分も経たないうちに、ジョージとはすっかり打ち解け、仕事ということも忘れ、素で彼に接していた。

「ええ。彼は学生の時から優秀で、正直なんでもできてズルいヤツって思ってましたよ」

「それは私も同感だ。たまに颯介になりたいと思うよ。若いし、有能だし、男から見てもいい男だからね。それより……」

　ジョージが私の左手に目をやる。

「颯介はまだ君に指輪を贈ってないのか？」

　ジョージが颯介を咎とがめるような口調になったので、私は慌てた。

「……いえ、あの……私が、その、彼にまだ何も言ってないので……。恋人でも……ないんです」

　自分でも呆れるくらい、しどろもどろになる。

　もう、颯介のヤツ、一体どこまで話してるのよ！　説明に困るじゃない。

「だが、君は颯介のことが好きなんだろう？　目を見ればわかるよ」

　……他人が見てもわかるって、どんだけ顔に出てるんだろう。みんなにバレバレじゃないの。

「……わかりますか？」

　私は恐る恐るジョージに尋ねる。

「ああ、顔にハッキリそう書いてある」

　ジョージが「ハハッ」と笑う。

　ガーン……。

　頭の中で鐘が鳴り、私は青ざめた。

　もう颯介の顔、まともに見られないじゃない。佐和子さんにもジョージにもわかるようじゃあ、絶対、私の気持ちなんてヤツに知られてる。

「冷やかさないでくださいよ」

　頬を赤く染めながら、私はジョージにお願いした。

「すまない。ついからかいたくなってね。颯介が君を大事にする気持ちがよくわかる。だが……」

　ジョージが急に真剣な表情で私を見る。

「お節介だと思うかもしれないが、好きなら、すぐに颯介にそう伝えるべきだと思うよ。私は仕事が忙しくてね。喧嘩して別居していた妻に『愛してる』といつか伝えてよりを戻そうと思っていたんだが、妻は事故で亡くなってしまった。大切な人がいつまでもいるとは限らない。今、生きているこの瞬間を大事にしなさい」

　ジョージの言葉は私の心に響いた。

『大切な人がいつまでもいるとは限らない』……か。確かにそうだ。

　自分だって、明日、交通事故で突然死んでしまうかもしれない。現に昨日、殺されかけたし……。

　颯介がどう思って、これからどうするか……なんて考える必要はないのかもしれない。今のこの想いを大切にしよう。

　会話と食事を楽しんでいると、ドンッという大きな音がして花火が上がった。

　船内にいたみんなが、一斉に空を見上げる。

　今日、花火大会なんてあったっけ？　まだ七月の初めだけど……。

　私が首を傾げていると、ジョージが笑った。

「お気に召していただけたかな？」

　あっ、応接室でジョージに挨拶した時に、彼が言ってたプレゼントってこれ？

　一体いくらお金がかかっているんだろう。すごい……。

「とても素敵でキレイなプレゼント、ありがとうございます！」

　私が目を輝かせ、心からお礼を言うと、ジョージは目を細めて微笑んだ。

「そう？　それはよかった」

　次々と打ち上がる色とりどりの花火をみんなで眺めていると、突然颯介に肩を叩かれ、指で〝こっち〟と合図された。

　ジョージは副社長や専務と話しているし、ジェイクは渡辺が相手をしているし、ちょっと抜けても大丈夫そうだ。夏海ちゃんや田中さんも花火に大喜びしているしね。

　颯介のあとについて、船首に向かう。

　そこでは、頭上で花火が上がっているのかと思うくらい、花火がよく見えた。

　夜空に咲くキレイな花。

　普通の丸い花火や、土星やニコニコマークの花火、ジョージが特別に依頼したのか、蝶やハート型の花火まであって、私たちはずっと空を見上げていた。

「こんなに大きくてキレイなのを見たのは初めて」

　私が感嘆の声を漏らすと、颯介が私の耳元で囁いた。

「今日の沙羅もキレイだけどね。その浴衣、よく似合ってるよ」

「……ありがとう」

　私は恥ずかしくて、颯介の顔が見られなくてうつむいた。

　どうしよう……。

　颯介に言う？　言わない？

　でも、いざ告白するとなると、すごく恥ずかしいし、緊張する。すでに心臓がドキドキしてるんですけど……。

　ああ～、告白って実際にどうやってすればいいの？　仕事の業務報告みたいにスマートにできればいいのに……。

　この期に及んで尻込みする弱い自分が、嫌になる。

「ジョージがね、沙羅が俺に何か言いたいことがあるって言ってたけど」

　颯介が黒い笑みを浮かべる。

　……お節介ジョージめ。私に変なプレッシャーを与えないでよ。

「今なら花火の音で、ほかの人には聞こえないと思うよ」

　颯介がクスッと笑う。

　この余裕の笑顔が憎らしい。

　私が何を言うかなんてわかってるくせに……。相変わらず意地悪だな。

　気分は、バレンタインにチョコを渡して告白する女子高生。

　そもそも私が告白って……過去にないんだけど。しかも……颯介になんて。なんだか……こいつに敗北を認めるみたいで悔しい。でも……伝えたいっていう思いのほうが強くて……。

　ええい、もうどうにでもなれ！　告白したあとのことなんて考えるな！

「耳かっぽじってよく聞きなさいよ」

　私はハァーと大きく息を吸うと、颯介に顔を近づけた。

「私……颯介のことが好きみたい」

　私が告白すると同時に、ドンと花火が上がる。

　颯介は嬉しそうに、私に向かって微笑んだ。

「わかった？　もう言わないわよ！」

　顔を真っ赤にして喧嘩腰で言えば、颯介はそんな私を見て悪魔のような微笑を浮かべた。

「花火の音で聞こえなかったから、もう一回」

　……こいつ。一本背負いで宇宙まで投げ飛ばしてやろうか。こっちは恥ずかしいのを我慢して伝えたのに……。『もう一回』ってなんなのよ！

　私はギュッと拳を握る。

「嘘だ！　絶対聞こえてた！　あんたってほんとドＳよね」

「でも、そんな俺が好きなんだよね？」

　颯介が私を見てニヤリとする。

「……しっかり聞こえてるじゃない」

　この性悪男。

　私は顔をしかめる。

「これで相思相愛ってわかったわけだし、もう遠慮はしないから」

　颯介が妖艶に微笑むと、私の身体がゾクッとした。

　うっ……この顔。嫌な予感がする。

「遠慮って……今までも全然遠慮してないよね？」

　意味がわからないんだけど……。

「今夜は寝かさないから。好きな女抱くのは初めてだし、きっと自分でも止められないと思うんだよね。だから、先に謝っておく」

　ん？　ちょっと待て……。

「『抱くのは初めて』って、あんたの歓迎会の夜、私たち一緒にベッドで……」

「俺は何もしてないよ。沙羅が勝手にひとりで脱いだだけ」

　……何もしてないってことは、もちろん妊娠もしてないわけで……。あの話は全部嘘？　私はまんまとこいつに騙されたわけ？

「颯介ー！」

　私が怒って颯介の襟えりをつかむと、こいつは悪びれずに言った。

「俺はね、好きな女を手に入れるためなら手段は選ばない。沙羅はこの世にたったひとりしかいないんだから、チャンスは絶対に逃さないよ」

　颯介の曇くもりのないキレイな瞳が、私を捕らえる。

「一生離さないから覚悟して」

　彼は私の目を見てそう告げると、顔を近づけてきて……そっと口づけた。

　颯介のキスは……私の硬い鎧よろいを溶かしていく。

　……私はこいつのキスが好き。温かくて優しくて、時に意地悪で……私を狂わせる。

　そんな悪魔な唇に翻弄される私。こんなに甘くて刺激的なキスをずっとされるのなら、颯介に素直に降服するのもいいかもしれない。

　私は颯介の襟元から手を放すと、こいつの首に腕を回して身体を近づけた。

　浴衣を通して伝わる温もりに、心も身体も熱くなる。

　大きな花火が上がる中、私たちは……何度もキスを交わした。

　今、この瞬間が大事。夜空を彩るこの花火のような、素敵な恋をしよう。

「途中で私のことが嫌になって、音ねをあげても知らないわよ」

　私が颯介の目をじっと見つめながら挑戦的な笑みを浮かべると、こいつは不敵に笑った。

「望むところだね」

　その夜、颯介と私は初めて身体を重ねた。

　最初は恥ずかしくて颯介の顔を見られなかったけど、彼がうまくリードしてくれて、お互い時を忘れ……愛を確かめ合った。

　愛し合うことの本当の意味を、颯介が教えてくれたように思う。肌を重ねることで颯介をさらに近くに感じた。私はこんなにも颯介に愛されている。

　とても幸せに満ちた夜。

『今夜は寝かさないから』という宣言通り、彼にひと晩中抱かれた私の身体には、キレイな赤い花がいくつも咲いていた。










彼女に不意打ち［颯介ＳＩＤＥ］




「沙羅、今度はぜひ颯介とうちに遊びに来てくれ」

　ジョージが沙羅ににこやかな笑顔を向けると、彼女も微笑み返した。

「ありがとうございます！　花火も。あんなに素敵な贈り物をいただいたのは、初めてです」

　屋形船の夜から二日後の木曜日の夕方、俺と沙羅は当初の予定通り、ジョージを見送りに来た。ジョージは日本でのスケジュールを終え、自家用ジェット機でこれからアメリカに戻る。

　ここは成田空港のＶＩＰビップ専用ラウンジ。ここには俺たちしかいない。

「はは。颯介ともうまくいったみたいで嬉しいよ」

　ジョージが沙羅に向かってウィンクすると、彼女は花火の夜の告白を思い出したのか、頬が赤くなった。思い出したのはそれだけじゃなさそうだけど。

　俺はニヤリとする。

　花火の夜、俺はタガが外れたように、ひと晩中、沙羅を求め続けた。気づけば夜が明けていて、足腰立たなくなった彼女はかなり機嫌が悪かった。

　でも、普段は見られない彼女を知ることができて、俺はすごく満足している。日常生活であまり甘えてくることはないが、ベッドの中では沙羅もかわいい女になる。

　彼女にハマッていく自分が怖いくらいだ。もっと……もっと彼女が欲しい。まだまだ足りない。自分がこんなに貪欲な人間だとは思わなかった。

「沙羅が颯介の女じゃなかったら、口説くんだが」

　少し残念そうな顔でジョージが沙羅を見る。

　五十五の色男は今も健在。大人の余裕があって、魅力的で。若い女性にもよくモテる。彼は彼女のことをすごく気に入ったらしい。

　まあ、ジェイクのような大男を投げ飛ばしたんだ。そのエピソードだけで、興味をそそられるだろう。ジョージにその話をすると、そのネタでジェイクを一生脅せるとニヤリと笑っていた。

「沙羅を口説いたら、ジョージでもただではおかないよ。それより、ジェイクは一緒に帰らないの？」

　あのウザい存在のジェイクがいないのを不思議に思って尋ねると、ジョージは黒い笑みを浮かべた。

「こんなキレイなお嬢さんに迷惑をかけたんだ。あいつはエコノミーで帰らせる。帰ったら女の子に悪さできないよう、馬車馬のように働かせるよ」

「寝る間もないくらい仕事を与えてくださいね。あとで精神的苦痛を与えられたことへの、慰謝料を請求するかもしれません」

　沙羅はジョージにそうお願いすると、クスリと笑った。

「まあ、お灸を据えるのは賛成だね。あのバカに『もう日本に来るな』って伝えてくれる？」

　俺は沙羅の言葉に同意すると、こめかみをピクピクさせながらジョージに伝言を頼む。ジェイクのことを思い出すとイラッとする。来るたびに今回のような面倒を起こされてはたまらない。

「まあ、そう邪険にするなよ、颯介。今度会う時は、あいつと一緒に酒でも飲んでやってくれ」

　ジョージが俺の肩をポンと叩いてなだめると、俺は無表情で言葉を返した。

「考えておくよ」

　一緒に飲んでも、どうせあいつは女の話しかしないが。

「それより、お前の親父さんとはちゃんと話をしたのか？　風間物産の社長就任の話」

「昨日電話で話はしたよ。俺には政治家になってほしかったから、渋々承諾って感じだったけどね。あの人は他人にも息子にも厳しいし。だけど、お袋にだけは甘いというか弱いんだよね。義理の父親が経営する会社を俺が継ぐんだ。お袋の前で嫌な顔はできない」

「そうか……。だが、会って話をしたらどうだ？　沙羅さんのことだってあるだろう？　わだかまりがあるなら、なおさらだ」

　ジョージの言うことにも一理ある。遅かれ早かれ、両親には紹介しないといけない。

「わかった。年寄りの忠告は素直に聞くことにするよ」

　俺がいたずらっぽく笑うと、ジョージは『年寄り』と言われたのが気に食わないのか顔をしかめ、俺の首に腕を回した。

「まだまだお前には負けない。悔しかったら、私と同じ土俵まで上がってこい」

「世界のトップ企業を目指してこいって？　無茶言うね」

　俺は頬をピクつかせながら苦笑する。

　風間物産をアダムス石油のように世界の頂点に……なんて簡単に言わないでほしい。

　まあ、どこまで上を目指せるかやってみるけど。

「デキないヤツには言わないさ。お前は有能だし、リーダーの資質を持っている。それに、私の息子みたいなもんだ。お気に入りのお前を、泣く泣く風間に手放したんだから、しっかりやれよ」

　ジョージの言葉に胸が熱くなる。

「俺には手強い親父がふたりもいるわけだ」

　俺はフッと微笑する。

　ジェット機の準備が整うと、ジョージは俺と沙羅にハグをして飛行機に搭乗。

　俺と沙羅は、ジョージの乗ったジェット機が見えなくなるまで見送った。

　それから俺は一本電話をかけると、沙羅と車で、ある場所に向かった。

「ねえ、屋形船に乗ったあの日、会社の正面玄関でジョージに耳打ちしてたでしょう？　何を話してたの？」

　信号待ちをしていると、ずっと静かにしていた沙羅が口を開いた。

「正面玄関で？　ああ……あれか。ジョージに『沙羅は俺のだから、手を出すな』って言ったんだよ。あの人は、いい女を見るとすぐに口説くからね」

　だから、ジョージに釘を刺しておいた。浴衣姿の沙羅はすごくキレイだったしね。

「でも……亡くなった奥さんを愛してるんじゃあ？」

　……亡くなった奥さん？　さては、ジョージに担がれたな？

「ジョージは四回結婚して、四回とも離婚。死別した妻はいないよ。ジョージにまんまといっぱい食わされたようだな」

　俺の言葉に、沙羅が目を丸くして絶句する。

「げ……」

「どうした？　何か問題でも？」

「……いや、なんでもない……けど、ジョージという人がわかった気がする。ああ～、あの話に胸を打たれて颯介に告白……。もうジョージったら……」

　沙羅が額に手を当てながら、小声でジョージにぶつくさ文句を言っている。

　そんな彼女の様子を眺めながら、俺は顎に手をやり、考えた。

　なるほどね。ジョージに何か言われて、俺に告白するって決めたのか？　余計なことをしてくれたなって思うが、俺たちはうまくまとまったし……ここはジョージに感謝すべきなんだろうな。




　成田空港から二時間ほど車を走らせて、やっと目的地に着いた。

　世せ田た谷がやにある重厚な門の前に車を停車させ、腕時計にチラリと目をやる。時刻は午後八時半過ぎ。

「さあ、着いたよ」

　シートベルトを外すと、俺は沙羅に向かってニッコリ微笑んだ。

「……着いたって……ここ……」

　門の表札を見た沙羅は、呆気に取られたのか言葉を失う。

　表札に書かれている文字は『藤堂』。

「そう、俺の実家」

「なんで颯介の実家？」

　沙羅は驚きで目を丸くし、魂が抜けたような声で呟く。

　不意打ちで驚くのは当然だけど、こうでもしないと沙羅は恥ずかしがって俺の親には会おうとしないだろう。ジョージに言われて、連れていくならすぐがいいと思った。

「両親に沙羅を紹介しておこうと思って。結婚したら、藤堂家の一員になるんだし。『思い立ったが吉日』って言うよね？」

「勝手に思い立つな！」

　沙羅が拳を握りしめて声をあげるが、俺は澄まし顔で彼女に告げた。

「藤堂の姓になるのが嫌なら、俺が婿養子に入って秋月の姓になってもかまわないよ」

「だから、話をごまかさないでよ！　急に颯介の実家に連れてこられても困るわよ！　私たちが恋人になってまだ間もないのよ！」

　沙羅は俺に怒りながらも、この状況にかなりうろたえていた。

「この期に及んで、何言ってんの？　ついこの間まで婚活してたくせに」

　俺が冷ややかに皮肉を言うと、沙羅は言葉を詰まらせた。

「そ、それは……。でも、心の準備もできてないし……手ぶらで来ちゃったし……帰るわよ。颯介のご両親に会うなんて、いきなりすぎて無理、無理」

　沙羅は俺のスーツの袖をギュッとつかみ、すがるような目で俺を見て、ブンブンと首を振る。

　そんな沙羅が面白くて、俺はしたり顔で彼女をからかった。

「ふたりきりになりたいのはわかるけど、それはもう無理みたいだよ」

　監視カメラで誰が来たのか、もう向こうにはわかってるだろうし。

「そんなこと、ひと言も言ってないわよ！」

　沙羅が声をあげて抗議する。

「颯ちゃーん」

　和服姿のお袋が玄関から出てきて、俺に向かって嬉しそうに手を振る。

　長い黒髪をまとめ髪にし、優美な牡ぼ丹たんの柄の薄紫の涼しげな着物を身にまとった彼女は、五十二歳だというのに顔にはシワがなく、息子の俺が言うのもなんだが、目鼻立ちも整っていて華やかでキレイだと思う。

　お袋が家でだらけている姿は、生まれてこの方見たことがない。

「あの和服のキレイな方は、ひょっとして……」

　お袋の姿を見た沙羅が、ギョッとした表情になる。

「そう。俺のお袋。もう見つかっちゃったし、観念したら？」

　俺がフッと微笑すると、沙羅は頭を抱えてうなだれた。

「ああ……もう勘弁してよ」

「大丈夫。俺がいるし。さあ、降りるよ」

　俺が先に車から降りて助手席のドアを開けると、お袋がやってきた。

「颯ちゃん、そのお嬢さんは？」

　お袋は興味津しん々しんといった様子で、沙羅に目を向ける。

　空港でお袋に電話した時、『今からそっちに帰る』としか伝えていなかった。沙羅のことを言えば、彼女について根掘り葉掘り聞かれ、電話をなかなか切ることができなかっただろう。

「紹介するよ。俺の恋人の秋月沙羅さん。来週から俺の秘書をやることになってる」

　俺は沙羅に手を差し伸べて彼女を車から降ろすと、彼女の腰に手を当ててお袋に紹介した。

「秋月……あっ、高校の時に生徒会の副会長だった子？」

　沙羅の名前に聞き覚えがあったのか、お袋は目を輝かせる。

「はい。その秋月沙羅です。初めまして」

　沙羅は作り笑いをして、ペコリと頭を下げる。

　沙羅の表情が硬い。かなり緊張しているな。

「颯介の母の藤堂琴こと音ねです。琴音って呼んでね。私……てっきり秋月さんて男の子かと思ってたの。颯ちゃんが学生の頃、とても楽しそうにあなたのことを話してたから。でも、こんなにキレイなお嬢さんだったなんて。来てくれて嬉しいわ。夕飯は？　まだなら食べていって。それから、チーズケーキ好きかしら？　あっ、今夜は泊まっていきなさいよ。着替えは私のでよかったら――」

「母さん、そんなにはしゃがないの。明日は仕事があるし、少し話したら帰るよ」

　俺は延々としゃべるお袋の言葉を遮る。止めないと、この人はここで何十分でもしゃべり続けるだろう。

「あら、ごめんなさい。私……興奮しちゃって。だって、颯ちゃんが女の子を連れてきたの、初めてなんだもん。嬉しいわ」

　お袋は沙羅の両手をギュッと握って、ふわりと笑った。

「いえ……こちらこそ突然来てしまって」

　沙羅が困惑した表情を見せる。

　この状況についていけないのか、それともお袋のキャピキャピしたキャラに面めん食くらっているのか……。多分、両方だな。

「母さん、ここで話すのもなんだから、中に入らない？　親父、いるんだよね？」

「ええ。居間で新聞読んでるわ。沙羅さん見たら、美人だしきっと驚くわよ」

　お袋がフフッと楽しそうに笑う。

　俺は今にも逃げ出しそうな沙羅の手を握って、家の中に入った。

　ここに帰るのは三年ぶりだ。

　父とは会うたびに仕事のことで口論になるから、アメリカにいて日本に一時帰国した時も、ここにはあまり来なかった。

　イギリスかぶれの曾そう祖父がイギリス人の建築家に依頼して建てたこの洋館は、百年近い歴史があり、神戸の異人館に似た趣がある。中を改築してはいるが、外観は昔と変わらない。

　居間に入ると、親父はソファに座っていて、タブレットを操作しながらニュースを見ていた。

　俺に気づいた親父が、怪訝そうに俺たちを見つめる。

「颯ちゃんが、素敵なお嬢さんを連れてきたのよ」

　お袋が親父に明るく声をかけるが、いつも愛想がない親父の顔は無表情だった。

　親父のかけているメタルフレームのメガネがピカッと光って、威圧感がハンパない。

　隣の沙羅にチラリと目を向ければ、親父を見て顔が引きつっていた。

　まあこれは想定内。笑顔で歓迎されるとは思っていない。親父は俺が政治家にならなかったことを、まだ怒っているのだ。

「颯介の父の定さだ治はるだ。まあ、かけなさい」

　ぶっきらぼうにそう言うと、親父はメガネ越しに、沙羅を厳しい視線でじっと見据える。

「は、初めまして。秋月沙羅です。今日は突然、お邪魔してしまってすみません」

　緊張からか、沙羅の声は珍しく震えていた。

「どうせ、そこのろくでなしが何も言わずに君を連れてきたのだろう？」

　冷ややかな口調。ピリピリした空気が部屋の中に流れる。

　この人は相変わらず、人を寄せつけないな。こんな態度では、相手が萎縮するのがわからないのだろうか？　政治家なら、もっと人のことを考えたらどうなんだ。

　思わずため息をつきたくなる。

　とりあえず沙羅を紹介したし、このまま帰るか？　沙羅もずっとここにいるのは居心地が悪いだろうし。

　義理は果たした。親父が何を言おうが、沙羅と結婚する意志は変わらない。ジョージに言われたから来たが、親父がこんな態度なら、これ以上の長居は無用だろう。

　俺が沙羅の手を引いて帰ろうとすると、彼女はなぜか俺の手を振り払った。

「その言い方……おかしくないですか？　どこがろくでなしなんですか？　颯介がろくでなしなら、世の中の人は全員ろくでなしですよ。颯介は自分のポリシーを持ってちゃんと仕事をしてて、誰よりも有能です。国会議員だかなんだか知らないけど、自分の息子のことも理解してない人が国政をやるなんて、世も末ですね。議員辞めたらどうですか!?　この偏屈親父！」

　親父の言葉に腹を立てた沙羅が、一気にまくし立てる。親父を正面から見据えるその瞳。ついさっきまで緊張していたとは思えない。

　数十秒の沈黙。

　親父は呆気に取られていた。

　まあ、当然だろう。正直、俺も沙羅の言動に驚いている。

　俺でも言えないようなことを、親父に面と向かって言うなんて……。やっぱり沙羅はすごい。あいつの、こういう芯が強くてまっすぐで、正義感が強いところが好きなんだよね。彼女に惚れ直してしまった。

「よくぞ言ったわ、沙羅ちゃん。定治さんの負けよ」

　沈黙を破ってパチパチと手を叩きながら、お袋がフフッと笑う。この笑顔がなかなかクセ者だ。

「颯ちゃんは、私たちの自慢の息子よ。まだろくでなし呼ばわりするなら、私、実家に帰らせていただきます！」

　お袋は冷ややかな目で、親父にきっぱり告げる。

「おいっ!!」

　親父は目を白黒させて慌てだす。

　藤堂家で一番強いのはお袋だ。この人はニコニコしながら、この頑固な親父の手綱をしっかり握っているのだ。




　結局、親父はそれからすっかり大人しくなった。

　夕食を食べてお袋とすっかり打ち解けた沙羅は、メアドを交換してお袋と次に会う約束までしていた。

　お袋が俺に味方するなら心強い。沙羅が藤堂家の一員になっても、うまくやっていけるだろう。

「そろそろ帰ろう」と沙羅に声をかけると、ずっと沈黙を守っていた親父が突然口を開いた。

「沙羅さんのご両親へは挨拶したのか？」

　意外な言葉。口調はぶっきらぼうだが、俺にとっては嬉しい言葉だった。

　親父は、沙羅との結婚を認めてくれたのだ。

「いや、実家が福井でちょっと遠くてね。今月末に行こうかと思ってる」

　俺がそう答えると、親父は「そうか」と言葉少なにゆっくり頷いた。

　隣にいた沙羅は、俺の言葉に口パクで『聞いてない』と抗議する。

　それもそのはず、彼女には言ってなかったのだから。

　花火の夜の翌日、俺は沙羅の実家に電話をして、こいつの父親と話をした。秋月の実家の番号は、同居の際に緊急連絡先として沙羅に聞いておいたものだ。

　悪い印象を持たれないように、空き巣のことにも触れながら、今一緒に住んでいることを正直に話した。

　俺が沙羅と結婚したいと伝えると、彼女の父親はすごく喜んでくれた。大事な娘の幸せを願っているのだろう。

　沙羅のお父さんは、とても穏やかで優しそうな声をしていた。

「また、いつでも来なさい」

　親父が照れ臭そうに沙羅に声をかけると、彼女は「はいっ」と答えて嬉しそうに破顔した。

　厳格な父も、沙羅を認めたらしい。親父は気が強い女が好きだから、芯が強くて物怖じしない沙羅が気に入ったのだろう。これでもう結婚の障害はないな。

　あとは、ちゃんとプロポーズして本人の〝イエス〟の返事をもらうだけ。〝ノー〟という言葉は受けつけない。

　その前に婚約指輪を買わないとな。早く沙羅のウェディングドレス姿が見たい。

　俺の頭の中には、ウェディングドレスを着て俺に満面の笑みを向けている彼女の姿が浮かんでいた。










予想していたプロポーズ




「ちょっと、いくら秘書だからって、なんで社長の社内講演の資料を私が作らなきゃいけないのよ。こういう下請けは渡辺に頼むべきじゃない？　私は専門知識がないんだから。資料集めて編集するのとは、わけが違うわよ」

　颯介の実家訪問から一週間が経った、定時後の社長室。

　社長の颯介と常務の渡辺が応接セットの奥のソファに並んで座り、私は手前の椅子に腰かけ、来週行われる社内講演の打ち合わせをしていた。

　講演のタイトルは『新エネルギーの展望について』。今週、正式に社長に就任した颯介が講師を務めるもので、六年間アダムス石油にいた彼らしい内容だ。

「秋月ならできるさ。お前は昔から頼りになる女だからな」

　渡辺が胡散臭い笑顔で、私を持ち上げる。

「私は、そんなおだてには乗らないわよ」

　私は渡辺に冷たい視線を送る。

　こいつ自分が楽したいだけじゃない。

「なんか、こうやって三人が集まると、高校の生徒会室みたいだな」

　渡辺が「ハハッ」と笑いながら懐かしそうに呟く。

「そうね……って話ごまかすんじゃないわよ」

　危うく渡辺に乗せられそうになった私は、彼をキッとひと睨みした。

　確かに渡辺も私と同じ生徒会副会長だったし、こうして三人で集まると高校時代のことを思い出す。まさか、社会人になってもこの三人で仕事をするとは思わなかった。〝腐れ縁〟ってやつかな。

　でも、昔を懐かしんでいる場合じゃない。今、この仕事を受けてしまえば、今後もこの手の仕事が私に回ってきてしまうだろう。絶対に回避しなくては。

「私は石油関連の知識なんてほとんどないんだから、渡辺がやるべきよ。ちょうどいい機会だわ。『打てば響くヤツ』って田中さんのこと褒めてたじゃない。資料の作り方を彼女に手取り足取り教えてあげなさいよ。きっと使える秘書に成長するわ」

　下世話なおばさんのように田中さんのことに触れ、私は含み笑いをする。

　渡辺は田中さんのやる気を結構気に入っているのだ。

　彼女も渡辺の担当になってから、意欲的に仕事をするようになったし、表情も柔らかくなった。

　渡辺と田中さん……いいコンビになるかもしれない。

「まだ彼女にやらせるのは無理なんだよ。こんなのできるの秋月ぐらいだろう？　俺も忙しくてな。秋月だけが頼りなんだ」

　田中さんの名前を出されて動揺したのか、一瞬渡辺の表情が硬くなったが、すぐにいつもの真面目な顔に戻り、私に仕事を押しつける。

　田中さんはかばうのに、私ならいいわけ？　自分が面倒だからって、私に仕事を回さないでよ。渡辺も無責任すぎる。

「……絶対、やらない」

　私はフンとソファにふんぞり返り、足を組んで突っぱねる。

　私は便利屋じゃないのよ。

「時間は作るものよ、渡辺」

　目を細めて睨みつけるように渡辺に言えば、こいつはため息をついて隣にいた颯介の肩をポンと叩いた。

「バトンタッチ」

　リレーかよ。何がバトンタッチだ。私を説得できないんだから素直に自分でやれ。

　眉間にシワを寄せながら、心の中で毒づく。

「沙羅がやらないと、資料が間に合わないんだよね。俺と誠司は明後日からアメリカ出張でアダムス石油を訪問するし、そのための打ち合わせ資料も作らないと。社内講演が出張から戻った翌日だから、作る暇がないのは沙羅ならわかるよね？」

　私の目をじっと見つめながら、颯介がソフトな口調で説得してくる。

「じゃあ、颯介がやればいいでしょう？　私には無理よ」

　私は颯介からプイと目を逸らした。このままこいつの目を見ていると、学生時代のように言いなりになってしまう。

「……残念。お前ならできると思ったんだけどな。原稿はできたから、あとはスライドだけなんだけどね。わかった。こっちでなんとかするよ」

　それ以上ゴリ押ししない颯介に、調子が狂う。

　……なんだろう？　不気味だ。

　いつもなら、もっと押して私をうまく丸め込むんだけどな。あっさり引きすぎる。

「俺……働きすぎでストレスたまると、夜どうなるかわからないよ」

　私の目をじっと見つめながら、颯介がポツリと恐ろしいことを口にする。

　その妖しく光る目に、私は怯んだ。

「ちょ……颯介？　何言ってるの？」

　私は激しくうろたえ、思わず椅子から立ち上がった。

　渡辺もいるのに何言いだすの！　夜どうなるかわからないって……ベッドでの話？　でも、ここでそんな話を持ち出す？　怖いんですけど。

　チラッと渡辺に目を向ければ、ニヤニヤ顔で私を見ていたから、恥ずかしくて顔が真っ赤になった。

　あの花火の夜みたいに、ひと晩中っていうのは勘弁してほしい。次の日、足腰が立たなくて仕事ができなくなる。

　戦法を変えてくるなんて……颯介のヤツ……ムカつく。この悪魔！

「……わかったわよ！　やればいいんでしょう！　や・れ・ば」

　颯介をキッと睨みつけると、私は手元にあった資料を手に持ち、啖呵を切る。

「できた原稿のファイル、メールで送っておいて。ちょっと応接室を見てくる」

　私はため息交じりの声でそう言うと、社長室を出て応接室に向かった。

　応接室に着くと、ちょうど打ち合わせが終わったのか、会長が出てきた。

「あっ、沙羅くん、今終わったところだよ。車を手配してくれるかな？　これから病院に行くよ」

「わかりました」

　私は軽く頷くと、内線で社用車を手配し、テーブルの上のグラスを片づける。お盆にグラスを乗せて応接室を出ると、前方をよく見ていなかった私は誰かにぶつかった。

　その衝撃でお盆に乗せていたグラスが床に落ち、ガシャンと音をたてて割れる。

「あっ……」

　しまった。やってしまった。来客が怪我をしたら大変だ。

「すみません!!　大丈夫ですか？」

　私が慌てて謝ると、目の前にあったのは見覚えのある顔で……。

　このメガネ……。

「和久井さん？」

　私は職業柄、一度挨拶した人の顔は忘れない。

　間違いない。颯介と再会した婚活パーティーで、名刺をくれた和久井製薬の三男。

「あっ……秋月……沙羅さん？　そうか……風間物産で秘書をしてる、って言ってましたよね。こんにちは」

　和久井さんが、柔らかな笑みを浮かべる。

　なんだろう。普段、颯介の邪気のある笑顔ばかり見慣れているせいだろうか。この自然な笑顔を見ると心が和む。

「お久しぶりです。今日は打ち合わせでいらしたんですか？」

　私がニッコリ微笑みながら尋ねると、和久井さんはコクリと頷いた。

「はい。営業担当と一緒に新薬の説明に。一ヶ月ぶりですね。もし、仕事がすぐに終わるようでしたら、一緒にお食事でもどうですか？」

　食事……。

　それってデートかな？　変な気を持たせるのは悪いよね？　ただの知り合いとしてならいいんだけど……。

　それに、颯介に知られたら、あとでネチネチ言われそうな気がする。

「……ごめんなさい。今日はちょっと仕事がたまってて。またの機会に」

　作り笑いを浮かべ、屈んで床に散らばったガラスの破片を拾うと、誤って指を切ってしまった。

「いたっ」

　チクッと鋭い痛みが走ったかと思うと、指から血がポタポタと床にこぼれ落ちる。

「沙羅さん!!」

　和久井さんが私の手に触れようとした刹那、私の視界にもう一本別の手が入ってきて私の手をつかんだ。

「危なっかしいな、沙羅は」

　颯介の声に反応して顔を上げた私は、こいつの顔をじっと見る。

　颯介？　いつの間にここへ？

「ボーッとしないの」

　上司、というよりは恋人のように親しげに私を注意すると、颯介は怪我をした私の指を注意深く眺め、ポケットからハンカチを取り出し、私の指を押さえて止血した。

「ちょっと深く切ったみたいだけど、しばらく押さえていれば血は止まると思うよ」

　颯介は和久井さんの存在を無視して、私に話しかける。

「沙羅さん大丈夫ですか？　……あっ、藤堂先輩？」

　私のことを心配して声をかけた和久井さんが、颯介に気づく。

　……そういえば、颯介は和久井さんのことを、部活の後輩だって言ってたっけ？

「あっ和久井？　久しぶりだね。この前の婚活パーティー以来だから、一ヶ月ぶりか」

　颯介が和久井さんにチラリと目をやり、にこやかに微笑む。

　でも、その笑顔が怖い。まるで今、和久井さんに気づいたような言い方が、白々しいんですけど……。

　多分、和久井さんが私を食事に誘ったのを聞いていたんだろう。でなきゃ、こんな真っ黒な笑顔にならない。

「ニュースで知りました。藤堂先輩、社長に就任されたんですね」

「まあ、いろいろと事情があってね。沙羅と顔見知りのようだけど、沙羅は俺の婚約者なんだ」

　颯介はそう言って私を紹介すると、私の腰に手を当てた。

　口調は穏やかだけど、目が冷たくて『俺のに手を出すな』って言っているように聞こえる。

　私は颯介の言葉に苦笑した。

「……あっ、そうだったんですね。そうとは知らずにすみません。このあとの予定もあるので、僕はこれで失礼します」

　ヘビに睨まれたカエル……だな。

　和久井さんはペコリと頭を下げ、そそくさとこの場から去る。

　彼の姿が見えなくなると、颯介は不機嫌な顔で言った。

「何、社内で浮気してるの？」

「浮気なんてしてないわよ。食事に誘われたけど、ちゃんと断ったし」

　颯介の刺のある言い方にカチンときて、すぐさま反論した。

「誘われたくらいで動揺するから、怪我するんだよ」

「動揺なんてしてないわよ。そっちこそ、勝手に婚約者なんて言わないでよね？　まだプロポーズもされてないわ」

　颯介に負けじと言い返すが、墓穴を掘ってしまった。

「それは、『早くプロポーズして』って催促してる？」

　颯介の目が面白そうに笑う。

　こいつは……。いちいち人の揚げ足を取って!!

「言ってないわよ。それより、なんでここに来たの？」

　これ以上、プロポーズの話題には触れたくなくて、私は話を逸らす。結婚を急かしているとは思われたくない。

「これから用があって少し外出する。沙羅、今日もカードキー持っていかなかったよね？　先に帰ってて」

　颯介が私の手にマンションのカードキーを握らせる。

　そういえば、いつも一緒に帰るから、カードキーを持ち歩く習慣がなかったな。

「ちゃんとお利口さんにして待っててよ。今日は指の傷がしみるだろうから家事はしなくていい。その破片の片づけも」

　急に甘い目になって、颯介が私の頭を撫でる。

　家事をしなくていいのは嬉しい。

　颯介に教えてもらって料理を少しずつ覚えているけど、やっぱり私は作るより食べるほうが好き。こいつが作るほうがずっと美味しいしね。

「わかった」

　私が素直に頷くと、颯介は満足そうにして私から離れた。

　颯介の後ろ姿を見送り、彼からもらったカードキーをじっと見つめる。

　こういうのって小さな幸せっていうのかな。

　家の鍵を渡されただけなのに、自然と顔がニヤけてしまう。

　会社に颯介がいて……家に帰っても彼がいて……そんな生活が日常になっている。あいつと過ごす満たされた毎日。

　仕事は忙しいけど、全然苦じゃなくて、今まで以上に頑張ろうって気になる。大好きな人と恋人になるって、こんなに楽しいことだったんだ。

　婚活に励んでいた時は、ただ気持ちが焦っていて、金持ちでイケメンの男と結婚することばかり考えていた。

　私が思い描いていた結婚相手の条件からすれば、颯介は最高の男と言えるだろう。

　でも、もうそんなのはどうでもいい。あいつが私のそばにいてくれさえすれば、それでいい。欲しいのはお金とか地位とかじゃなくて、颯介だけなのだ。

　ひとり幸せに浸っていると、夏海ちゃんがホウキとちり取りを持って現れた。

「沙羅先輩、藤堂さんに頼まれました。指、切っちゃったんでしょう？　大丈夫ですか？　ここは私に任せてください」

「夏海ちゃん……ありがとう」

　ごめん。私、すっかり自分の世界に入ってた。

「素手じゃ危ないですよ。先輩はもう帰ってください。いいなあ、沙羅先輩は。私も藤堂さんみたいな素敵な婚約者が欲しいな」

　夏海ちゃんが、楽しそうにフフッと含み笑いをする。

　婚約者？　誰が言ったの、そんなこと？

「あのね……その……藤堂さんとはまだ……婚約者じゃ……」

　夏海ちゃんのセリフに驚いて、言葉に詰まった。

「『まだ』？　隠さなくてもいいですよ。藤堂さん、専務に沙羅先輩は俺のだから、とか言ってましたよ」

　夏海ちゃんがクスリと笑って、私をからかう。

「え？　本当なの？」

　颯介ったら、専務に何言ってんのよ。

　眉間にシワを寄せる私を見て、夏海ちゃんが私の肩にポンと手を置いた。

「いいじゃないですか。藤堂さん、沙羅先輩を溺でき愛あいしてるんですよ。少なくともうちの幹部と秘書たちは、もうすぐふたりが結婚すると思ってます」

「はは……そうなんだ」

　私は乾いた笑いを浮かべる。

　なんかもう、いちいち反論するのも疲れた。来月には私……あいつに名字も変えられてるんじゃないだろうか。

　ほんと颯介は、誰にでも私を〝婚約者〟って言いふらして……恥ずかしいじゃないのよ。あの口にガムテープを貼ってやりたい。

　それにしても……〝結婚〟かあ。先週、颯介のご両親にお会いして、急に現実味を帯びてきた言葉。

　プロポーズはされてないんだけど、いつされてもおかしくない雰囲気だ。恋人になってまだそんなに経っていないのに、話が早すぎて自分の心がついていかない。

　それに、よくよく考えてみると、私って颯介と違って何も持っていない。家柄とかお金とか……。私みたいな庶民が颯介のようなハイスペックな男と結婚して、本当に大丈夫なのだろうか？

　歴史の教科書にも載っている、あの名家である藤堂家の一員に私がなっていいの？　颯介は本当に私でいいの？

　彼との結婚を改めて考えて……急に不安に襲われる。

「沙羅先輩？　どうかしました？」

　夏海ちゃんが気遣わしげに私を見る。

「……ううん。なんでもないわ。じゃあ夏海ちゃん、お願いね」

　私は咄嗟に笑顔を作って、首を横に振った。

　片づけを夏海ちゃんに任せて会社を出ると、まっすぐ家に帰ってシャワーを浴び、リビングのソファに寝転んでまどろむ。

　今日も疲れた。颯介がいないと、ただでさえ広い家が余計広く感じられる。それに、静かだ。張り合いがなくて、何もする気になれない。それだけ、私にとってあいつの存在が大きいということだろうか。

　ひとりって……なんだか寂しい。




　私はいつの間にか眠っていたらしい。

　何かが私の頬をペロペロと舐める。

「う～ん、くすぐったい」

　うっすらと目を開けると、茶色い小さな物体が楽しそうに尻尾を振りながら、私の身体の上に乗っていた。

　尻尾？

　目を見開くと、茶色いダックスフントが私をじっと見つめている。

「かわいいだろ？」

　颯介が現れて、私にとびきりの笑顔を向ける。

「どうしたの、この子？」

「前に、ショッピングモールに行った時、欲しそうにダックスフントを見てただろ？　うちのマンションはペットＯＫだし、俺が出張でいない時でも沙羅が寂しくないようにと思ってね」

　颯介がダックスフントを抱き上げて、よしよしと頭を撫でる。

　こいつの気遣いに、涙腺が緩んだ。

　なんでこいつは私のこと、こんなにわかるんだろう。

「……あんたって……ズルい。こんな不意打ち……嬉しすぎるじゃない」

「こいつは賢いし、オスだし、俺の次に頼りになるよ」

　私の頬を伝う涙を、颯介が指でそっと拭ぬぐう。

「用事って……この子を引き取りに行ってたの？」

「まあね。ショッピングモールの子じゃなくて、ブリーダーに頼んでおいた子だけど。でも、サプライズはそれだけじゃないよ」

　柔らかく目を細めながら微笑むと、颯介は犬を私に手渡し、スーツのポケットから小さな赤い箱を取り出した。

　よく知っている高級ブランドの箱だ。

　颯介は箱を開けて、中に入っている指輪を取り出す。

　二カラットはありそうなブリリアンカットのキレイなダイヤ。その周りには流線上にメレダイヤが散りばめられていて、まるで銀河のようだ。

「沙羅、結婚しよう」

　私を愛おしげに見つめながら、颯介が私の左手の薬指に指輪をはめる。

　驚いたことに、サイズはピッタリだった。

「もう、全部俺のものになってよ。お前とずっと一緒にいたい」

　真摯な瞳で颯介が告げる。その声にいつものような余裕はなくて、彼は私に懇願していた。

「颯介……。私なんかで本当にいいの？　私……颯介みたいに良家の生まれじゃないし、何も持ってない」

　自信が持てない私はうつむくと、指輪をじっと見ながら不安を口にする。

「何、自分を卑下してんの。沙羅らしくない。前に言ったよね？　お前は俺にないものを持ってるって。俺はお前しかいらないし、お前じゃないとダメなんだ」

　颯介は私の顎をつかんで顔を上げさせると、真剣な表情で私に想いを伝える。

　こいつの心からの言葉に、胸に熱いものが込み上げてきた。

「颯介……」

　今は……なんて答えていいのかわからない。近いうちにプロポーズされると思っていたけど、心の準備がまだできていない。

「わかってる。沙羅にも考える時間が必要だよね？」

　私が悩んでいるのを察して、颯介が私の頬を両手で包み込む。

「返事は、アメリカ出張から戻ってきた時でいい。俺も正直、かなり性急だったと思う。俺の出張中にじっくり考えて。俺との未来を」

　私を安心させるように颯介がふわりと笑うと、私はコクリと頷いた。

　胸がいっぱいで……どう言葉にしていいかわからない。私はこんなにも颯介に大事にされ、愛されている。

　時間をくれる颯介の気遣いが嬉しかった。

　颯介以外の人との結婚なんて考えられない。そう……答えは決まっているけど……結婚が現実味を帯びてきて怖いのだ。結婚は始まりであってゴールじゃない。

　颯介と私と犬と……そして、近い将来……そこに子供も加わるのかな？

　せっかく時間をくれたんだもの。じっくり考えよう。私たちの未来を。

「颯介、ありがとう」

　私は犬を抱きしめながら颯介の瞳を見つめると、彼に顔を近づけ、唇を重ねた。

　温かいその唇は、私の下唇をそっと甘噛みして――。

『何も心配はいらない』と颯介がキスで伝えてくれているような気がした。

　愛情に満ちたキスに胸がキュンとなる。

「こいつの名前を決めないとね」

　颯介は子犬の頭を撫でると、私に優しく微笑んだ。










永遠の約束




「俺がいない間、コンビニ弁当ばっかり食べないでよ。じゃあ、行ってくる」

　颯介が私にそう告げてアメリカ出張に行って、八日目の朝。

　ハリケーンの影響でフライトが遅延したため、あいつは一日遅れで帰国することになった。

【午後〇時三十分に成田着の、ＱＬ００９便で誠司と帰国する。社内講演は時間を四時からに変更して】

　昨日届いた颯介からのメール。用件しか書いてないってことは、現地はすごく混乱しているのかもしれない。颯介の複数のアドレスから同じ内容のメールが三通も届いたし。

　通信環境が悪いのかな。テキサスでは死者が二十四人ってニュースで言ってた……。帰国したその日に講演って……結構、強引なスケジュールだよね。またフライト遅れたらどうすんのよ。

　颯介の出張中、私は……颯介がいない寂しさから、おかしくなっていた。ずっとひとり暮らしでひとりには慣れっこだったはずなのに、颯介が出張に行ってしまうと喪失感に襲われ、切なくなった。彼に会いたい想いが強すぎて、家に帰るとあいつが『沙羅』って私を呼ぶ幻聴まで聞こえてきて……マズかった。

　落ち着いて結婚のことを考える、って決めてたんだけどな……。

　颯介がプリンスを連れてきてくれて本当によかったと思う。

〝プリンス〟とは、うちに来たダックスフントの名前。

『沙羅が名前をつけていいよ』と颯介に言われたので、悩みに悩んだ末、私が名づけた。

『自分で否定してても、沙羅もいつか王子さまが、って思ってるんだね』なんて颯介には笑われたけど……。自分もやっぱり心の奥底ではシンデレラを夢見てたのかな？

　颯介との未来を考える時間はたっぷりあったのに、私は必死にあいつがいないってことを意識しないようにしていた。

　コンビニ弁当をムキになって食べ続け、最近適当だった会長の世話を甲か斐い甲が斐いしくしながら、講演の資料作りに没頭。帰宅すればプリンスの散歩に出かけ、夜はプリンスを抱きしめながらクリス・ガーナー主演のアメリカンドラマをＤＶＤで毎晩鑑賞。就寝時はプリンスを抱いて寝た。

　それでも……私はずっと颯介の存在を求めていて……。もう、颯介なしの生活なんて考えられないんだと痛感した。

　それなのに、ハリケーンのせいで一日遅れて帰国って……。神様は意地悪だ。今日こそは本当に帰ってきてほしい。でないと、発狂しそう。

　颯介が帰ってくるなら、今すぐ結婚してもいい。いや、何がなんでも結婚してずっと一緒に暮らす。

　私をいつもドキドキさせるあの声……あの眼差し……。私は知らぬ間にすっかり颯介に夢中になっていたようだ。

　私はハーッと盛大なため息をつく。

　気づけば前の席にいる田中さんも、同じタイミングでため息をついていた。

「……同行した渡辺も今日、帰国だもんね。田中さんも寂しいよね」

「は？　わ、私はただリスケするのが面倒でため息ついただけです」

　必死に否定するが、田中さんの顔はほんのり赤くなる。

　あ～あ、ムキになっちゃって。動揺してるよ、この子。渡辺が出張中、心ここにあらずって状態でいつもボーッとしてたくせに……。渡辺のことを意識してるのは知ってるんだからね。

「寂しがってるのは秋月さんでしょう？　その左手の薬指に触れながらいつも仕事してるのは誰ですか？　もう癖になってるの自覚してます？　その指輪、藤堂さんからのものですよね？」

　田中さんに言われてハッとする。

　今も右手の指でダイヤの部分をそっとなぞってて……。

　嘘……。言われるまで気づかなかった。いつの間にこんな癖がついたんだろう。

　じっと左手の指輪を見ていると、専務室から戻ってきた夏海ちゃんが私に声をかけた。

「あっ、沙羅さん、今、会長室に藤堂さんのお母様が見えてます」

「えっ？　ほんと？」

　私は椅子から立ち上がり、冷蔵庫から麦茶を出してグラスに注ぐ。

「……ちょっと会長のとこに行ってくる」

　結局、田中さんの指摘に何も言えず、お盆を手に持つと田中さんから逃げるようにして会長室に向かう。

　会長室のドアをノックして入ると、颯介のお母さん……琴音さんがいた。

　今日は紺のワンピースに、真珠のネックレスとピアスという出で立ち。美人だし上品な雰囲気でとても素敵だ。

　着物も似合うけど、たまに見る洋服姿もキレイ。歳は五十二って言ってたけど、四十代に見える。今度、美の秘訣をぜひ聞いてみたい。

「沙羅くん、〇時三十分に配車を頼むよ」

　私が中に入ると、会長が私ににこやかに声をかける。

「わかりました」

　私は会長の目を見て頷く。

「沙羅ちゃん、またお邪魔しちゃってごめんね。今日もよかったら一緒にランチをどうかしら？」

　会長の対面に座っている琴音さんが、私を見上げる。

「はい、ぜひ」

　私はお茶を出しながら、ニッコリ微笑んだ。

　颯介の出張中、琴音さんは毎日会社に現れ、昼休みに食事療養中の会長を置いて私をランチに誘ってくれていた。

　颯介に言われてそうしてくれているのか、本人の気まぐれなのか謎だけど、私は結構彼女に救われている。

　ランチの時はいつも颯介の話題が出て、私たちは彼の悪口を言って盛り上がる。

「小さい頃から顔はいいけど、お兄ちゃんと違ってかわいげがなくてね。全然甘えないのよ、あの子」

　拗ねた口調で琴音さんが言う。

「颯介さんらしいですね。弱点らしい弱点がなくてムカつきますよ」

　私はそう言ってニコッとすると、パスタを口に運ぶ。

「弱点ねえ。う～ん、あるとすれば、それは沙羅ちゃんじゃない？」

　琴音さんが私を見つめて、優しく微笑む。

「まさか？　私が弱点ならこんな苦労しませんよ。颯介さんにやられっ放しです」

　いつも颯介のペースに巻き込まれ、私は翻弄されてきた。

「でも、いつもあんな余裕顔だけど、沙羅ちゃんに何かあったら、あの子、きっと冷静さを失うと思うわ。まさか、あの子の口から結婚なんて言葉が出てくるとは思わなかったわ。見合いも全部断わるし、結婚に全然興味がなかったのよ。私から見てもわかるけど、あの子、沙羅ちゃんを溺愛してるわよ」

　優雅にティーカップを持ちながら、琴音さんがフフッと声に出して笑う。

「溺愛……ですか？」

　……言われてみると、私……あいつに相当甘やかされてるし、大事にされてる。

　実家の母でさえ教えてくれなかった料理も、すごく丁寧に教えてくれるし、パンプスで足が痛かったりすると、夜フットマッサージしてくれたりするし……。

　時々意地悪はされるけど、私を見る颯介の眼差しはいつも愛に満ちていて……そして、熱い。

「藤堂家の男はね、一度愛した女は、一途にずっと愛し続けるの。定治さんも、うちのお兄ちゃんもそう。颯ちゃんも藤堂家の男ですもの。だから、何も悩む必要はないのよ。どーんと颯ちゃんの胸に飛び込んじゃいなさいよ。あの子は喜んで受け止めるわ」

　琴音さんが優しい目をして、私にアドバイスする。

　……私が悩んでるのを琴音さんは気づいてたんだ。

「実はね。颯ちゃんが『俺が出張中、たまにでもいいから、沙羅の様子を見てきてくれない？』って私に電話で頼んだの。沙羅ちゃんとランチ食べるのが楽しくて毎日来ちゃったけど。あの子なりにね、アプローチが強引だったと反省してるみたいよ」

「……そうなんですね。でも……強引でよかったのかもしれません」

　あの強引さがなければ、私はきっと意味もなく婚活を続け、好きでもない男とのデートを繰り返していたかもしれない。




　会社の前で琴音さんと別れ、チラリとスマホを見る。今、午後〇時五十八分。

　スマホにはまだメールは来てないけど、颯介はもう成田空港に着いたよね？

　秘書室に急いで戻ると、田中さんが慌てた様子で電話をかけていた。

「どうしたの？」

　首を傾げながら、近くにいた夏海ちゃんに聞くと、彼女は顔面を蒼白にして答えた。

「藤堂さんと渡辺さんが乗った飛行機が、太平洋上空で消息を絶ったってニュースになってて。今、田中さんが航空会社に電話して、搭乗者リストを確認してるんです」

「え？」

　颯介の乗った飛行機が消息不明？

　夏海ちゃんの言葉に目の前が真っ暗になる。

　嘘だよね？　颯介は殺しても絶対死なないようなヤツよ。消息不明なんかになるはずがない。今頃は荷物を受け取って……私が手配した車に乗っているはず。

「……あいつが死ぬわけがない」

　自分に必死にそう言い聞かせながら、私は颯介のスマホに電話をかけるが、何度かけてもあいつには繋がらない。

　……どうして出ないの？

　背中を嫌な汗がスーッと流れる。

　落ち着け。落ち着くのよ。多分……通信環境が悪いところにいるだけ……。そうよ、たまたま繋がらなかっただけだ。

　そう信じ込もうとするけど、心臓を鷲わしづかみにされたように胸が痛んで、呼吸するのも苦しい。

　あいつは絶対に生きてる。私を残して死ぬわけがない。私……まだ颯介にプロポーズの返事してないんだよ。だから、帰ってくるに決まってる。

　でも、そんな私の希望を、次の田中さんの言葉が打ち砕いた。

「……あ、秋月さん……搭乗者リストに……藤堂さんと渡辺さんの名前があります」

　受話器を置いて私にそう伝える田中さんの声は、震えていた。

「……嘘だ。何かの間違いよ。颯介が死ぬはずがない」

　私はポツリと呟くと、もう一度颯介のスマホに電話をかける。だが、スマホから聞こえてくるのは無情にも呼び出し音だけ……。

「何やってんのよ。早く電話に出なさいよ！」

　私はスマホを耳に当てたまま叫ぶ。

　何か悪夢でも見てるんじゃないだろうか？

　今現実に起こっていることが信じられなくて、私は気が変になりそうだった。

「沙羅ちゃん……会長に連絡しましょう」

　今、秘書室で一番冷静な佐和子さんが、私の肩にそっと手を置く。

「沙羅先輩、大丈夫ですか？　私から会長に伝えましょうか？」

　夏海ちゃんが呆然としている私を気遣う。

「ううん、大丈夫。社長秘書は私だもの。私が伝える」

　そうよ、私がしっかりしなくちゃ。

　私は自席の受話器を手に取り、大きく息を吸うと会長のスマホに電話をかける。

　会長はまだ車で移動中だったのか、すぐに電話に出た。

「……会長、落ち着いて聞いてください。藤堂さんと渡辺さんの乗った飛行機が消息を絶ちました」

『……すぐに社に戻る。事実を確認する必要があるから、まだこのことは社員には知らせないように。副社長と専務には一応知らせておいてくれ。沙羅くん……大丈夫か？』

　私を心配する会長の呼びかけに、思わず目頭が熱くなる。

　颯介は会長の大事な孫なのに……私のことまで気遣うなんて……。会長にまで気を遣わせてはダメだ。もっとしっかりしなければ。

「……私は大丈夫です。では後ほど」

　私は気丈に振る舞って電話を切った。

「沙羅先輩、会長はなんて？」

「副社長と専務には伝えておくようにって。社員にはまだ伏せておいて」

「今日の四時からの社内講演はどうします？」

　夏海ちゃんの問いに私はどう答えたらいいのか迷った。

「中止……ううん、待って。講演は予定通り準備する」

　講演を中止にしてしまったら、それこそ颯介が死んだって言ってるようなものじゃない。私はあいつが事故に遭ったなんて信じない。飛行機は墜落したとはまだ決まっていないのだ。そうよ、まだ可能性はある。

「秋月さん……私も手伝います」

　いつもなら何かイチャモンつけそうなのに、田中さんはちょっと悲しそうな目で私を見つめた。

「田中さん、ありがとう」

　私は心から田中さんに礼を言う。

　それから二十分後に会長が戻り、私はスマホでニュースを見ながら日常業務をなんとかこなした。

　社内講演の三十分前。

　私と田中さんは三十四階にある二百人収容の大会議室に行き、講演会場の準備を黙々とする。

　講演五分前になると、会場の席はほとんど埋まってきた。

　だが、まだ颯介たちは戻ってこないし、連絡もない。

「秋月さん……どうします？　これ以上は待てませんよ。やっぱり中止に……」

　田中さんも望みを捨てたくないのか、苦く悶もんの表情を浮かべる。

　彼女の悲観的な言葉に私の心は揺れた。

　絶望的なこの状況。でも……私がここで諦めてしまったら、颯介はもう戻ってこないような気がして……私は首を振った。

「私が時間を稼ぐ。颯介も渡辺も絶対に帰ってくる」

　田中さんを……というよりは、自分を励ますように声を発する。そんな私に田中さんはもう何も言わなかった。

　颯介が死んでたまるか！　あいつが私を残して死ぬはずがない。あいつが死ぬなんて私は絶対に認めないし、私が死なせない！

　講演時間になり、私はマイクを右手に持つと、勇気を振り絞って壇上に上がる。

　こんな大勢の前で何かを話すのは、高校の弁論大会の時以来だ。

　あの時は颯介が優勝で、私が準優勝だったっけ？

　当時のことを思い出しながら、笑顔を張りつける。

　私はあんたの永遠のライバルよ。時間稼ぎくらい朝飯前。だから、早く戻ってきなさいよ。

「本日は多くの方にお集まりいただき、とても嬉しく思います。まだ藤堂社長が就任したばかりで社長のことをあまり知らない人も多いでしょう。社長の講演の前に彼の経歴についてお話ししたいと思います。藤堂社長は……」

　腕時計にたまに目をやりながら、私は学生時代のエピソードを交え、颯介の話をした。

　まるで、最初から原稿を用意してあったかのように、口から次々と言葉が出てくる。

　心の中では『颯介、早く来て』ってずっと願っていた。

　颯介の講演内容に触れた時、突然会場がざわめいたかと思うと壇上の袖からカツン、カツンと靴音がして……。

　この聞き慣れた靴音……まさか!!

「ご紹介に預かりました、社長の藤堂です。このままだと私の秘書が講演までしそうな勢いだったので、思わず出てきてしまいました。私の秘書はとても有能なので」

　マイクを持った颯介は私の肩に手を置くと、会場に魅力的な笑顔を向けて挨拶する。

　颯介の言葉に会場は沸いた。

　私が呆然としたまま壇上から降りると、そこには田中さんに謝っている渡辺もいた。

　私は脱力して、そばにあった椅子に腰を下ろす。

　夢じゃないんだろうか。本当に無事に帰ってきたの？

　私は講演をする颯介の顔を、幻でも見ているかのようにずっと見ていた。




　どれくらい時間が経ったのだろう。気づけば講演は終わっていて、目の前にはいつもの余裕の笑みを浮かべている颯介がいた。

「本当に俺の代わりに講演するつもりだった？」

　颯介がいたずらっぽく目を輝かせながら、私をからかう。

「じゅ……十五分の遅刻よ！」

　私は動揺しながら、颯介に向かって声をあげる。

「正確には十八分の遅刻」

　颯介がクスッと笑う。

「よ……余計悪いわよ！」

「ごめん。……いっぱい心配かけたね」

　真摯な目でそう告げると、颯介は私を力一杯抱きしめた。

　私も颯介の腰に手を回し、こいつの胸に頬を寄せる。

　その温かさに……颯介が本当に自分のもとに帰ってきたんだって実感した。

「俺と渡辺は、今、消息不明になっている飛行機には乗らなかったんだ。搭乗前に通信系統に異常があって出発が遅れたから、別の飛行機に変更したんだよ。ハリケーンの影響で空港も混乱してたし、メールも入れておいたんだけど……届いてなかったみたいだね。講演があって急いでたから、乗るはずだった飛行機のことがニュースになってて、こんなに大騒ぎしてるなんて気づかなかった。スマホのバッテリーも仕事の対応に追われていたらなくなって、かなり焦ったよ。ごめん」

「……無事でよかった」

　颯介の顔を見ると、心からホッとして全身の力が抜ける。

「まだプロポーズの返事を聞いてないから、死ねないよ。それで、沙羅はどうしたい？」

　颯介は抱擁を解くと、私の頬に手を当てる。

　もう悩む必要はない。私の答えはひとつだ。

「結婚してあげるわよ！　なんなら今から区役所に婚姻届出しに行く？」

　喧嘩腰で私がそう答えると、颯介はプッと噴き出した。

「沙羅、最高。前向きなのは嬉しいけど、その前に沙羅のご両親にちゃんとご挨拶しないとね」

「笑わないでよ」

　こっちは真剣に答えたのに……。

　颯介の反応に私はむくれる。

「ごめん。でも、今はお前が欲しいんだけど……」

　愛おしげに私を見つめるその瞳。

　私の顎をすくい上げるように持ち上げると、こいつは身を屈めて私に口づける。

　会場にはもう誰もいなかったけど、私たちはここが会社ということも忘れ、キスに夢中になった。

　今……颯介がここにいることを……無事に帰ってきたことを……神に感謝したい。

　キスが終わると、颯介はまた私を抱きしめ、耳元で甘く囁いた。

「愛してる」

　その言葉を聞いて、絶対にこいつを離してやるもんかと思った。

　もうあんな絶望は味わいたくない。死ぬも生きるも颯介と一緒だ。

「ずっとそばにいなさいよ」

　私から離れたら許さない。

　半分泣きそうになりながら颯介の目を見て呟くと、こいつは満面の笑みを浮かべて頷いた。

「約束する」

　颯介の言葉がジーンと胸に響く。

　それは永遠の約束。

　私はその言葉を一生忘れないだろう。

「私も愛してる」

　照れ臭かったけど、颯介に自分の想いをすごく伝えたくなって、私は彼に愛の言葉を囁いた。

「知ってる」

　颯介は私を見てニヤリといたずらっぽく笑うと、私の額に自分の額をコツンと当てた。

「ほんと私のことは何でも知ってるのね」

　颯介と目が合うと、顔を近づけてもう一度キスをする。

　温もりとともに伝わる互いの想い。

　颯介と一緒に生きていきたい。彼と過ごす毎日を大事にしていきたい。

　ふたりで幸せになるんだ。

　私の天敵で、ライバルで、恋人の彼。

　私の幸せは颯介とともにある。







番外編










完璧な婚約者




　颯介がアメリカ出張から戻って一ヶ月後、私は彼を連れて、私の実家がある福井に来ていた。正確には、颯介に連れてこられたのだけど……。

　だって、『福井に行かないなら一日中ベッドにいることになるよ』って、悪魔な顔で言うのだ。

　従うしかない。従わなきゃ、私の身体がもたない。

　颯介が社長に就任してからずっと忙しかったから、土曜の朝ぐらいはゆっくり寝ていたかったのに……。しかも、昨日の夜は颯介が求めてきて……ああ、思い出すのはやめよう。

　プリンスを颯介の実家に預けると、私たちは東京駅から東海道新幹線に乗り、京都の手前の米まい原ばら駅で特急に乗り換えた。

　所要時間は約三時間三十分。やっと福井に着いた。

　いつもお正月に帰ってたから、夏に帰るのは初めてかもしれない。

「のどかなところだね。駅の出口がひとつしかないと、待ち合わせ便利だよね」

　颯介は呑気にそんな感想を漏らす。

「ここ盆地だから結構暑いわよ。覚悟してね」

　手で顔をあおぎながら、颯介のほうを見る。すでにこの湿気で身体がだれそう。

　なのに、どうしてこいつはこんなに涼しい顔をしていられるのだろう。

「了解」

　フッと微笑する颯介。

　私の実家に行くというのに、全く緊張していない。まあ、そこが颯介らしいのだけど。

　改札を出ると、父が迎えに来ていた。

「やあ、いらっしゃい」

　柔らかな笑みを浮かべて挨拶する父。一年ぶりに会う父はちょっと白髪が増えていて、年を取ったなって感じる。

「お父さん、こちら藤堂颯介さん」

　ちょっと恥ずかしくて、仏頂面で颯介を父に紹介する。

「初めまして、藤堂颯介です。もっと早く伺うかがいたかったのですが、仕事の都合がつかなくてすみません」

　颯介がにこやかに笑いながら軽く頭を下げる。

「来てくれてありがとう。長旅で疲れたんじゃないかな」

　父が優しく気遣うと、颯介は父に向かって微笑んだ。

「いいえ。車窓から見る田園風景が新鮮で。山もあって緑豊かだし、見てるとなんだかホッとしますね」

　実際、颯介は車中、終始機嫌がよすぎて気持ち悪かった。まあ、心からこの旅を楽しんでいたんだろうけど……。

　この王子スマイル。うちの父にはかなり好印象らしい。普段は無愛想な父がニコニコしている。

　結婚相手として親に紹介するのに、藤堂颯介は最強の恋人と言えるだろう。経済力があって、有名会社の社長で、頭がよくて、顔もいい。そんな颯介に不満を持つ親がどこにいる？

　家に着くと母と祖父母が待っていて、颯介はこの笑顔で完璧な挨拶をした。

「本当に颯介さんのような方が、うちの子をもらってくれてよかったわあ。もう二十八でしょう？　こっちに呼んでお見合いでもさせようかと思ってたのよ」

　母は笑顔で「ありがとう」と颯介にペコペコ頭を下げる。

　アラサーの娘が超優良物件と結婚するというのだから、親が喜ばないわけがない。

　結婚前に一緒に住んでいることについても、うちの父は「もう大人なんだから何も言わないよ」と意外と冷静だった。颯介が空き巣の話をして同居することになった経緯を事前に電話で話したみたいだけど……。「颯介くんは日本酒は好きかな？」なんて上機嫌で颯介に聞いてるし……。

　お父さん、颯介に完全に丸め込まれてるよ。この人……悪魔なんだから。目的のためなら手段を選ばないんだよ。

　冷ややかに颯介の様子を眺めていると、縁側にひとりの青年が現れた。

「叔お父じさん、収穫したナスとトマト、裏に置いといたから」

　青年は父にそう声をかけると、キャップを取って額の汗を手で拭う。

　あっ!!　すごく日に焼けてるけど、この顔は……。

「涼りょう太た！」

「よお、久しぶりだな」

　涼太が私のほうを向いてニコッと笑う。

　こいつは私と同い年の従兄いとこだ。誕生日が数ヶ月しか違わないから、何かと張り合うことが多かったけど……。最後に会ったのは大学生の時に葬式で親戚が集まった時だったから……八年ぶりだろうか。

「お前、やっと結婚するって？　もの好きがいてよかったな」

　涼太は冷やかすように言って、チラリと颯介に目をやる。

「あんたはずっと独身じゃない？　まだ定職につかずにフラフラしてるんでしょう？」

　涼太の言葉にムッとした私は、負けじと言い返す。

　だが、ヤツはニヤリと笑った。

　……なんか不気味な笑み。気持ち悪い。

「沙羅、あんた知らなかったっけ？　涼太は小説家なのよ。しかも、売れっ子。有あり栖す川がわ 尊たけるって名前で書いてるんだから」

　なぜか母が自慢げにフフッと笑う。昔から男の子が欲しかった母は、涼太を実の息子のようにかわいがっているのだ。

　有栖川……尊？　その名前は知ってる。小説は読んだことないけど、直木賞候補にもなった有名作家じゃない。

「……フリーターかと思ってた」

　だって、大学卒業後は海外を渡り歩いてるって聞いてたし……。

「締め切りが終わったから、ちょっと叔父さんのところに遊びに来たんだよ」

　ドヤ顔で笑う涼太。この勝ち誇ったような顔……こいつに敗北感を覚える。

　そういえば、小さい頃はよくこいつにおやつを取られたな。私が食べ物に執着するようになったのも、こいつのせいかもしれない。従兄弟が集まるといつもおやつの争奪戦があった。

　ひとりっ子だった私は、この家で生存競争を学んだのだ。

　サンダルを脱いで居間に上がると、涼太は颯介に近寄り、軽く頭を下げる。

「従兄の秋月涼太です。よろしく」

「藤堂颯介です。こちらこそよろしく」

　颯介がにこやかに挨拶を返す。

　なんだろう。このふたりの間に流れる微妙な空気。なんかピリピリしてない？　男同士ってこんな感じなのかな？

　それから、夕飯はお寿司の出前を取り、和やかな時間が流れる。

　颯介はみんなの中にすっかり溶け込んでいて、会話の中心にいた。

　田舎の農家の家に颯介がいる。なんともミスマッチな光景だが、こいつの魅力がそれを忘れさせる。

　一名を除いては、みんな颯介の話に夢中だった。そう、涼太を除いては……。

　涼太は颯介の話にニコリともせず、高いネタのお寿司ばかりを黙々と食べていた。

　何が気に入らないのか……。ほんと、協調性のないヤツ。

　それから、颯介、私の順でお風呂に入り、颯介のいる客間に戻ろうとすると、涼太がどこか沈んだ表情で、月を眺めながら縁側でビールを飲んでいた。

　縁側に散乱する空き缶。夕飯の時も結構飲んでたのに、どんだけ飲むんだこいつは。

「あんた、飲みすぎじゃない？　そのくらいでやめといたら？」

　わざわざ声をかけてやったのに、涼太は私をじとっと見ると、ビールの缶をゴクゴクッと一気に飲み干した。

「うるせー。お前の指図は受けねえ」

　頬が赤らんでるし、目も据わってる。この酔っ払いめ。注意して損した。

「はいはい。勝手に酔いつぶれてろ」

　こんなヤツ放っておいて早く寝よう。

　涼太を一瞥して客間に戻ろうとすると、こいつに突然背後から腕をつかまれた。

「ちょっ!!　痛い!!」

　顔をしかめて涼太に文句を言うが、こいつは私の腕を離さない。

「待てよ。お前も付き合えよ」

　涼太が乱暴に私を引っ張り、私は涼太と向き合わされた。

「はあ？　なんで私が？」

　私は片眉を上げ、涼太に冷たい視線を投げる。

　こんな酔っ払いの相手なんてゴメンだ。

「……お前、あいつと本当に結婚するのか？」

　切せっ羽ぱ詰まった様子で私にそう問いかけると、涼太はチラリと私の左手の薬指に目をやった。

「涼太、痛い！　手を放しなさいよ！」

　痛みに顔を歪め、私は涼太を非難する。

「質問に答えろよ。あいつ風間物産の社長なんだってな。おまけに国会議員の息子ときてる。サラブレッドを捕まえて満足かもしれないが、騙されてるんじゃないのか？　あの顔だし、女に苦労はしてないだろ？」

　涼太は颯介のことを揶や揄ゆして、フンと鼻で笑う。

　こいつ……颯介が自分よりもすごい男だからって、嫉しっ妬としてるの？

　昔からプライドだけは高かったよね。でも、私に絡まないでよ。

「あんた、バカ？　結婚するからこうして挨拶しに来たんでしょうが！　どっちにしろあんたには関係ないわよ！」

　声をあげて涼太の手を振りほどこうとするが、こいつの力が強すぎてなかなか振りほどけない。

「関係ないだあ？」

　私の言葉に、涼太の目が不穏な色に変わる。

　……なんか、ヤバいかも。私……地雷踏んだ？　でも、なんで？

「お前が結婚なんて生意気なんだよ」

　……『生意気』って……意味不明。

　これだから酔っ払いは嫌いだ。

「悔しかったら、あんたもいい女見つけて結婚すればいいでしょう？」

　冷ややかな目で言い返せば、涼太は声を荒らげ、私を押し倒した。

「うるせー！　お前見てるとイライラすんだよ！」

　言動は乱暴なのに、涼太はなぜか苦悶の表情を浮かべていて、私は一瞬息を呑んだが、すぐに気を取り直した。

「ちょっと!!　重いし、酒臭い!!　どきなさいよ！」

　キッと睨みつけて文句を言えば、涼太が急に顔を近づけてきて……。

　涼太？　まさか、キスする気？

「やめなさいよ！　もう、何考えてるのよ！」

　股間を蹴り上げようとしたが、涼太に両腕をつかまれ、身体を組み敷かれた。

「女のお前が俺に勝てるかよ」

　涼太がバカにしたように、「ハハッ」と私を嘲笑う。

「じ……冗談はやめてよ」

　この状況に動揺して声が裏返る。

「冗談じゃなかったら？」

　涼太の凄みのある目が私を捕らえる。

　こいつ……酔ってるんだよね？　でも、これは酔っ払いの目じゃない。このままだとマズい……。涼太にキスされる。こいつ一体何考えてるの！

　涼太の吐息が私の頬にかかり、私はゴクリと唾を飲んだ。もう身体を動かすことはできない。

「り……涼太、ふざけるのもいい加減にしなさいよ」

　言葉で抵抗するのが精一杯で、自分の力のなさを痛感する。

　それと同時に、空き巣に襲われた時のことがフラッシュバックしてきて、私はパニックになった。

　従兄なのに……怖い!!　誰か……助けて！　颯介、お願い来て！

　目を見開いたまま涼太の顔を見ていると、何かが飛んできてこいつの頭を直撃した。

「いてっ！」

　涼太が呻いて頭を押さえる。

　パコッ、コロコロ、と音がして縁側に転がる物体を見れば、それはビールの空缶で、投げたのは……。

「ごめん。転がってたから、つい投げてみたくなってね」

　悪魔のような笑みを浮かべた颯介だった。口調は丁寧だけど、声が冷たいし、禍まが々まがしいオーラ全開だ。

　怖い。怖いよ、この笑顔。

　こういう笑顔の時の颯介は、すごく怒っている。

「酔ってるとしても、悪ふざけが過ぎるんじゃないかな？」

　颯介は絶対零度の眼差しで涼太を見据えると、涼太の着ていたＴシャツをつかんで私から引き剥はがす。

　私はそんなふたりを呆然と見ていた。涼太に組み敷かれたショックで身体がすぐに動かなかったのだ。

「俺は……ただつまずいただけだ」

　涼太は颯介の手を乱暴に払いのけると、ムッとしながら言い訳する。

　嘘をつけ！　人を組み敷いたくせに！

　私は、涼太をキッと睨みつけることしかできない。

　颯介はそんな私の手をつかんで、立ち上がらせた。

「沙羅、先に戻ってて」

　顔は笑顔だけど、有無を言わせぬその眼差しに、私は黙って頷く。

　チラリと涼太に目を向けると、私はあとのことは颯介に任せて客間に戻った。

　まだ身体が強張っている。畳に敷かれた布団にダイブすると、私はそのまま顔を枕にうずめた。

　颯介が現れなかったらマジでヤバかった……あのまま涼太にキスされていたかもしれない。

　酔っているとはいえ、私にあんなことをしてくるなんて何考えてるんだか……。いや、何も考えてないから酔っ払いなのか？

　明日の朝起きたら、涼太を一発殴ってやらなきゃ気が済まない。

　私にこんなに怖い思いをさせて……酔っ払ってたからってなんでも許されると思わないでよ。

　颯介が助けてくれなかったらと考えると、身体がゾクッとする。せっかくお風呂に入ったのに、嫌な汗をかいてしまった。

「大丈夫だった？」

　いつの間に戻ってきたのか、颯介が私の肩に手を置く。

「……うん、大丈夫。ちょっとビックリしたけど、子供の頃から、あいつはやたらと私に突っかかってきてたのよね」

　私が颯介を見上げると、こいつはフッと笑った。

「へえ、そうなんだ。声が聞こえたから、気になってね」

　颯介が間に合ってくれて、本当によかったと思う。

　あと一分でも現れるのが遅かったら……最悪の帰省になっていたかも……。

　婚約者以外の男性……しかも、従兄にキスされるなんて最悪だ。

　私が部屋に戻ってから、ふたりはどうしたのだろう？

　颯介がそのまま涼太を見逃すとは思えないけど……。颯介だって私がキスされそうになったのはわかったはずだ。食事に誘ってくれただけの和久井さんの時だって、結構扱いがひどかったし……。

「涼太はどうしたの？」

　気になってそう聞けば、颯介は平然とした顔で答えた。

「大人しく部屋に戻ったよ。大丈夫。彼はものわかりがよかったよ」

　……あの涼太が大人しく？　嘘だ!!　絶対、あんた何かしたでしょう？

　私は疑いの眼差しで颯介を見る。

「……ボコボコにはしてないわよね？」

　こいつにボコボコにされたら、朝、それを見た両親たちが大騒ぎするに違いない。

「これから親戚になるんだし、そんな野蛮なことはしないよ」

　クスッと笑うが、その笑顔が怪しい。

　……これ以上は詮索するな、ということか。

「その話はもうおしまい。それより、せっかく助けてあげたのに、何かお礼はないのかな？」

　ニッコリ笑って颯介が自分の唇を指差す。

　キスの催促!!

「……無茶ぶりしないでよ」

　私はほのかに赤くなりながら、上目遣いで颯介を見上げる。

「俺、今日は結構いい婚約者だったと思うけど」

　ニコニコ、ニコニコ。まだキスを催促するか！

〝いい婚約者〟って……あんたが私を起こしてここまで連れてきたんじゃない。

　それに……。

「いい婚約者役を演じるのってあんたの十お八は番こでしょ？」

「婚姻届の証人欄に、沙羅のお父さんのサインもいただいたんだけど」

　……いつの間に、お父さんからサインなんてもらってたんだろう？

　相変わらず仕事が早いヤツ。

「月曜日の朝、会社行く前に区役所に提出しようか？　そしたら、藤堂沙羅になる。今夜みたいなことが起こるのは嫌だし。早く沙羅を自分のものにしたい」

　颯介の真剣な顔。さっきのを見て、颯介も不安に思ったのだろうか？　この完全無欠の颯介が……。

　そういえば、前に琴音さんが颯介の弱点があるとすれば私だ、って言ってたな。

　そう思うとなんだか嬉しくなる。私って……すごくこいつに愛されてる。

「……いいわよ」

　ボソッと呟いて、颯介に口づける。

　柔らかくて温かいその唇。こうしてふたり一緒にいる時が一番幸せ。

　キスが終わると、颯介が私の目を見てニヤリとした。

「彼女の実家でキスってスリルあるね」

「バカ」

　私が颯介の目を見てそう呟くと、こいつは面白そうに微笑んで私にキスをした。

　幸せな時間。

　私はもうすぐ颯介と結婚する。もう誰にも文句は言わせない。

　月曜になれば、私は藤堂沙羅になる。

　結婚は始まり。颯介と一緒に歩んでいく未来。こいつと一緒なら、私はもっと強くなれる。




　翌朝、玄関でみんなに挨拶して、父が運転する車に乗り込もうとすると、祖母がスーパーの袋に入れたナスとトマトを差し出してきた。

「おばあちゃん、ありがとう」

　私が礼を言って袋を受け取ろうとすると、横から颯介の手が伸びてきて私の代わりに袋を受け取った。

「ありがとうございます。嬉しいです」

　颯介がお礼の意味を込めて祖母の手をそっと握ると、祖母は満足げに微笑んだ。

「今夜は麻マー婆ボーナスにトマトサラダかな」

　野菜を土産にもらってご機嫌の颯介が、今日の夕飯のメニューを考えながら、私に向かって楽しげに笑う。

　彼とここに来てよかった。愛想笑いでもないし、颯介は本当に喜んでいるようだ。

　今度こそと車に乗り込もうとすれば、今度は涼太に呼び止められた。

「おい、颯介。これやるよ」

　涼太は白い紙袋を颯介に手渡すと、何やら颯介に耳打ちする。すると、颯介は「わかった。すごく嬉しいよ」と言って頷いた。

　何を涼太からもらったんだろう？　それに、涼太が颯介のこと、名前で呼んだ。

　このひと晩でこのふたり、なんか親密になってない？　まあ、険悪になるよりはいいか。

「昨日はよくもあんなことしてくれたわね！」

　不思議に思いながらも、私は涼太に近寄り、こいつのみぞおちに一発食らわせた。

「うっ、いてっ！」

　涼太が身を屈めながら呻く。

　ん？　そんなに強くは殴ってないんだけど……。大げさすぎない？

「痛がりすぎよ。私はそんな怪力じゃないわよ！」

　私がムッとすると、涼太はボソッと呟いた。

「昨日、お前の婚約者からも、キツイのを二発みぞおちにもらったんだよ。お前ら、お似合いだよ」

　涼太は腹部を押さえながら、痛そうに顔をしかめる。

　え？　颯介に？

　驚いて颯介を振り返れば、彼はニヤリと口の端を上げた。

　……どうりで大人しくなるはずだ。

「たいした男だよ。……幸せにしてもらえよ」

「当然よ」

　涼太の言葉にニッコリ微笑んで、こいつの背中をバシッと叩く。

「いてえ!!」

「あんたも悔しかったら、いい嫁見つけなさいよ！」

　私なりのエールを送り、颯介と一緒に車に乗り込む。

「ねえ、涼太に何もらったの？」

「まだ発売されてない有栖川 尊の最新作。俺、結構あいつの小説好きなんだよね。英訳も出てるし。イギリスのブッカー賞も夢じゃないかもしれないな」

「……あのケチな涼太がよくくれたわね」

　いつの間にそんなに仲良くなったんだ？　男って……よくわからない。

「まあ結婚祝いってとこかな」

　颯介が私に向かってニッコリ微笑む。この笑顔は最強。

　さすがの涼太もこいつには敵わないらしい。

「また遊びに来ます」

　運転席の父に颯介が声をかける。

　父はすごく嬉しそうだった。

　私も……颯介のその言葉を聞いて、こいつのことがもっと好きになる。

　優しくて、強くて、私が選んだ最高の婚約者だ。










素敵な結婚祝い［颯介ＳＩＤＥ］




　沙羅のご両親に挨拶をする。今日は俺にとって特別な日。

　彼女の家族はみんな快く俺を迎えてくれた。

　あいつを除いては……。

　向こうから挨拶はしてくれたが、なんともその目は挑戦的で……。会ってすぐにわかった。こいつは……沙羅が好きなんだと。

　秋月涼太の沙羅への態度はかなり挑発的だが、時折見せるちょっと切なそうな表情を見ていると、不器用なヤツなんだと思った。

　だが、沙羅はやれない。

　注意してヤツの様子を窺っていたが、沙羅が風呂から戻る時にヤツは行動を起こした。客間でスマホを見ていた俺は、沙羅がヤツと言い争う声を聞いて、すぐに部屋を飛び出した。

　声のする縁側のほうへ向かうと、沙羅が涼太に組み敷かれていて……。

　カッと頭に血が上って足元に転がっていた空き缶を拾うと、迷わず涼太の頭目がけて投げた。

　缶は見事、ヤツの頭に命中。

　俺は怒りを抑えながら、涼太に声をかけた。

　こんなに余裕がない自分は、初めてかもしれない。

「ごめん。転がってたから、つい投げてみたくなってね」

　俺は悪魔のように微笑んで、涼太を見据える。

　自分の大事な女に手を出されて、平気な男はいない。

「酔ってるとしても、悪ふざけが過ぎるんじゃないかな？」

　冷ややかな眼差しで涼太を見て沙羅から引き剥がせば、こいつは俺の手を払いのけて下手な言い訳をした。

　このままで済むと思うなよ。

　俺は呆然としている沙羅の手をつかんで立ち上がらせると、彼女を安心させるように笑顔で言った。

「沙羅、先に戻ってて」

　顔が青白かったから、空き巣に襲われた時のことを思い出したのかもしれない。沙羅は自分ですぐに立ち上がらなかったし、顔も強張っていた。早く部屋に戻らせたほうがいい。

　それに、聞こえてきた沙羅と涼太の会話からすると、彼女は涼太が自分のことを好きだとは、気づいていないらしい。

　余計なことは知らないほうがいいだろう。知ってしまえばきっと困惑するに違いない。

　沙羅が客間に戻ると、俺は涼太と向き合った。

「もう酔いは醒さめたんじゃないか？　今夜はやけ酒のつもりだった？」

　涼太を見据えて皮肉を言うと、こいつは目を細めて俺を睨みつけ、声を荒らげた。

「うるせー、お前には関係ないだろ！」

「関係ないわけないよね？　人の婚約者に手を出そうとしたのは誰だっけ？」

　涼太を睨みつけて冷ややかに言えば、こいつは俺から目を逸らした。

「人のものになると思ったら、急に沙羅が惜しくなった？」

「黙れよ！」

　涼太が声を荒らげるが、俺はやめなかった。

「耳に痛いか？　酔った勢いで好きな女を襲うなんて、最低じゃないかな？　沙羅が怖がってたのがわからないのか？　少しは痛みを味わえよ」

　凄みのある声で涼太に告げると、俺はこいつのみぞおちにパンチを一発、力一杯食らわせた。

　腹筋を締める余裕もなかったのか、こいつは身を屈めながらゲホゲホと咳せき込む。

「いてえよ。……お前……やりすぎだろ？」

　涼太が抗議するが、俺は鼻で笑い飛ばした。

「俺の怒りに比例してるんだよ。人のものに手を出すお前が悪い」

「……俺からすれば、お前が俺のものに手を出したんだ」

　涼太がボソッと呟く。

「〝俺のもの〟ねえ？　沙羅に気持ちも伝えてないくせに？　そんな子供みたいにいじめるだけじゃ、あいつに気持ちなんて一生伝わらないよ。沙羅が色恋沙ざ汰たに疎うといの知ってるよね？」

「……うるさい」

　腹部を押さえ、俺を睨みつけながら、涼太はゆっくりと上体を起こす。

「時間はたっぷりあったはずだ。告白もできないヘタレに沙羅をやれると思う？」

　俺はネチネチと涼太を言葉でいたぶる。

「うるせぇよ！　手を出して悪かったな！」

　涼太が逆ギレして、俺にガンをつけてくる。

「それで謝ってるつもり？　別に謝罪の言葉なんていらないけど、その態度はないな。まだ足りないみたいだね」

　冷たい微笑を浮かべて、涼太のみぞおちを思い切り膝ひざ蹴りする。

「うっ!!」

　涼太が呻きながらしゃがみ込む。そんなこいつを眺めながら俺は口角を上げた。

「次はどこがいい？　顔面？　それとも頭？」

「ああ、もう、悪かったよ。……たく、お前……喧嘩も強そうだな。なんでも持っててムカつく」

　涼太は痛みで顔を歪めながら壁にもたれかかると、ハーッと深く息をついた。

「褒め言葉と受け取っておくよ。沙羅は俺が幸せにするから安心していい」

「……つくづく嫌味な男だな」

　お腹を押さえながら、涼太がヨロヨロと立ち上がる。

「これに懲りて、沙羅に手を出さないことだね。次に手を出そうとしたら、命の保証はないよ」

　悪魔のように残忍な笑みを浮かべると、それを見た涼太がゴクリと唾を飲む。

　多分、これで大丈夫だろう。

　踵きびすを返して沙羅のところに戻ろうとすると、涼太に呼び止められた。

「おい、あいつ……泣かすなよ」

　涼太のほうを振り返り、ニッコリ微笑みながらこいつの言葉を訂正する。

「颯介だよ。『おい』って名前じゃない」

　沙羅を大事に思う気持ちは、こいつも俺と同じはず。これから親戚になるんだし、許してやろうと思った。

「……お前……」

　俺の言葉に驚いたのか、涼太が目を見開く。

「だから、名前で呼べよ、涼太」

　親しげにそう呼ぶと、こいつは呆気に取られた顔をした。

「俺、有栖川 尊の小説、結構好きなんだ」

　口元に笑みをたたえながらそう告げて、俺は沙羅の待つ部屋に戻る。

　次に会う時は、涼太ともっと語り合うことができるかもしれない。

　部屋に戻ると、彼女は布団の上でうつ伏せになっていた。

　注意深く沙羅の様子を窺う。

　さっきのショックからはだいぶ立ち直ったようだが、完全ではない。

　俺は沙羅を軽くからかって、キスを要求する。

　彼女は最初は恥ずかしがったが、最終的には俺に優しく口づけた。

　涼太には偉そうなことを言ったけど……誠司に言われなかったら俺も沙羅への気持ちに気づかず、彼女をほかの男に取られていたかもしれない。

　今……沙羅が腕の中にいる。それがどんなに幸せなことか……。

　誠司には感謝しないといけないな。あいつには何か土産でも買っておくか。

　その夜は、沙羅をずっと背後から抱きしめたまま眠った。彼女の実家で過ごすいつもとちょっと違う夜。

　もっと沙羅を大事にしたい。ずっとそばにいて守りたい……。それは、俺の最優先事項で……俺の一番のワガママかもしれない。

　俺の最愛の眠り姫は今、夢の中。

　彼女の寝顔を見守りながら、俺も安心して眠りにつく。

　それが、この上なく贅沢な俺の至福の時間……。彼女といられるこのひとときをずっと大切にしたい。




　翌朝、沙羅と車に乗り込もうとすると、涼太に呼び止められた。

「おい、颯介。これやるよ」

　涼太が白い紙袋を俺に手渡して、耳打ちした。

「沙羅には読ませるなよ」

　チラリと紙袋の中を見れば、それは単行本で……。

　ああ、有栖川 尊の本。

「わかった。すごく嬉しいよ」

　涼太の言葉にニッコリ笑って頷く。

　俺にこの本をくれるということは、少しは俺のことを認めてくれたのだろうか？

「昨日はよくもあんなことしてくれたわね！」

　沙羅があいつに近づいて、涼太のみぞおちに一発ぶち込む。

　それを目まの当たりにした俺は、思わず噴き出してしまった。

　お見事。

　涼太は痛みをこらえながら、身を屈める。

　俺のも昨日二発食らってるし、かなり痛いだろうな、あれは。

　きっと、腹にすごい痣あざができているはずだ。

　そんな事情を知らない沙羅が、涼太の反応にムッとした。

「痛がりすぎよ。私はそんな怪力じゃないわよ！」

「昨日、お前の婚約者からも、キツイのを二発みぞおちにもらったんだよ。お前ら、お似合いだよ」

　お似合いか。

　涼太の言葉にちょっと嬉しくなる自分がいる。

　そう。俺たちは最強のコンビだ。誰にも負けない。




　東京に向かう帰りの新幹線の中で、俺は涼太にもらった小説を読む。

　沙羅は俺の隣で規則正しい寝息をたてながら夢の中。

　読む前からなんとなく予感はしていた。この小説は、涼太と沙羅がモデルなんじゃないかって。

　予感は見事的中。

　小さい頃、好きな女の子をいじめていた医師である主人公が、十年後にその女の子と再会。だが、女の子はガンに侵されていて……。余命がわかっていながらも、またその女の子を好きになっていく主人公。だが、彼は自分の想いを告げないまま、医師として彼女を看取る道を選ぶ。

　ガンと向き合って戦う女の子は意志が強くて、前向きに生きていて……立場は違うけど、沙羅そのものだった。主人公の医師も不器用で意地っ張りのところが、涼太に似ている。

「『沙羅には読ませるな』……か。まあ、『自分は沙羅が好きだ』って小説で告白してるようなものだからね」

　確かにこの小説は沙羅に見せられないし、見せたくない。このことは俺の胸の中にしまっておこう。

　俺は静かに小説をバッグの中にしまうと、沙羅の肩に手を回して抱き寄せた。

　東京に戻れば、また慌ただしい日常が待っている。

　だが、明日は婚姻届を沙羅と一緒に区役所に出す日。身が引き締まる思いがする。

「アメリカにいる第二の父にも、知らせておかないとな」

　ジョージの顔を思い出し、フッと笑う。

　知らせておかないと怒るしね。

　明日俺たちは結婚する。紙切れ一枚提出するだけなのに、家族が……親戚が増える。人の縁とは不思議なものだ。

　高校の時に沙羅と出会うことがなければ、福井のご両親に会うことも……涼太に会うこともなかっただろう。

「明日、会社が終わったら結婚指輪を買いに行かないとな」

　沙羅の左手を持ち、婚約指輪にチュッと軽く口づける。

　それでも、安心したようにぐっすり眠る彼女を見て、自然と笑みがこぼれる。酒を飲んでなくても、こうして無防備な姿を見られるのは嬉しい。

　沙羅と一緒にいると昨日よりも今日、今日より明日……もっともっと彼女が好きになる。人を愛する気持ちって無限なのかもしれない。




　入籍から一週間後。

　郵便物をチェックしていると、ある封書が俺の目にとまった。

　ゴールドで縁取られたキレイな封筒に、赤い鷹たかのシーリングスタンプで封がしてある。

「それ、誰から？」

　そばにいた沙羅が横から封書に目を向けてきた。

「ジョージからだよ。きっと結婚祝いのカードじゃないかな？」

　封を切って中を覗けば、一枚の青いカードと写真があって……取り出してカードを開くと、驚きの言葉がそこに書かれていた。

　……ジョージらしい結婚祝いだなあって思う。

「ジョージ、なんて書いてきたの？」

「俺たちに別荘をくれるって」

　俺が微笑しながら告げると、沙羅は目を丸くした。

「別荘をくれる？　招待するの間違いじゃないの？」

「ギリシャのサントリーニ島の別荘だってさ。エーゲ海が一望できる場所にあるらしいよ」

　俺は一緒に入っていた別荘の写真を、沙羅に見せる。

　キレイな別荘で、背後には青いエーゲ海が写っていた。

「……世界のセレブってやっぱり違うわね。信じられない」

　写真を食い入るように見つめながら、沙羅が素直な感想を漏らす。

「新婚旅行はサントリーニ島かな」

　俺は写真を見ている沙羅に顔を寄せ、楽しげに頬を緩めた。







特別書き下ろし番外編










ふたりで甘いハネムーンを




「あ～あ、ファーストクラスに乗りたかったな」

　飛行機の窓から東京の夜景を眺め、私は嘆たん息そくした。

　時刻は午前〇時過ぎ。プリンスを颯介の実家に預け、私と颯介は今、ギリシャに向かう飛行機に乗っている。

　もう七月下旬。颯介と入籍して、早いもので一年近くになる。結婚はしたけど、私は仕事を続けていて、今も社長である颯介の秘書をしている。

　去年の夏にジョージから結婚祝いの別荘をいただいたけど、颯介の仕事が忙しくて長期の休みが取れず、私たちのハネムーンは延び延びになっていた。

　やっと休みの目め処どがついたのは今年の六月の終わりで、すぐに飛行機のチケットを手配して、念願のファーストクラスのチケットを入手した。

　颯介がとろけるような笑顔で言ったのだ。

『せっかくのハネムーンなんだから、ファーストクラスで行こう』って。

　海外旅行は初めての私。庶民の夢――ファーストクラスはずっと憧れだった。

　どんなシートでどんなサービスを受けられるんだろう……って期待してたのに、大きなプロジェクトの交渉がもめて、颯介のスケジュールに変更が……。

　結局、予定より一週間遅れの出発となってしまった新婚旅行。

　飛行機のチケットを手配し直すも、夏休みに入ってしまい、ファーストクラスの空きがひとつしかなくて、キャンセルが出たビジネスクラスを泣く泣く予約。

　そりゃあビジネスクラスだってすごいかもしれないけど、やっぱりファーストクラスのほうが桁違いにいいって思うじゃない？

「新婚旅行なんだから、そんなムスッとした顔しない。帰りはファーストクラスだし、ビジネスクラスだって、それなりにいいよ。それに……」

　通路側に座っている颯介が、言葉を切って私の頬に優しく触れる。

「ファーストクラスだと個室みたいになってて、こんな風に沙羅に触れられない」

　颯介の甘い微笑に私の心臓がトクンと高鳴る。

　この男は結婚しても、色気がどんどん増している気がする。

　ダメよ、流されるな。私は怒ってるんだから。

　むくれているのは、ファーストクラスの予約を取れなかったせいだけではない。ここ最近の颯介の様子がおかしいからだ。

　私に隠れて誰かとこそこそ電話でやり取りしたり、会ったりしている。

　忙しくて、今日の午前中まで仕事をしていたのは仕方がない。でも、仕事を終えると『ちょっと友人と約束してるから。二、三時間くらいで戻る』と、止める間もなく私の口に軽くキスをして、行ってしまった颯介。

　結局、彼が戻ってきたのは羽はね田だ空港に向かう直前で、彼のスーツからは微かに甘くてスパイシーな香水の残り香がした。女と会っていたのは間違いない。

　ハネムーンの出発日に会う友人って誰よ！

　颯介に限って浮気ってことはないかもしれないけど、こいつは超絶イケメンであるがゆえに無駄にモテる。

　残り香が移るくらい女性が颯介に近づいたのかと思うと……心中穏やかではない。それなのに、当の颯介は平然としているのだ。それが余計許せない。

　颯介から目を逸らし、プイと横を向いてまた夜景を見る。

　キレイな宝石のような夜景が、だんだん遠くなっていく。

「姫はご機嫌斜めだな」

　わざとらしくため息をつき、飲み物のメニュー表を眺める颯介。

　シートベルト着用のサインが消えて十分ほど経過した頃、ファーストクラスのほうからひとりの乗客がやってきた。

　真っ白なホルターネックのサンドレスを着た、三十才ぐらいの金髪美女。男性を悩殺するようなメリハリのある身体に、プラチナブロンドの長い髪。

　彼女が近くを通ると、フワッと覚えのある香りが漂った。

　え？　この香り……まさか？

　驚いて顔を上げ、香りの主を凝視する。

　うわっ、この人……ハリウッド女優のアリー・クロフォードだ。確か新作映画のプロモーションのために、来日してたはず……。

「なんで……」

　なんで颯介のスーツから、彼女と同じ香りがしたの？

　驚愕していると、彼女は何かを見つけて目を輝かせた。

「ソウスケ、探したわよ！」

　メニュー表から顔を上げた颯介に、アリー・クロフォードが英語で話しかけ、人目もはばからず抱きつく。

　嘘……。本当にアリー・クロフォードと会ってたわけ？　まさか元カノじゃないでしょうね？

　ショックのあまり呆然とふたりを眺める。

「どうしてファーストクラスにいないのよ。違う飛行機に乗ったかと思ったじゃない」

　キレイなローズ色のマニキュアを施した手で、アリー・クロフォードが口を尖らせながら颯介の胸板に親しげに触れる。

　……ちょっと、颯介は私の旦那なのよ。何勝手に触ってんのよ。

　そう文句を言ってやろうと口を開きかけた時、アリー・クロフォードは颯介から離れ、彼の通路を挟んだ向こう側の席に座っている二十代くらいの男性に声をかけた。

「ねえ、彼、私の主治医なの。私、飛行機に乗ると緊張して過呼吸になることがあって……彼がそばにいてくれないと困るのよ。申し訳ないけど、ファーストクラスの私の席と変わってくださらない？」

　アリー・クロフォードは美しい微笑を浮かべ、彼の手にそっと触れた。

「お・ね・が・い」

　女の色香が漂う悩殺力抜群の微笑みに、その男性は即座にノックアウト。彼女の顔を見つめながら、コクコク頷いて席を立つ。

　颯介がいつ医者になったのよ！

　そうツッコんでもよかったのに、彼女の微笑の破壊力に私は呆気に取られた。

　さすがセクシー女優。男を意のままに操る術すべは、見事としか言いようがない。

　アリー・クロフォードは両手で彼の手をつかんで、笑顔でニッコリと礼を言った。

「ありがとう。助かるわ」

　男性乗客は息を呑み、しばらくの間彼女に陶酔したかのようにトロンとした目で彼女を見つめる。

　その間、アリー・クロフォードは近くにいたキャビンアテンダントに目を向け、視線で〝いいわね？〟と確認を取った。

　男性が名残惜しげにアリー・クロフォードから離れて、ファーストクラスの席に向かうと、彼女は空いた席に座り、颯介に話しかけた。

「理解のある人がいてよかったわ。退屈しなくて済みそうね」

　アリー・クロフォードがクスッと嬉しそうに笑う。

　私の存在を無視して目を合わせようとしない彼女の態度に、私は顔をしかめた。

「ちょっと、颯介。一体、彼女とどういう関係なの？」

　眉間にシワを寄せ、声を潜めながら颯介に聞くと、彼はいつもと変わらぬ涼しげな様子で答えた。

「もうわかってるだろうけど、彼女はアリー・クロフォード。アリーはアメリカにいた頃の知り合いだよ」

『知り合い』とは便利な言葉だ。

　あえて友人とか言わないところが怪しい。彼女との親しげな様子……本当は知り合い以上じゃないの？　曖昧な言葉でごまかさないでよ。

　私は疑わしげに眉をひそめた。

　今だってアリーは颯介の腕に馴なれ馴なれしく触れている。これでは、どちらが颯介の奥さんかわからない。

　私が颯介の妻なのに……。あ～、胸の中がモヤモヤする。直接文句を言ってやりたいけど、恋愛に関しては経験値が低いからか、どうしても臆病になって、いつものように強気に出られない。

　憎らしげに彼女を睨むと、それを見た颯介が楽しげに笑った。

「沙羅、ひょっとして妬いてる？」

「誰が！」

　カッとなって目を吊り上げると、私たちのやり取りを見ていたアリーが割って入ってきた。

「ねえ、彼女がソウスケの奥さんなの？　結構地味ね。こういうのが好みだったの？」

　値踏みするような目で私を見ると、アリーは『私のほうが美人ね』と言わんばかりに、意地悪な笑みを浮かべる。

「アリー、沙羅は僕の最愛の妻だよ。〝地味〟じゃなくて〝奥ゆかしい〟って言うんだ」

　颯介はそうにこやかに訂正すると、私の手を取りチュッと恭うやうやしく口づける。それを目の当たりにしたアリーは、不機嫌そうに目を細めた。

　周囲の視線をひしひしと感じる。

　なんか……颯介を私とアリーが取り合ってるみたいじゃない！　それに……みんなかわいそうな子でも見るような目を私に向けてきて……。

　でも……同情される覚えはない。何度も言うが、颯介と結婚してるのはこの私なのだ。

　颯介も、颯介よ。楽しそうに、アリーの相手なんかして！

　気分を害した私は手元にあった飲み物のメニュー表を見ると、キャビンアテンダントを呼んでシャンパンを頼んだ。

　飲まなきゃ、やってられない。

　キャビンアテンダントが持ってきたシャンパンをゴクゴクと一気に飲み干すと、私は間を置かずにお代わりを頼んだ。

「沙羅、飛行機だと酔いが回りやすいよ。一杯でやめておいたほうがいい」

　颯介がやんわりと私を止めるけど、私は聞く耳を持たなかった。

「私の身体のことは、私が一番よく知ってるわよ！」

　ムキになってそう言い張って、グラスをグイッとあおると、喉がスカッとした。

　その快感をまた味わおうとしてまたシャンパンを頼もうとすると、颯介が眉根を寄せながら首を横に振った。

「もうそれ以上はダメだ。飛行機の中で醜態をさらす気か？　沙羅は酔いつぶれると脱ぐだろう？　ほかの人に沙羅の裸なんて見せたくないんだけど」

　颯介に甘い眼差しで説き伏せられ、渋々諦めるが、私の怒りは収まらない。

「なんでこの女も一緒なの？」

　私は颯介の腕をつかみ、声を潜めて文句を言う。

「ソウスケ、そんな短気な奥さんなんか放っておきなさいよ。ソウスケならもっといい女がお似合いなのに。私みたいな」

　アリーの真っ赤なルージュを引いた唇が、キレイな弧を描く。

「それはどうかな？　僕では未熟でアリーのお相手にもならないと思うよ」

　颯介が謙遜してみせるが、アリーはそれを拒絶とは受け取らなかったらしい。颯介の腕に手を絡め、私をじっと見ながら彼の耳元で何か囁く。

　……この女、本気で颯介狙ってるの？　まるで獲物に絡みつくヘビみたい。

　颯介はクスッと笑って、フランス語でアリーに何か言葉を返した。

　なんで急にフランス語に切り替えるの!?　彼の意図がわからない。

　颯介の言葉を聞いて、彼女の頬がピンク色に染まる。

　それからふたりはフランス語で話し始めて……私は完全に放置された。

　英語なら会話の内容がわかるけど、フランス語だとチンプンカンプンだ。颯介はそれを知ってるのに……許せない。

　途中、『ジョージ』って名前が何度か出てきたけど、それしか聞き取れなくて、無性に腹が立った。

　もう、ふたりで勝手にイチャイチャしてなさいよ！

　私はキャビンアテンダントにブランケットを持ってきてもらうと、シートを倒し、颯介に背を向けてふて寝する。

　でも、目を閉じてもふたりの耳障りな会話が耳に入ってきて、なかなか眠れない。

　身じろぎしていると、颯介の手が伸びてきて私の頭をゆっくり撫でた。

　……私の相手は片手間なわけ？　新婚旅行を楽しみにしていた私がバカみたい。

　私と結婚したのは、アリーとの恋愛を隠すための、カモフラージュなんじゃないの？

　考えれば考えるほど、マイナスな思考しか浮かばない。

　あ～、こんなにウジウジするの、私らしくない。颯介のバカ！　この浮気者！

　そう何度も何度も心の中で罵っているうちに睡魔が襲ってきて、私は意識を手放した。




　二十時間のフライトを終え、無事にアテネに到着。直行便がなくて途中、ドバイで飛行機を乗り継いだけど、アリーは相変わらず颯介にべったりだった。

　そんなふたりを冷ややかに眺め、ひとりスタスタと飛行機を降りる私。

　私たちの目的地のサントリーニ島は、アテネからさらに飛行機で一時間ほどかかる。

　入国審査を済ませて荷物を受け取ると、ジョージが手配したのかスーツ姿の男性が現れ、颯介に声をかけた。

「藤堂颯介様ですね。お待ちしておりました、こちらへ」

　流暢な日本語を話す男性のあとについて、ターミナルを移動すると、そこには〝アダムス石油〟と大きく書かれた飛行機があって、私は目を大きく見開いた。

「……すごい。自家用ジェット機って、さすが世界のセレブ」

　思わず感嘆の声を漏らすと、颯介が横でフッと微笑した。

「中もすごいよ。きっと気に入ると思う」

　ジョージの腹心の部下だった颯介は、何度もこの飛行機に乗っているのだろう。

　ゲートを通って、ジョージが用意してくれた飛行機に乗り込む。

　まばゆいばかりのシャンデリアにフカフカの絨毯。ひと目で高級だとわかるレザーのシートが八席に、ソファにテーブルにベッド……くつろぎの空間だ。

「……空飛ぶホテル」

　内装に驚きながらそう呟くと、後ろにいたアリーがバカにしたようにフンと鼻で笑った。

「こんなの珍しくないわよ」

　そりゃあ、あんたはハリウッド女優ですものね。これが、あんたにはスタンダードなんでしょうよ。でも、なんでここまでついてくるのよ！

「彼女、ずっと一緒なの？」

　横にいる颯介の腕を引っ張り、私は口を尖らせた。

「とりあえず、サントリーニ島までは一緒かな」

　颯介はしれっとした顔で、呑気にもそんなセリフを吐く。

「……なんで新婚旅行を、こんな女に邪魔されなきゃいけないわけ？」

　イライラが募って我慢できなかった私は、後ろを振り返り、憎らしげにアリーを指差した。

「沙羅、落ち着いて。まだ一週間あるんだから、ふたりでゆっくりする時間はたっぷりあるよ」

　颯介が意味ありげに呟いて、私の頬を優しく撫でる。

「どうだか？　寝室までついてきそう」

　私は皮肉を言って近くのシートに座り、颯介は私の隣に腰を下ろした。

　ふて腐れながら窓の外を眺めていると、客室係の男性がやってきて、飲み物のメニュー表を見せてくれた。

　私が高級そうなシャンパンを頼もうとすると、颯介が「リンゴジュースふたつ頼むよ」と勝手に決めて、メニューを返してしまった。

「シャンパン、飲みたかったのに」

　私は恨めしげに、颯介をじとっと見る。

「まだ午後二時過ぎだよ。今、酔いつぶれたら楽しめないだろう？」

　颯介が穏やかな様子で諭さとすが、私は通路を挟んで向かい側の席に座っているアリーを、憎らしげに見た。

　アリーは颯介を誘惑しようと企んでいるのか、長い足を組んで彼に見せつける。

「楽しもうにも、邪魔者がいるんだけど……」

　そう言って颯介からプイッと顔を背けると、彼は私の顎をつかんで目を合わせた。

「バカだな。俺には沙羅だけだよ」

　颯介は甘く囁いて、私にゆっくり口づける。

　彼がキスを深めようとすると、怒りを含んだ声が飛んできた。

「ちょっと、私の存在を忘れないでくれる？」

　ハッと現実に戻って声のほうを振り向くと、アリーが腰に手を当てて私を睨んでいた。

「ごめん。でも僕たちもハネムーンだから、これくらいは許してほしいな」

　穏やかに言う颯介は、動じた様子もなく余裕の表情。

「ソウスケ、あなたね……」

　悪びれる様子を見せない颯介に、アリーは恨めしげな視線を向ける。

「甘える相手は僕じゃないはずだよ」

　颯介が意味深な言葉を投げると、アリーは急に沈んだ顔になり、黙り込んだ。

　それからはアリーはずっと怖いくらい静かで、私は飛行機を降りるまで平静でいられた。

　午後三時過ぎに飛行機を降りて、迎えの車で別荘に向かう。

　ジョージがプレゼントしてくれた別荘は、サントリーニ島北部であるイア地区の高台にあった。

　紺碧のエーゲ海、雲ひとつない青い空、白く美しい街並みに、サントリーニ島の象徴とも言える、ビザンチン様式の青いドームの教会。

　目に映るものすべてが美しい。

　私たちの別荘も真っ白な建物で、エーゲ海が見渡せた。

　内装も白をメインカラーとしていて、アーチ状の天井やドーム型のバスルームは、まるでおとぎ話の世界のよう。プール付きで、メインのベッドルームには真っ白な天てん蓋がい付きベッド。気分はお姫様だ。

「きゃ～！」

　子供のように大はしゃぎでベッドにダイブすると、あとから寝室に入ってきたアリーが冷たい視線を投げた。

「騒がしいわね」

　刺のある口調にカチンとなる。一気に喜びが半減した。

　まさか本当に寝室にまでついてくるとは……どこまで厚顔無恥なの！

「自分の別荘でくつろいで何がいけないのよ！　それに、部外者がなんでここにまで入ってくるわけ？」

　私が喧嘩腰で文句を言うと、アリーは悪意のある笑みを浮かべた。

「ねえ、ソウスケ。私、ここが気に入ったわ。泊まってもいいでしょう？」

　アリーが颯介の手をつかんで、身体をすり寄せながら猫なで声でお願いする。

「お・ね・が・い」

　アリーの色仕かけに陥落した様子は見せなかったものの、颯介は「仕方がないな」と苦笑しながらも許可した。

　男ってみんなセクシーな女に弱いわけ？

「どうしてその女の言いなりなの!?」

　私は颯介の腕を強く引っ張って、アリーの手から彼を奪う。

　場の空気が悪いのを察したのか、颯介が「まあまあ、落ち着いて。これから観光しようか」とニコニコ顔で提案する。

　軽く荷ほどきを済ませると、私たち三人はサントリーニ島の中心地のフィラにタクシーで向かった。

　白いフィラの街を散策していると、途中でロバとすれ違った。

「ロバタクシーだよ。あとで記念に乗ってみる？」

　颯介の説明に、アリーが嬉しそうに頷く。

「あら素敵ね」

　颯介の腕をしっかりホールドしているアリーと、そんな彼らの後ろをトボトボと歩く私。周りの人々は誰も、私が颯介の妻だとは思わないだろう。

　悔しいけど、ふたりが並んでいると絵になる。

　ふたりを視界に入れないようにしてかわいいショップを見て回っていると、いつの間にか彼らと十メートルほど距離が開いていた。

　なんだろう？　胸がズキンと痛む。

　だんだん自分が惨めに思えてきて……私は立ち止まった。

　なんのためにここまで来たんだろう。空はこんなに快晴なのに、私の気分は最悪だ。頭痛がするのは、気分が落ち込んでいるせいだろうか？　身体がだるくて足が重い。

　私の異変に気づいたのか、颯介がアリーを連れて戻ってきて、私の肩に手をかけた。

「沙羅？」

　颯介が気遣わしげな表情で、うつむいている私の顔を覗き見る。

　脂汗がどっと出てきて額に汗が滲にじみ、私はぐったりしながら手で汗を拭った。

「……別荘に戻る。ふたりは楽しんで」

　小声で言って踵を返そうとすると、身体がぐらついた。倒れそうな私の身体を、颯介がすかさず抱き上げる。

「強い日差しにやられたかな？　アリー、悪いけど先に戻る」

「え？　私をひとりにする気？」

　アリーは腕を組みながら、膨れっ面で不満を口にする。

「大丈夫。待ち合わせをしてたんだ。ジョージが君を迎えに来るよ」

　颯介がそう告げながら後ろを振り返ると、数メートル先に、半袖のポロシャツにジーンズというラフな格好のジョージがいた。それを見たアリーはギョッとした表情で目を丸くした。

「アリー！」

　ジョージがアリーの名前を呼んで、軽く手を振りながら小走りでやってくる。

「颯介、厄介事を頼んですまない。沙羅は体調が悪いのか？」

「熱中症かもしれない。これから別荘に戻るよ。こっちはいいから、ジョージは早いとこ誤解を解いたら？　こっちが大迷惑なんだけど」

「ああ。わかってる。沙羅、いろいろと迷惑をかけて申し訳ない。アリー、行くぞ」

　ジョージは私と目を合わせて謝ると、そばにいたアリーの手をつかんで歩きだした。

　そんな彼らの姿が遠のくと、視界がぼやけてきて目をしばたたく。

　……話が見えない。アリーとジョージも知り合い？　アリーはジョージの娘とか？

「気分はどう？」

　心配そうな颯介の声で思考を中断し、彼をボーッと見つめる。

「……頭痛がする」

　ぐったりする私の姿を見て、颯介は近くのカフェに私を運ぶと、奥にある席に私を座らせ、店員に水を頼んだ。

　颯介がペットボトルの水をグラスに注ぎ、私の口に運ぶ。

「ほら、飲んで」

　言われるがまま、水を飲んで喉を潤うるおすと、身体が少し落ち着いてきた。




　それからどうやって別荘に戻ったのか……。

　気づけば私はあの天蓋付きのベッドで寝かされていて、横には颯介がいた。私の頭を撫でながら有栖川 尊こと、涼太の小説を読む颯介。

「……今……何時？」

　寝ぼけた頭で颯介に尋ねれば、彼は読んでいた本から顔を上げ、「もうすぐ夜の七時だよ」と答える。そして愛おしげに私を見て顔を近づけると、キスを落としてきた。

「……ねえ、ジョージとアリーって親子なの？」

　私の言葉に颯介が噴き出す。

「……いいや。それ、ジョージが聞いたら機嫌が悪くなるだろうな」

「どうして？」

　私は小首を傾げる。

「アリーはジョージの婚約者なんだ。ジョージが浮気したとアリーが誤解して、ふたりは喧嘩別れしたんだけど、ちょうど彼女が映画の宣伝で来日してて、ジョージに彼女を説得してここに連れてくるように頼まれたんだよ。ジョージもタイミングよく休みを取って、サントリーニ島で休暇を過ごすことにしたらしい」

　アリーがジョージの婚約者？

「……てっきり颯介の元カノか、浮気相手かと思った」

「信用ないな。ジョージの婚約者じゃなきゃ、無視してるよ。ジョージにはいろいろと恩があるから、アリーを説得してここまで連れてきたけど……もう彼女の相手は疲れるからごめんだね」

　ずっと笑顔だった颯介がここに来て初めて、ため息交じりに毒を吐く。

「じゃあ、どうしてフランス語で彼女と話してたの？」

「それは、周囲に会話の内容を聞かれたくなかったからだよ。アリーが目立つ登場をしたから、俺たちかなり周囲に注目されてたしね。少しは俺のことを信じてほしかったな」

　颯介がわざとがっかりした様子を見せるが、私は素直に謝れなかった。

「だって……あんなにアリーがベッタリ颯介に張りつくんだもん。いろいろ疑うのは仕方がないじゃない」

　膨れっ面になりながら、私は言い訳する。

「まあ、沙羅が拗ねる様子は見ていてかわいかったけど。沙羅を嫉妬させたくて、アリーがジョージの婚約者だってあえて言わなかったんだよね」

　私の目を見て颯介がニヤリとする。

「……悪趣味すぎるわよ」

　私がアリーに嫉妬する姿を、颯介は楽しんで見ていたのだ。意地が悪い。

「〝私の旦那よ〟ってアリーに啖呵切るかと思ってたけど、いつもの沙羅らしくなかったよね。どうして？」

　ニヤニヤしながら理由を問う颯介に、私は真っ赤になりながら声をあげた。

「アリーは誰もが目を奪われるくらい美人で、私なんか敵わないって思ったのよ。彼女は颯介に色目使ってたし、颯介だって彼女に夢中なんじゃないかって考えると怖かったの！」

　颯介が好きだから……私には颯介しかいないから、こんなに不安になるし、臆病にもなる。

「バカだな。俺には沙羅しかいないんだから、もっと自信を持ってよ」

　颯介が甘い声で囁いて、ギュッと私を抱きしめる。

　ああ～、やっぱり彼の腕の中は安心する。この腕は私だけのものだ。

「お腹空いたよね？　体調がよくなったなら、そろそろ夕食にしようか？」

　心の不安が解消されたせいか、あんなに重く感じた身体が、今は軽い。颯介の目を見て頷くと、彼が夕食を頼んでくれて、テラスで食事をすることになった。

　午後八時近いのにまだ日は明るく、コバルトブルーの海は光り輝いている。

　颯介とのんびり食事を楽しみながら、日没を待つ。

　サントリーニ島のサンセットは世界一とも言われていて、中でもここ、イア地区は絶好のロケーション。その夕日を別荘のテラスから眺めることができるなんて、なんて贅沢なのだろう。

　颯介の話では、日没の一時間前から観光客がイア地区にやってきて、場所取りを始めるらしい。

　八時三十分を過ぎて夕日が沈み始めると、私たちは席を立った。颯介が背後から私をそっと抱きしめ、静かにエーゲ海を見つめる。もう私たちを邪魔する者はいない。

　セピア色に染まる空、水平線に沈む夕日。あまりのキレイさに、言葉もなく颯介とうっとりと眺めた。

　夕日が沈むと、今度はイア地区の街が明かりで黄金色に輝く。しばし日常を忘れ、私たちはロマンチックな時間に酔いしれた。

「……来てよかった」

　自然と口から漏れる言葉に、颯介が同意する。

「俺も」

　颯介は私の顎をすくい上げると、顔を近づけて私にキスをする。

　それが合図だった。

　甘美なキスが終わると、颯介が私を抱き上げてベッドルームに向かう。

　颯介は私をベッドに横たえると、私に覆い被さってニヤリとした。

「子供作っちゃおうか？」

　颯介のドッキリ発言に、驚きで目を見開く。

「いいの？　でも……仕事は？」

「俺のほうも仕事は落ち着いてきたし、一月に中途採用した俺の後輩を、ゆくゆくは沙羅の後任に据えようと考えてる。そしたら、安心して育児に専念できるだろ？」

「あの総務の眼め鏡がね君？」

　今年の一月に、颯介の後輩という草食系の眼鏡男子が、うちの会社に入ってきた。

　何か意図があるとは思ってたんだけど、まさか私の後任候補だったとは……。颯介は秘書を同行させることが多いし、私の後任が男性というのは妻である私にとっては喜ばしい。

「そう。早く沙羅との子供が欲しい」

　颯介の熱い眼差しにドキッとしながらも、ちょっと照れ臭い私は嫌味を言ってごまかした。

「ずいぶん準備がいいのね。でも、私も颯介みたいなイケメンの男の子が欲しい。大きくなったら一緒にデートして……キャッ!!」

　颯介は突然顔を近づけ、私の口を塞いだ。

「俺を放っておいてデートなんて、妬けちゃうんだけど。たとえ息子でも譲れないな」

　颯介はフッと不敵な笑みを浮かべると、着ていたＴシャツを勢いよく脱いで上半身裸になる。

　均整の取れた逞たくましい身体。毎日筋トレをしているせいか、腹筋は割れていて無駄な肉がない。私はいつものように、颯介の右肩の傷をなぞるように触れた。

　この傷は颯介がアダムス石油にいた頃、中東で銃撃戦に巻き込まれてできたもの。一年前に彼に初めて抱かれた夜、私が傷のことを聞くと、その時の話をしてくれた。

　この傷を見るたびに思う。颯介が生きていてくれてよかった、って。

　だから、私はいつもこの傷に自分の願いを込めてキスをする。

　私の颯介を奪わないで！

　そんな私の祈りを知ってか知らずか、私の完璧な旦那様は口元に笑みをたたえ、私を魅了する。

「沙羅は、俺だけ見てればいいんだよ」

　セクシーな声でそう囁くと、颯介は私のシャツのボタンを器用に外しながら、私の身体にキスの雨を降らす。

　蜂蜜よりも甘い、ふたりの愛の時間。彼は私を甘く奪う。

　そして、私も颯介の首に手を絡め、愛おしげに囁くと、彼の唇を奪った。

「颯介も……ずっと私だけを見ていなさいよ」

　あなたを失いたくない。誰にも渡せない。私が欲しいのは、あなただけ。

「心配しなくても、お前しか愛せないよ」

　颯介の熱い眼差しに、胸がキュンとなる。

　結婚してからも毎日ドキドキして、彼にどんどん夢中になる。

「……私も颯介しか愛せない」

　吐息とともに囁いた言葉に、颯介は嬉しそうに微笑んだ。そして、両手で私の頬を包むと、言葉の代わりに愛を囁くように、情熱的なキスをした。

　奪い、奪われ、お互いを知って、肌で相手を感じてひとつになる。

　ふたりだけのロマンチックな夜……私たちは時を忘れ、愛し合った。




　微かに潮のにおいがする。

　ゆっくり瞼を上げると、目の前には颯介の爽やかな笑顔があって、チュッと羽のようなキスをされた。

「おはよう」

「……おはよう。今……何時？」

　颯介の腕の中で目を擦こすると、朝から眩しいほどイケメンの旦那様は、前髪をかき上げながら答えた。

「午後二時過ぎ。そろそろ起きようか」

　こんなちょっとした仕草もたまらなくセクシーなのだから、私の心臓はいつもドキドキしっ放しだ。

　夫に見とれながら「ああ、二時……」と相槌を打つが、頭の中で『二時』と呟いてはたと固まった。

　午後まで惰眠を貪むさぼるなんて……ああ、いつ寝たんだっけ？

　ゆっくりと上体を起こすが、身体がだるくて起きる気になれない。

「……眠い。もっとベッドで寝ていたい」

　颯介にそう甘えたけれど、意外にも今日は認めてくれなかった。

「今日は予定があるからダメだよ」

　どこか企み顔で微笑む颯介。

　いつもなら私がこう言えば、喜んでベッドで一緒に過ごすのに……。

「……颯介のせいで身体がだるい」

　すると、颯介も上体を起こして自分の右肩を指差した。

「それはお互い様だよね。俺の肩にこんな歯形をつけたのは誰だっけ？」

　いたずらっぽく笑いながら、颯介が私をからかう。

　颯介の右肩にくっきりとある赤い歯形は、昨夜私がつけたもの。ガブッと思い切り噛んだ記憶が蘇る。

　……恥ずかしい。

　サントリーニ島に来た解放感だろうか。普段ではあり得ない大胆な行動をしてしまった。

「……私です」

　赤面してうつむきながら答えると、すでにベッドを下りていた颯介が私の身体を抱き上げた。

「えっ、ちょっと！　どこに行くの？」

「バスルーム。あまり時間がないから、一緒に入ろう」

『あまり時間がない』って……私、今日の予定なんて何も聞いてないんだけど。

「ねえ、観光なら明日でもいいじゃない」

「観光ならね。でも、今日はすごく大事な予定があるから、起きなきゃダメだよ」

「『すごく大事な予定』って？」

　ジョージと食事とか？

　颯介を見上げて詳細を聞こうとするけど、彼は言葉を濁した。

「まあ、そのうちわかるよ」

　そんな風に言われると、余計気になる。

　ふたりでシャワーを浴びたあとにもう一度聞いても、颯介はただ微笑むばかりで教えてくれなかった。

　昨夜と同じようにテラスで遅いランチを済ませると、颯介と私はジョージが宿泊している高級ホテルに向かった。

　やっぱりジョージと何か約束してるんだ。でも、この時間に何をするんだろう。クルージング？　それとも、ダイビング？

　う～んと唸うなっているうちにホテルに到着し、コンシェルジュに案内されて、なぜかスパに。

「ジョージと会うんじゃないの？」

　スパの受付の前で首を傾げれば、颯介は小さく首を横に振った。

「沙羅はここでしばらくくつろいでて。身体の疲れも取れるよ」

　優しく背中を押されて私がスパの中に入ると、颯介がニコニコ顔で手を振る。

　……何を隠してるんだろう？

　眠い頭で考えても、答えなど出てこない。

　スパの担当者にベッドに案内されて、言われるがまま服を脱いで紙のパンツを身につけると、ベッドにうつ伏せになる。

　それからは至福のひととき。

　三時間ほどじっくり全身コースのアロマテラピーを受けると、リラックスして身体の疲れが取れた。

　途中、あまりに気持ちよくて眠ってしまった私。気づけば淡いピンクのマニキュアも施されていて驚いた。

　施術を終えると、次は小さな個室に案内されて、その部屋に入った私はハッと息を呑んだ。

「これ……ウェディングドレス」

　すごく大事な予定って……まさか結婚式？

　驚きで両手を口に当て、ウェディングドレスにじっと見入る。

　キレイな刺し繍しゅうが施されたオフショルダーの真っ白なウェディングドレスは、それだけでエレガントにして可憐な花のよう。

　言葉もなく見とれていると、今度は違う担当者がやってきて、目の前のフィッティングルームでウェディングドレスに着替えるよう、声をかけられた。

　入籍して結構経つし、秋には親族や関係者を呼んで、披露宴だけする予定だったのに……。

　颯介のサプライズに、思わず涙がこぼれる。

　彼が私に隠れてこそこそしてたのは、アリーの件もあったかもしれないけど、私にウェディングドレスを着せるためだったのだ。

　颯介、少しでも疑ってごめん。

　厳粛な気持ちでドレスに着替え、化粧を施されると、ノックの音がして、颯介とジョージとアリーが入ってきた。

　颯介はグレーのサテンのタキシードを着ていて、いつもの十倍増しでカッコいいし、黒のタキシード姿のジョージも、ダンディーで渋味を増している。

　そのジョージの腕にベッタリと張りついているアリーは、マーメイドスタイルのオレンジのドレスを着ていてゴージャスだ。

「馬ま子ごにも衣装ねえ」

　私をじろじろ見てアリーが嫌味を言うが、今日の私は余裕の笑みで返した。

「ほんと、このドレス見事よね」

「沙羅、とってもキレイだよ。プリンセスみたいだ！」

　ジョージが私を褒めると、アリーがすかさず彼の腕をギュッとつかんでひねった。

「いてて……」っと眉をひそめるジョージ。

「私のほうがキレイよ」

　プウッとむくれるアリーが、かわいい子供に見える。

　幸せすぎて心が寛大になったのだろうか。

　颯介は私の足元で膝まずき、手袋をはめた私の手をつかんで、男の色気を漂わせながら口づけた。

「キレイだ」

　言葉で伝えなくても、颯介の目を見れば彼がそう思ってくれているのがわかる。

　颯介は立ち上がると、私の腰に手を当てて声を潜めた。

「実はこのドレス、アリーにデザイナーを紹介してもらったんだ」

「アリーが？」

　私が意外そうにアリーに目を向けると、彼女はフンッとそっぽを向いた。

「優しいところもあるんだよ。ドレスの刺繍やシルエットにこだわったのは彼女だし。実際、沙羅にとてもよく似合ってる」

　正直、高飛車で嫌な女って思ってたけど、ちょっと見直した。多忙だろうし、ただ口添えするだけでもよかったはずだ。

「そろそろ、お時間です」

　ウェディングの担当者が私たちに声をかけると、数分歩いて同じホテルの敷地にある、オープンエア・テラスの会場に移動する。

　断崖絶壁にあるこのテラスからの眺めは、絶景としか言いようがない。

　雲ひとつない青い空に、おとぎの国のような白い街並み。サファイヤの海は私たちを祝福するようにキラキラ輝いていて、まるで夢の世界にいるようだった。

　時刻は午後七時過ぎ。お互いの親族はいないけど、立会人のもとで誓いの言葉を述べると、颯介が私を見つめてキスをする。

　感動の瞬間。

　目に涙を浮かべる私に、颯介が囁いた。

「愛してる」

　もう、彼がいれば何もいらないと思えた。胸に熱いものが込み上げてきて、「私も」とやっとのことで想いを口にする。彼への愛が溢れて……幸福感でいっぱいだった。

　それから持っていたブーケをアリーに向かって投げると、それを手にした彼女は複雑な顔をした。

　私のブーケなんていらないかもしれないけど……お礼はしっかり言わなくちゃ。

「ウェディングドレスありがとう。あなたもジョージと幸せになって」

　笑顔を作って微笑むと、アリーは微かに口角を上げた。

「私のウェディングドレス姿のほうがもっとキレイよ。きっと私のを見たら、あなた悔しがるでしょうね」

　……負けず嫌いというか、性格が悪いというか……。

「ハハッ」と顔を引きつらせると、横から颯介がアリーの言葉を意訳した。

「沙羅、アリーは自分の結婚式に君を招待するって言ってるんだよ」

　え？　そんなのわかんないわよ。

「素直じゃないわね」

　ハーッとため息をついてアリーに再び目を向けると、彼女は毒のない笑みを浮かべていた。

　それはそれはキレイな微笑で……。

「やっぱりハリウッド女優は美しいわ」

　感嘆の声を漏らすと、颯介は私に甘く囁いた。

「沙羅が一番キレイだよ。誰よりも」

　颯介に言われると、本当にそう思えてしまうから不思議だ。彼の言葉には、きっと魔力が宿っているに違いない。彼の魔法で私はキレイになれる。

　式が終わると、私たちは落ちていく夕日を眺めながら食事をして、結婚のお祝いをした。

　夕日が沈んで夜になると、この日最後のサプライズが待っていた。

　ドンという音とともに、夜空に舞い上がる花火。

　この光景を見ていると、颯介に告白したあの夜の、屋形船を思い出す。

　ひとり感慨にふけっていると、横にいた颯介が私の目を見て言った。

「あの屋形船の夜を思い出すね？」

　以心伝心。颯介と見つめ合い、微笑みを交わす。

　こんな瞬間がすごく楽しく、すごく嬉しい。

　言葉がなくても通じ合ってしまうのは、それだけ密な時間を彼と過ごしているから。

　あれから、もう一年が経つのか。

　私は今、颯介の妻となって彼の隣にいる。

　ひとつひとつ増えていく彼との思い出。十年後も、二十年後も、ずっと彼の隣にいたい。彼に寄り添って生きていきたい。

　それが、私の心からの願い。颯介を独占できるのは私だけの特権だ。

　颯介は私のグラスにシャンパンを注ぐと、自分のグラスを掲げた。

「俺たちの未来に乾杯。俺たちの子供の未来にもね」

　私にウィンクして、微笑む颯介。

　私たちにハネムーンベイビーができたと知るのは、七週間後の話。

　ハネムーンは、まだまだこれから。

　夢の島で素敵な時間をあなたと――。
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　こんにちは、滝井みらんと申します。

　このたびは『俺様常務の甘い策略』をお手に取っていただき、ありがとうございます。皆様のおかげで、三冊目の文庫本を出すことができました。

　このお話の主役のふたりですが、沙羅は女優の北川景子さん、颯介は俳優の竹野内豊さんの二十代の頃をイメージして書きました。特に二十代の時の竹野内さんは背が高くて爽やかなイケメンでスーツも似合っていて、外見は颯介そのものという感じです。イケメンっていいですよね。一日眺めていても飽きないかも。

　さて、番外編に出てくる沙羅の実家の福井は、プロフィールにも載せていますが私の出身地で、緑豊かでのどかなところです。小さい頃は沙羅のように素手でトンボや蝉、ホタルを捕まえたりしていました。ホタルも昔は家の近くによくいたんです。近所には小川もあって、ザリガニやメダカを捕ってよく遊んでいました。山に遠足に行くと、私ではありませんが、ひとつ上の先輩が熊に遭遇した……なんてエピソードも。まあ、それくらい自然に溢れているということでしょうか（笑）。

　また、書き下ろし番外編のサントリーニ島は、私がハネムーンで行ってみたかった場所のひとつです。コバルトブルーの海に雲ひとつない青空……憧れますよね。実際に行ったことがなくて想像で書いてしまいましたが、何かおかしなところがあったらすみません。この場を借りて謝ります。

　結婚式も小説では何度か書いていますが、自分の結婚式は実は挙げたことがないんです。質素にウェディングドレスを着て、写真を撮っただけです。新婚旅行にその分、お金をかけました。だから、既婚者なのに華麗な結婚式をいまだに夢見てしまうのでしょうか。暑い夏はベリーズ文庫を読んで、ひとときの夢に浸りたいですね。

　最後になりましたが、素敵なイラストを描いてくださったゴゴちゃん様、また、書籍化にあたり、いろいろとご尽力いただいた編集部の額田様、三好様、そして、日頃から私を支えてくださっている読者の皆様に、心より感謝申し上げます。

　本当に、本当にありがとうございました。また、いつかどこかで皆様とお会いできたら嬉しいです。





　滝たき井いみらん
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